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1 .巻頭昌

情報あぶれ者

学長保田正人

情報不足で損をし，ほぞをかんだことが研究生活30年の聞に何回かあった。外国文献を見

落として発表に後れをとったこと，戦前より続けていた仕事が，戦後のどさくさで情報が取れ

ず，結果的にほ批海道の研究者に先をこされて学位論文を作りなおしたこと.次の学会で私の

研究の先報に続く内容が横取られて発表されているといった不愉快なことに出会った。工学や

医学程に固まぐるしくない分野だけに，わりとおっとりと研究を楽しむことができ，独創的な

考えや手1去を生かすことができた。

コンビューターの発展も，字宙開発時代にはいって，何と便利なものがとは思ったが，全く

身近かに感じたこともなく，相も変わらずタイガーの手廻し計算機で，推計学の初歩的考察を

やっていた。それがある時点で気付いてみたら，パソコン時代に突入していた。こうなるとも

うどうにも手をつける気になれず，プリンターから打ち出される紙片の訳のわからぬ数字が頭

を悩ますだけで，見事にパソコンアレルギーにかかってしまった。それでも気の強さだけは残

っていて，教務係の学生の成績なんか訳なく整理できると聞いて，文部省に出かけた。ぐずぐ

ず学部改組とコンピューターの効能を並べたてていたら，たしか600万円の金をぽんとくれ

た。恐らく聞かされる方も当時はズブの素人で，日頃うるさい奴が訳のわからん事をしゃべり

たてるし，判らぬとも言えず，総会屋撃退よろしく面倒だからくれたのだろうと，今にして思

いあたることである。これが失敗の最たるもので，業者の甘言通り購入したものの，当時はオ

ペレーターになるような器用な事務官は皆無。係長は逃げてまわるし結果はただのl回も使

わないまま，私の教室に引き取った。ここでもソフトのプログラムが駄目で役に立たず，ただ

みてくれがいいので，今も室に飾っている。

それが近頃は全講座といってよい程パソコンやワープロがはいり，若い研究者，学生や事務

官が楽しそうに扱っている。全く痛の種だが，管理職の辛さ，おおように「どうだね，わかる

かね」と声をかけている。

日本の繁栄は，良く高レペルの技術者集団と，その技術を現場で生かす優秀な労働者群で支

えられ.それに僅かな創造的人材が加わっていると云われる。このような人材構成が.日本の

将来にどう響くか予測はむずかしい。今の大学のシステムが学ぶ教育中心で.ややもすると創

造性の芽をつぶしているのではないかと危慎している。院生や学生の論文をみても，創造的研

究の成果が少なく，殆ど手法や内容が先人の槙倣のように思えてならない。臨教審も教育の情

報化に対して，極度の機械化は人間同士や人間と自然とのつながりを減少させ，社会の求心力
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が失われる恐れのあることを指摘している。といって私は情報システムを軽視するわけではな

い。むしろ情報過多を上手に整理し，無駄をはぶいて創造を教育する足場として上手に利用し

てもらいたい。

山田センター長の熱意はたいしたものだ。センター将来構想について貴重な意見を拝聴した。

申し訳ないが，私の説明を聞いた文部省の事務官以上に理解するのに苦しんだ。とiこかく大切

なものだとの認織で整備拡充には万全の努力を払うつもりでいる。

世の中コンピューターやカード時代と言われながら，給料まで銀行振込みで，妻に管理が移

り，自らの支払い能力を知るすべもない。後払いシステムのカードは財産菅理ができないとヤ

パイものだと信じこんでいる私は，今使っているのが1. 500円の電卓1台と安全な先払い

式のテレホンカードのみである。そして若かりし頃，唯一のそして人間味のある情報源であっ

た赤ちょうちんネットワークを今もって大切にしている。でも悪い時代で車の運転だの健康管

理だのと言って，このネットワークの輸がじわじわと締められている。そのなかで，近代情報

あぶれ者同士が世をはかなみながら，毎夜のように杯を傾けて，ったない情報交換を行ってい

る。
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2.随想

情報処理センターに関するユーザーとしてのー私見

医学部公衆衛生学教室

守山正樹

医学部を卒業して公衆衛生学に進んでから11年目、長崎大学で助手として勤めはじめてか

ら5年目になります。その問、年を追って大型計算機に依存して仕事をする機会が増え、いま

や大型計算機のない研究生活は信じられない処にまで至ってしまいました。パソコンが家庭に

まで行き渡ってしまった昨今ですが、大型計算機の必要性についての考えかたは人さまざまな

ように感じます。一個人の限られた計算機使用体験をもとに考えるセンターの在りかたが、偏

見に満ちたものであることは当然かもしれませんが、少しでも大型計算機に興味をもっ仲間を

増やし、在るべき計算機センターの姿について検討を進めるためにも、この場で私見を述べる

ことを許して戴きたく思います。

東北大の医進課程に在学した折は、まだ学生実習では手回しの計算機を使う時代でした。そ

の後、大学院にはいってからは、学内のセンターの使用を試みましたが、 SPSS、BMDP

などの汎用パッケージはまだ導入されておらず、計算機センターの敷居の高さに驚いたことが

あります。

始めて本格的に大型計算機に接したのは、大学院終了後1979-81年にかけてのテキサ

ス大学オースチン校人類学部在学中でした。大学の中心iこそびえる時計台の地下には広大な計

算センターがあり、学内の何ケ所かには、それぞれ数十台のTSSをもっディスプレーセンタ

ーがあり、さらに学内のあちこちに散在していた端末も含めてサイバーという計算機システム

を中心に稼動していました。それだけ端末の数も多かったのに、それを上回る教の利用者がい

たため、学期の終わりには使用の順番を確保するのが大変で、また故障のために計算サービス

が中断されることもしばしばありました。しかし朝7時から夜12時まで利用できる計算セン

ターの存在は、それとほぼ同じ時間帯に使用ができ、さらに学期末は24時開通して開館して

いた図書館と合わせて、そこへ行けばいつ何時でも誰かが頑張って仕事をしているのに会える、

という安心感、信頼感のようなものを与えてくれました。

テキサス大学の計算センターで始めは恐る恐るTSSにさわり始めましたが、センター自身

で常にさまざまな入門コースを聞いており、さらに'はじめてTSSを使用する人のために¥

'対話型SPSSの利用法'といったトピック別の数ページからなるミニパンフレットが豊富

にそろっていて自由に利用できたため、敷居の高さは感じませんでした。しばらくたち、目的

に合わせてセンターを使い始めてからは、心理学のローリン先生が開講していた多変量解析の
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コースが大きな助けになりました。大型計算機に触れ始めたばかりで、それまでは多変量解析

といっても2変数の重回帰しか知らなかったため、十分に理解できるかどうか最初は随分，己、配

しましたが、実際に始まると心置は消えました。第1時閉めは初歩の行列の加減乗除を疎習し、

第2時間目には行列式を計算するための道具としてt.lini-tabの使用法を習いました。t.lini-tab

は平均値、標準偏差値や行列の計算ができる計算機言語の一種で、マニュアル自体も計算機か

ら出力させることができ、数個の命令を覚えるだけで使いこなせるように設計されています。

第3時間目から数時間は簡単な例題を行列式に書き表わした上で、t.lini-tabで計算をする作

業が宿題になりました。多重回帰、判別分析、主成分分析と進んだところで、突然今後の問題

解決においてはt.lini-tabの他にSPSSを同時に使用し、両者の結果を必ず比較検討するよう

に、との指示が出ました。そして、いつの間にか大型計算機に対する抵抗が消え、それなしで

は仕事が出来ない、と思い始めていることに気がつきました。

長崎大学に来てからこの方、とくに昨年医学部図書館に端末が移動されてからは、端末が置

かれている環境は確かに良くなりました。梅雨時には雨漏りのためにTSSが水に浸かり、湿

気のためにプリンター用紙がふやけて破けてしまい、冬は隙間風のために震えながらキーボー

ドをたたいていた状態から比較すれば、今は夢のようです。しかし、必要なときにいつでも直

ぐ身近にあって利用できる、という思想から言えばまだまだです。例えば、稼勤時間帯を取り

上げても、せめて九大なみにして戴けないでしょうか。最近、臨床の先生方の聞で自分の研究

のためにパソコンを購入する方が多いと聞きます。日中に診療を行い、夜に自分の研究を進め

るという生活パターンからすれば、せいぜい7時までしか利用できない計算センターに対して、

積極的な需要が起きないのは当然です。統計パッケージにしても、国際的に適用する汎用パッ

ケージを少なくとも2つは常時使用可能な状態にし、利用者が必要に応じて二つの結果を比較

し、計算の精度菅理ができるシステムを早期に作り上げるべきだと考えます。できるだけ純度

の高い新鮮な試薬をつか勺て、あるいは最新の機器をつかって、実験室あるいは野外で得た大

切なデータを、その最後の段階において、時代遅れの、あるいは一地域でしか通用しない統計

パッケージで整理したり、精度管理の十分でないパソコンのソフトで処理するしか方法がない、

としたら残念なことです。しかし上述した問題点は、豊富な予算の裏付けがあれば、比較的簡

噂に解決できるように思います。それに対して、ユーザー自身が抱える問題はより解決が困難

であるような気がします。

テキサス大学にいる問、新入生からスタッフまで多様な人々が自分の水準に合わせて計算セ

ンターを使いこなしていたことが、印象的でした。例えば、二年前に若くして交通事故で亡く

なってしまった助教授のエレンは、当時野外調査が終わると寝袋をもって長いこと計算センタ

ーに泊まり込み、データの整理をしていました。主任のマリーナ教授がもっていたデータファ

イルは原則としてオープンであり、何人もの院生は自分の調査のデータを分析して論文を書く
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一方で、興味の範囲によっては教授の持つデータを独自に分析し、教授と共著で論文を書く場

合もありました。また他の集団の調査と比較のために、国内で同様のテーマで仕事をしている

研究者とよくデータの入った磁気テープを航空便でやり取りしている光景も見かけました。自

分と違った風に大型計算機を使っている多くの人々と接触できたテキサスでの2年間と比較す

ると、今は討論する相手も限られ大型計算機の使用に関するかぎり、ひどく狭い世界に落ち込

んでしまったような感じがします。

取りあえず現状を変えていくとしたら、特に大型計算機という方法を共有して仕事を進める

仲間を少しでも増やすとしたら、医学教育においてもある隈られた期間でいいから、学生が自

由に大型計算機を使える機会を作ることが是非必要であると思います。これまでの隈られた公

衆衛生の実習の中でも、そうした機会を一時的に持つことのできた少数の学生は、多変量解析

に強い興味を示し、数日の聞にSASやBMDPを一応使いこなせる水準まで到達していまし

た。しかしこちらの側に彼らと一緒に計算機に付き合うだけの時間的、並びに経務的余裕を持

てない現状では、できることは限られてしまいます。

いずれにしても、よりよい計算センターを作るためには、設備の拡充とともに興味の赴くま

まに計算機を使い、得られた結果を互いに討論できるような雰囲気を作り出すことが早急に必

要だと考えます。フォートランという言葉すら知らない初心者であっても、自分のデータにつ

いて行いたい計算の顕要を論理的に並べることさえできれば、 SASなどの汎用統計パッケー

ジをつかって多変量解析を駆使できるという現状を、多くの人々に知ってもらうことにより、

大型計算機に全く縁がない、と信じている多くの潜在的ユーザーを掘り起こすことも必要な作

業だと考えます。特に社会医学、臨床医学の分野の研究者にとって、自己の持つ多変量のデー

タに内在する情報量を様々な方法で抽出し、さらにグラフィックスを使ってそれを視覚化して

いく作業を日常的に行うことは、計算・作図に従来かかっていた時閣を物理的に短縮するだけ

でなく、物の見方、考え方にまで影響を与えるのではないでしょうか。

時代は速く動いているようです。パソコンのハードもソフトもいいものが次々に出回ってお

り、いずれ現在の形の計算センターは無用の長物と化すのかもしれません。しかし、大切なの

は今最も効率のよいものを正当に評価して、それを最大限に利用することだと思います。少な

くともハードに関しては長崎大学情報処理センターのシステムは、相当の能力を持った素晴ら

しいものであり、またそうした高度なシステムを維持するために、センターの方々が並々なら

ぬ努力をしておられることは、ここで改めて言うまでもないと思います。しかし、そうした高

度なシステムの能力が十分に生かされていないのが現状ではないでしょうか。

5-



合金の状態図とコンピューター

歯学部

有働公一

金属材料は、特殊な場合を除いて純金属では使用されず、数種類の金屠からなる合金として

使用されています。それは、合金のほうが、機械的、化学的性質が優れていることが多いから

です。これらの性質は、合金を構成する元素自身の持つ性質のみならず、合金の結晶学的状態

によっても左右されます。合金の結晶構造は、組成、温度、圧力によって変化しますが、これ

を一目でわかるようにしたのが状態図と言われるものです。状態図は、金属材料を設計するう

えで、最も重要な情報のひとつであるといえます。状態図に関する著名な研究者のひとりであ

るD.de. Ponta i ne は次のような事を言っています。

"A material scientist attempting to determine optimal compositions and optimal 

thermal and mechanical processing of a geven alloy system for the purpose of 

maximizing properties without knowledge of tfle phase diagram is like a tourist 

attempting to get most out of a foreign city without consulting the map. " 

状態図を決定する最も確実な方法は、ある合金系において、組成の異なる多数の試料を作製

し、一つ一つX線回折装置や透過型電子顕微鏡を使って調べていく方法です。しかし、この方

法は非常に時閣を要します。合金元素が三種類とか、四種類とかになると気の遺くなるような

時聞がかかります。もし合金の状態図が計算によって決定することができれば、実験的に決定

するよりもはるかに少ない時間ですみますし、少ない実験データより多くの情報を得ることが

できます。さらに、計算式に近似の次数が高いものを使えば、通常は実験が困難な低温や高温

の状態も、測定可能な温度範囲の状態を外挿することによって知ることができます。

私達が用いている計算方法はクラスタ変分法といわれる方法で、統計熱力学的に導出された

方法です。これは他の方法に比べて計算式の物理的意味が明確である、エントロビー項の計算

が正確であるという特徴があります。この方法を用いて、任意の組成、温度で種々の結品構造

をとった場合の自由エネルギーを求めれば、それらを比較して最も自由エネルギーが低い結晶

構造が安定であることになります。自由エネルギーを計算する過程では逐次近似法を用います。

一般によく知られている逐次近似法はNewton-Rapson法ですが、この方法は収束は速いのです

が、初期値の選び方によっては、求める値に収束しないという欠点があります。クラスタ変分

法では数十個の変数がありますので、この欠点は致命的です。 Newton-Rapson法の欠点をなく

した逐次近似法に、自然逐次近似法(Naturallteration Method)があります。この方法は、初
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期値の選び方には鈍感で、必ず求める値に収束しますが、収束が遅いという欠点があります。

収束するまでの操り返し数が時には1万数千四に及ぶことがあります。こうなると大型計算機

に頼らざるを得なくなります。マイクロコンビューターをつかっても計算できない事はありま

せんがコンパイラ型の言語を使っても数時間もかかってしまうため実用になりません。

現在はマイクロコンビューターを大型計算機のインテリジェントターミナルとして使用して

います。時聞のかかる逐次計算だけを大型で計算し、他はすべてマイクロコンピューター側で

処理しています。こういった使い方をするうえで、センターレポート第4号に掲載されたイン

テリジェントターミナル用プログラムは非常に便利で、使い易いプログラムだと思います。こ

のプログラムを作製され、プログラムのコピーを快諾してくださった工学部の金丸邦康先生に

この場を借りて感謝いたします。

教養部における情報処理教育について

教養部

寺崎康博

今年度から装いも新たに教養部において情報処理教育を開始した。当教養部では10年以上

も前から総合科目のーっとして情報科学の名のもとに情報に関する基礎的な講義を開設し、成

果をあげてきた。今回担当講師の交代を機に、 「コンピュータによる情報処理に関する様々な

問題の考察」を中心テーマに置き、講義名も情報処理として始めることにした。内容をこのよ

うにしたのにはもちろん理由がなければいけない。まずその第ーは高度情報社会と形容される

社会環境である。そして、第こにはこの科目の専任スタッフを持たない教養部としては担当講

師のカバーできる範囲が限定されるということがある。

まず、最初の理由については講義の開設主旨とも関連するので少し述べておくことにする。

新聞、テレビ、雑誌、あるいは書籍を通じて高度情報社会に関する記事を見ない日はないほど

の情報洪水である。実際、その背後では生産現場や金融機関、あるいは事務所でのコンピュー

タの高度な利用や、ネットワークの形成が我々の想懐以上に進んでいる。また、地域社会にと

ってこのような中でどう対応したらよいのかを研究、あるいは実験を重ねている現状がある。

そのための予算も様々な形で確保されている。さらに、ワーフ.ロ、パソコンが家庭にまで普及

し始めている。どちらかというと現実の方がリードしていて我々はやや振り回され気味といえ

ょう。
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このような環境の中で健全な判断力を持つためにはやはりコンビュータに関する基磁的な知

識が必要になる。無知あるいは過度のブラックボックス化は、極端な蔑視か崇拝という危うい

方向に行きがちになるからである。そこで一番効果的な方法は何かとなると、月並みながら実

際にコンピュータを操作してみるという実習教育にたどり着く。しかし、我々の経験に照らし

ても、この講義のために調べた他大学の方法を見ても、いきなり実習では視野が狭くなりがち

であるし、拒絶反応を示す者も出てくる。コンピュータはもはや研究室や計算機室の中だけで

議論する時代ではないし、工学部の学生に限らず、他の全ての学部の学生にとってもかかわり

を持つものになっている。そのため観論と実習というこ本立てで出発することにした。

理由の第二に関しては、情報関連の専任教官を持たないため私が世話役をおおせっかった。

しかし、経演統計を専門とする者にとって幅広い知識を要する甑論教育は手に余るため、講義

の企画段階から情報処理センターに全面的に応援をしていただいた。幸い、センター長の講義

も一回得ることができ、好評のうちに終わったようである。その槙拠は選択制の科目で、しか

も250名近くの多人数教育ながら出席、レポート、試験と厳しく対処したにもかかわらず、

9割近くの者が最後まで熱心に講畿を聞いていたからである。

さて、レポートを読んでみて気の付いたいくつかを参考のため記しておきたい。各学部でも

情報処理教育が盛んに行われているが、情報交換のためにも機会を見て詳しい教育報告をする

つもりであるので、とりあえず読んだ印象であることをお断りしたい。学生が興味を持って調

べた話題は多岐にわたるが、グループ分けすると1)コンピA ータの将来について、 2)テク

ノポリス等の政策について、 3)プライパシ一等の社会問題について、 4)情報自体の意味に

ついて. 5)プログラミングについて、 6)ハードウェアについてとなる.もちろんこれは講

義の内容を反映しているが、主として工学部の学生には大学での学問に対して大きな動機付け

の役割を果たしているようであった。また、他の学部の学生にとってもコンビュータに関連す

る様々な問題の所在を知ることができ有意義であったようである。

先に実習を望も合学生もいたが、大多数は概論により幅広く問題を見ることができたと記して

いる。マスコミ1から流れる情報量の割には学生はこの問題に関して具体的にはほとんど知らず、

講義によって初めて知った者が多かったように思われる。レポートを書く段になり再考して理

解が進んだと報告するものもかなりいた。概論教育の必要性を裏付けた形になっている。また、

後半の実習に期待している学生が多いことも付け加えておくことにしよう。

今回の講韓は内容の検討は早い段階から始めたが、開設に関しての広報はいっさい行わなか

った。学生は数多い授業科目一覧の中からこの科目を見いだし、しかも時間帯の重なり合う他

の科目と比較検討して履修したことになる。次年度からは履修希望者が増加する可能性は高い。

教養部ではどの時間帯をとってもどこかの学部の必修科目があり、ーコマの開設では全学部の

学生に履修の機会を与えることができないのが現状である。しかし、専任スタッフを持たない
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現在ではこれ以上の学生を受け入れることもまた難しい。実習教育は概論履修者の3分の2を

予定しているが、これ以上の学生が殺到するとまた困ったことになる。最後に、情報処理セン

ターの協力に感謝を申し上げ、また全学の関係者にご理解とご協力をお願いして締めくくりと

したい。

長崎・テレトピア構想に考える

熱帯医学研究所環境生理

小坂光男

長崎大学の付属図書館および医学分館運営委員と情報処理センター運営委員を数年に亘って

併任して、意外に感じている事は、従来の図書館情報システムと新たなコンピュータ情報処理

システムの相互乗り入れに、多くの大学人が戸態い、現代の高度情報化社会の急進展に追随で

きず悩んでいる姿である。大学のこんな体質を民目に、つい先日の新聞は長崎にもテレトピア

構想が実現する運びとなった事を報じている。以下をの一部を抜粋して紹介すると、郵政省が

昭和58年に提唱したこの構想はテレコミュニケーション(電気通信)とユートピア{理想郷)

を組み合わせたもので未来型のコミュニケーションモデル都市づくりを意味するとの事。高度

情報化社会の基盤を構築するには地域高度情報通信システムが核となり昭和70年にはNTT

によってこのシステムは完成されるという。長崎県は離島の数でも臼本有数。長崎、大村、福

江の三つの市、五島、壱肢、対馬の22町を対象に本土と離島を結ぶ情報システムの導入をこ

のテレトピア構想に乗せることが認められ、今度のモデル都市の指定を受け、 10月28日に

発足したことは喜ばしい。とζろで、テレトピアが一体何を目指しているのか? 第一は上述

の対照地域の各学校にパソコンを導入し、コンピュータに強い人材育成のほか、コンピ昌一タ

活用で教育の充実を図る「地方教育情報システム」。第二は図書館に対する要望が多様化、専

門化しているため、県中央の図書館にコンビュータを導入、図書館情報システムを確立し、対

象地域の図書館サービスの向上を図る…とある。さて、長崎大学の情報システムの現状はどう

か? 現在は、図書館情報以外に大学の教官が専門知識を平易に一般市民に講ずる開放構塵が

盛んで、 NHK教育講鹿に似て、長崎大学でも数年前から20以上の公開講座が開催され市民

から好評を受けているのは事実である。さらに情報処理センターの先生や職員の皆さんの努力

によって、全国7ブロックを拠点とする大型コンピュータの相互利用によって学術図書情報の

収集は随分と様変りしてきでいる。

長崎大学が総合大学化の道を歩んだ過程での、各学部の生い立ちの違いや、本部、坂本、片
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淵の三地区の地理的条件から夫々の教育図書館や研究図書館、さらにその分室に散在する学術

図書情報を一点に集約する事は、図書館の事務機構の一本化以上に難問である事は百も意知で

ある。したがって、今、長崎大学の情報システム改良に要望されるものは何か? 学内の学術

図書の開放・整理、他大学との文献交換の迅速性をはかりつつ、市井に先行された今度のテレ

トピア構想を見て、長崎大学の情報処理センター機能を極度に高める事が急務と考えている。
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3. 講演会から

機械翻訳研究の変遷と動向

九州大学大学院総合理工学研究科

常 夫

iTime f]ies like an arrowJという英語の文章を日本語に訳すことについて考えてみます。

人がみれば、これはすぐに何の疑いもなく、 「光陰、矢の如しJと訳すと思いますが、これは

機棋翻訳40年の歴史を通じて最初から問題であり、今でも問題である一つの例です。

ι子主
1)0 

2)-LD 

心すJtal以子旦

葉忠?のように

lノヘ3
05 

時間ばえ O 
時間飛行 3 

yが 0_

3) 0 
Vt 

4) 0 
Vt 

NJV~ 
一」

矢を好む。 ノヘ

図l

矢のように
はえを計れ。

矢のような
はえを計れ。

矢を好む
はえを計れ。
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ただ、いろいろ見解が変わってきて、これを日本語に訳すと、だいたい10通りくらいの訳が

でできます。もしも非常に忠実な翻訳を主としてするなら、たくさんの訳が出てきて当然です。

しかし、もし一つだけ出してきたとしたら辞書が不備で一つしか出てこないのか、よく考えに

考えた末に、一つしか出てこないのかわかりません。機械翻訳システムを使ってみるとわかり

ますが、まず fflyjを動調とみると「時は矢のように飛ぶ」という l番目の訳が出てきます。

flikejを動詞とみると、 fTime f1iesjを名調旬とみて fTimefl iesというものが矢を好む」

無理に訳せば「時間ばえは矢を好むJというふうになります。これは文法的に間違いではあり

ません。 f時間ばえ」などというものは無いということが意味の上で分れば出てきません。も

う一つはrTimejを動調とみると、時聞を計るという意味がありますので、構文的には三通り

考えられます。前置調句の flikean arrowjが fTimejにかかれば、 「矢のようにはえを計

れ」となり、 ff1iesjにかかれば「矢のようなはえを計れ」という意味になります。もう一

つは関係代名詞が略されていて「矢を好むはえを計れ」となります。言われてみると文法的に

誤りはないのですが、人がこの文を見ても他のことは予想もせず、 l番目の訳を選ぶでしょう。

これが人聞と機械の遭いで、大きな問題なめです。機械の客観性を重視するならば、 2番目以

降の訳も可能な場合がありますから、全部出してこなければいけません。その意味で一つしか

訳が出ないのなら知識不足ということになります。しかし、機械が前後の文章を考えたり人間

らしい判断をした末に訳が一つだけ出てくるのであれば、それは人間らしい翻訳ということに

なります。その辺が非常に難しいところで、知識だけが豊かになると、いわゆる教養が邪魔を

し、いくらでも可能性を探って、素直な答が出てこないということがあり得るわけです。

コンピュー夕、つまり電子計算機と称するものが出てきたのは1946年頃で、真空管を使

った、いわゆる第l世代のものが作られました。そしてこの頃かちすでに、機繊で言葉を翻訳

させようという切実な要求がありました。第2世代、第3世代と進むにつれて、計算機はハー

ドウェア的にもソフトウ且ア的にも進歩し、現在では電子計算機のメモリの中に日本中の図書

館の図書の情報を全部つめ込むことも可能な時代になっています。しかし言葉を翻訳させると

なるとまだできておらず、ょうやく第5世代のコンピュータの機能としてそういうことが要求

されるようになっています。機能として要求されるのは、問題解決の機能、学習・認知・理解

の機能、言語の解釈・理解の機能、知的対話の機能といったようなことで、このようなことが

できるアーキテクチャーを考えようということが主題となっています。現在の情報関係の進展

の方向をみるとコンビュータを中心にソフトウェアの進展、ハードウエアの基本である情報素

子の進展、通信などの応用分野の進展があります。それともう一つ、人工知能に代表され、

197 0年代頃から急速に発展してきた知識科学と呼ばれる分野があり、自然言語等の非数値

的な処理の中での人聞の記憶、判断等のメカニズムへの挑戦が行われています。
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図2

機械語翻訳(Machine translation : MT )の歴史をふり返ってみると、 10年ごと位の節目

に特徴的な事が起っている事が分かります。 1946年にMTのアイデアが出され、それから

1 0年の聞にいろいろな進展があり、 1955年頃には小規模でありますがデモンストレーシ

ョンが行える様になりました。この時代は小規模なシステムの為に小回りがきき、きめのこま

かい事が可能でした。次の10年ではだんだん規模を大きくしていき、アメリカ、ソ連、欧州

諸国、中国や日本など全世界的に実験が行われています。この実験にはいろいろな問題を含ん

でいるにもかかわらず、実験の反響が非常に大きかったために、その問題点はかき消され、ア

メリカはこの研究に莫大な政府の資金を投入しました。しかしその後10年を経過しても目槙

そのものは達成されず、その資金額は20 0 0万ドルにも及びました。 1966年米国科学財

団(National Science Foundation )の組織した AutomaticLanguage Processing Advisory 

Committee( ALPAC )という委員会が、当時のMTの研究状況と周囲の状況からみて、近い将来

MTが有用であると予測できる展望がなく、もっと基礎的な分野の研究を強化すべきであると

いう内容のALPACレポートを提出しました。以後アメリカ政府はMTに対する資金援助を

打切り、現在もなお政府の資金はほとんど出ていません。一応これが節目となり、この後は沈
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滞気味となり、言語そのものの含んでいる基礎的な問題を研究するようになりました。以上は

アメリカの例ですが、カナダやヨーロッパでは多少事情が違っています。

カナダでは公用語が英語と仏語の2ヶ国語、ヨーロッパでは3ヶ国語を公用語とするような

国もあり政府関係の書類はすべて2ヶ国語、あるいは3ヶ国語で作成しなければならず、言葉

の障壁が非常に大きいために積極的iこMTの研究を行っていたのですが、アメリカの影響を受

1 966年頃からはいわば「再建期」に入り、人工知能けて沈滞気味になったのは確かです。

( AI )関係の仕事が進展し、またデータペースの検索を自然言語で行うことや、シソーラスの

問題など自然言語の意味を利用する研究が進んできました。言語理論の進展とともに1970 

年頃からは言葉の意味論的なアプローチが盛んになりました。 1976年頃からこのことがさ

らに進展してきて自然言語処理が多角的に研究されるようになり、現在ではMTIこ対して「楽

観ムード」の状況下にあると言えます。そして今後が実現期と予想されるのではないかと思い

ます。
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研究内容についていうと、言葉の処理の段階にほぼ対応して、 19 4 0年代は提案期、 50 

年代は単語の翻訳のみの時期、 60年代は構文処理の時期、 70年代は意味のレペルまで考え

る時期、 80年代には知識レベルの処理の時期というように、進んできていると思います。

機繍翻訳の方式は、大きく分けて特定の2ヶ国語で直接翻訳する第1世代の方式と、特定の

2ヶ国語にこだわらず中間的構造を経由して間接翻訳する第2世代の方式とに分けることがで

~14~ 



き、さらに第2世代の方式も中間言語方式とトランスファ方式とに大別できます。現実にもの

になりつつあるのは第1世代の方式で、第2世代の方もやがて実現化が期待されます。機械翻

訳の方式についても少し詳しく述べると、まず完全に入力から出力まで自動的にやらせる完全

自動システムがあり、それには直接翻訳と間接翻訳とがあって、前者の代表例としてSYSTRAN、

後者の代表例としてカナダのモントリオール大学の TA酬と、フランスの GETAなどがありま

す。また完全自動でなく人間支援型(Human -aided )のシステムがあり、これは人聞が機

械翻訳を助けるという意味で、会話型システムがその例です。人聞が前編集や後編集をやるこ

とを前提にしたもの、さらに途中のプロセスにも関与して、人聞が介入しシステムを改善して

これらの考え方は実用システムとして非常に有望で期待が持てます。いくことも考えられます。

さらに機械支援型翻訳(Machine -aided translation )のシステムもあり、これは人聞が翻

ヨーロッパなどでは、情報科学といえば図書館情報学訳するときの助けとして使うものです。

のことを指すというくらい文献情報が重視されていて、専門の翻訳者がおり、専門用語のデー

タベース作成などに積極的に取りくんでいます。翻訳者が翻訳するとき、機械支援型翻訳を用

いてわからない単語やテクニカルな単語の訳を知り効率をあげており、また翻訳者自身がこの

システムを改善していくことができるようになっています。

例
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現在、各国がどのようなことをやっているかについて少しふれておきます。

アメリカでは大学、研究所、企業の機械翻訳に対する政府機関の援助はほとんどなく、人工

知能の一部として機械翻訳の問題を取り扱うところが多いようです。機械翻訳のデモンストレ

ーションを最初に行った Georgetown大学のシステムに改良を重ねて作った Systranを使って

Stanford、Yale、いるところが多くありますが、独自の方法を考えている研究機関としては、

Pennsylvaniaの各大学

や IBM等があります。米空軍では Systranを使用し、アポロ・ソユーズ計画の聞はこのシス
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テムの前身のものを使用していました。 Systranというシステムは現在 Systran社という会

社が提供しているもので、その他 Weidner社のものはこれとは別なシステムで BrighamYoung 

大学等で利用されています。

アメリカ以外の国では政府が力を入れていて、カナダではその援助資金で Montreal大学が

TAUMというシステムを開発中で、この中で TAUMMETEOというシステムは天気予報の翻訳を

実用化しています。私共も気象情報を翻訳するシステムを持っていますが、天気予報や気象通

報の文章はあいまいな表現をしないよう厳選されているため、取り扱いが簡単なわけです。そ

の他に Mitel社や、 GMCanadaでは Weidnerシステムを使っています。西独では連邦政府言語

局が力を入れており、機械支援型の翻訳システムは古くからあります。さらにもう一つ、ルク

センプルグに本部がある欧州共同体では、 EC各国語聞の翻訳をすることを全体的に考えてい

ます。 EURONETという国際間のネットワークが通じて、学術情報の交換なども行っているので、

すが、言葉の障壁が一番の難関です。従って翻訳ということを最重点に掲げて EUROTRAとい

うシステムを作る研究計画が進められ、 EC各国がこの仕事を分担して行っています。このよ

うなことからヨーロッパは切迫感があるのですが、それにひきかえ、かつての日本では、暇仕

事のような感じがしないでもありませんでした。しかし、最近の日本は国際化の披にのり、

「とにかく日本語は外国語に訳さなければ外国がら知られない。」とか「こういう情報戦争の

時代には、何とか大量の翻訳を行わないといけない。」などという社会的、国際的ニーズにた

って、非常に積極的になってきています。それからもう一つ付け加えたいのは、 CULTという

システムのことです。これは中国(とはいっても香港ですが)のシステムで、中国の数学の雑

誌を英語に訳して出版し、現在実用化されています。注目すべきことは、お国がらの事情が出

ていることです。日本の場合だと省力化は一つの大きな目標に掲げられるのですが、中国では

人的資源が豊富で、翻訳の途中で少しでもひっかかるとすぐ人が訳すというふうに人が介入で

きるので、非常に立派なものができます。これは人間支援型翻訳の中で数少ない実用化システ

ムの一つであるといえます。

次に我国の現状ですが、政府機関を中心とした代表的なものとしては科学技術庁の JICST

があります。 JICST、京都大学、電総研、工業技術院筑波センターの共同で、科学技術情報セ

ンターが出している科学技術文献の抄録の日英翻訳システムが作られています。この方式は意

味の問題を追求せず、構文処理の徹底で成功している例です。その他企業等にはいろいろなシ

ステムがあって、日英、英日が試行的に作られています。大学では京都大学、九州大学、その

他があります。その他市販の自動翻訳システムが幾つかあり、機械支援型翻訳で出力は後編集

することを前提にし、一応小規模のものとして16ピットパソコンで出来るレベルの物が売り

出されています。また、直接翻訳型の自動システムも開発されています。いずれも恥idner

や Systranなどの日本語への応用と見てよいと思います。
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次に翻訳の手法について述べてみたいと，思います。翻訳の方式のところで、構文レベルのト

ランスファ方式とか、意味レベルのトランスファ方式、中間言語方式などがあると述べました

が、いずれにしても翻訳の流れは図5のような経路をとることになります。

昆ー亘j査 IS L 

護軍蓋置

構文解析1

↓--可[

臆味解析|

↓ ---ーサl

皮脈解析|

l 一一~[

TL I目的言語

| 形態素合成

曙支合閥

---ー→室二亙=コ ↑ 

瞳味合劇

~ 変ご蓋三コ ↑ 

11文脈構造杢庇l------変 JLJ--- i 
中間言語

図5 ) 

まず原言語を入力し、その形態素解析(単語自身の語幹や語尾変化などの形を明確に決める

こと)を行い、それから構文解析を行います。簡単な場合にはこれからすぐに目的語の構文に

変換して、 (実はこの場合、変換と構文合成は一緒になります)形態素合成(語尾変化「てに

をは」などを決める)をして出すというわけですが、もう少し深く入って意味解析を行うとき

は意味構造を明らかにし、それを目的言語の構造に換え、これから目的言語の構文を作り上げ

ます。意味処理の過程では、実際に意味的に正しいか正しくないかなどを判断する必要があり

ます。もう少し深く入ると、前後の文脈を調べ、この文脈ではどういう意味が正しいという判

断をするところまでいきます。意味理解のシステムというのは、言語の内容を理解しようとい

うことですから、この段階を目指しているといえます。もっと深く入って、言葉のニュアンス

まで含めた中間言語が考えられるなら、一番下まで行って言語によらない内容をとらえること

になりますが、これはまず無理でしょう。

形態素解折、構文解折、意味解析、文脈解析の各段階ではどのような方法が用いられている

かについて図6に示します。
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文解析の手法

形態素解析 (TAUM. GETAが典型)

構文解析 :非制限パーサ(柔軟な置き換え規則に基づくもの)
T A UM (Q-system) 

意味解析

文脈解析

Winograd (PROGRAMMAR) 
etc 
拡大遷移網 (ATNG)に基づくもの

DC G (Definite Clause.Grammar) 
格文法

: Wi lksのモデル
Schankの概念依存構造
Montague文法
イメージモデル
特徴成分モデル

: Schankのscript
Minskyのflame

( .図6 ) 

形態素解析は翻訳であろうと理解であろうと自然言語で入力をし、分析をする場合には必ず

行わなければなりません。これにはまだ標準化された方法がなく、いろんな方法があるのです

が、欧米では TAUMとか GETAとかのシステムを典型的なものとして利用することが多いよう

です。構文解析には代表的なものとして非制限パーサと拡大遷移網という手法があります。英

語の様な文章の場合にはこれでいいのですが、日本語では動調が最後にくる以外は大体自由に

変えられるので、この方法は適当でなく、格文法というのが適しています。非制限パーサは原

理的には書き換え規則で、 TAUMとか Winogradの PROGRAMMARなよがあります。拡大遷移網

は文脈自由型言語として表現でき、これをプログラムの記述にあうようにした例が DCGです。

意味解析には代表的なものとして、 Wilksのモデル、 Schankの概念依存構造、 Montague文法、

イメージモデル、特徴成分モデルなどがあります。文脈解析は、文と文の前後の関係から欠け

た情報を補ったり、あいまいな情報を確定するものですが、 Script、つまりある特別な環境で

起きる筋書きの情報を貯えておいて意味を確定しようというような方法があります。翻訳シス

テムは、分野や用語の範囲を限ると、かなりきめの細かいことができます。それはノ守、ノコンで

でき、市販の高価なソフトを買わなくても自分でできるわけです。
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( BJ ) 

1 HAVB HBARD OF A NATION CBLBBRATING THB BIRTHDAY OF ANOTHBR NATION BY SBNDING 

A PRBSBNT 

ワタクシハ オクリモノヲ オク Jレコトニヨッテ タノクニノ タンシ.ョウヒ'ヲ

イワウ クニユツイテ キイタコトカe アル.

( BJ ) 

THB TBACHBR SAID THAT THBRB WBRB A LOT OF THINGS TO STUDY ABOUT COMMUNICATION 

AND THAT THB BBST WAY WOULD BB TO DIVIDB THB CLASS INTO GROUPS FOR THAT PURPOSB. 

JACK AND BBTTY BBLONGBD TO GROUP A. AT ITS FIRST MBBTING MR. JOHNSON SAID 

THAT THB FIRST THING FOR YOU TO DO IS TO DISCUSS HOW YOU CAN FIND INFORMATION 

YOU WANT. THBN MB ASKBD BBTTY IF SHB COULD TBLL THBM ANY WAY OF GBTTING 

1 NFORMATI ON 

センセイ ハ ツウシンニツイテ へ'ンキョウスルタクサンノコトカe アル ト

ソシテ モットモヨイホウホウカ' ソノモクテキノタメニ クラスヲ クールーフ. ニ

ワケルコト テe アロウ ト イッタ JACKトBBTTY ハク e ルーフ.Aニソe クシ

タ. ソレノサイショノカイテ. JOHNSONサンハ アナタカe スルサイショノコトカe

イカニ アナタカe アナタカe ホッスル ジョウホウヲ ミツケルコトガデキルカヲ

トウロンスルコト デアル トイッタ ソレカラ カレハ BBTTYニカノジョガカレ

ラニ ジョウホウヲ ウルコトノ ドンナ ホウホウヲ ツゲルコトガデキルカヲタズ

ネタ.

(図7 ) 

図7は私共がKULTSというシステムで行っただいぶ古い例ですが、文章の範囲が限って

あればこの程度のことはできます。今なら漢字かな混じりで出力する所です。中学校の英語教

科書からとった文章で訳文もあまり良い訳とは言えませんが、プログラムは非常に単純で範囲

を限れば何とかできるという一つの例です。
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次に構文分析の話に移ります。分析にはいろいろな方法がありますが、図8のように fThey

have beautiful flowers. Jという文章を分析する時に、各単語が文の中でどのような役割を

持っているかということを調べ、例えば主語であることが分かれば「誰々は」と「は」がつけ

られるし、目的語であることが分かれば「何々をJと「を」をつけることができます。分析を

行う時に、プログラム言語の方では、文脈自由型の句構造が単純ですので非常に尊重します。

図中の1)は文の句構造を示したもので、

うのはまとまって一つの名前旬となり、 「きれいな花を持つ」で一つの動調句となり、これが

述部で「何々が」というのが主部となって、主部と述部がまとまって文になっています。とこ

fbeautiful flo附 rsJつまり「きれいな花」とい

ろが2)の格構造という考え方は、語順に支配されません。例えばこの文章で、文のまとめ役

「持つ」というと「誰が持つのか」という疑問がをしているのは「持つ」という動調ですが、

「彼らが持つ」ということが分か

ります。これは主語(動作者)の役割をします。文、

う疑関が生じます。この時は「花を持つ」となります。この「花」が目的(対象)になります。

生じます。その「誰が」に相当するのが「彼ら」なのです。

「持つ」というと「何を持つのか」とい

「持つ」が中心となり、下矢印そして「どんな花だ」というと「きれいな花」ということで、

の出る側にあるのが「かかり」、上(矢の先)にあるのが「受け」となって「かかり受け」の

関係がでてきます。つまり「きれいなJは「花」にかかります。
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江戸時代の国文法も、日本語の構造をこのようにかかり受けの関係として考えてきたもので

す。そして、この観点からどれが主格なのか、目的格なのかといった役割を決めることが格構

造を決めることになります。語順に関しては、日本語を表現するときには、 l番上にあるもの

を1番最後に置き、そしてそこにかかる順序はどうでもよいと決めておくと、一応素直な日本

語になります。英語の場合には、主格になるものを最初に、次にその受けになっているものを

もってくるというふうにすると英語らしくなります。このように日本語でも英語でも格の考え

方があてはまるのは好都合です。ヨーロッパの言語では、もっと有効なパーサがありますから、

こういった意識はあまりはっきりしていません。日本語のかかりと受けを矢印でつなぐとする

「僕は本をたくさん持っている人が好きだJなどのように文が中に入っていても同様に考と、

えることができます。それから矢印は交差しません。これが交差すると文として人が理解しに

くくなるからです。日本語はきれいな構造をしていると、改めて認識を深くするわけです。
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ところで皆さんがパソコンでプログラムを作って翻訳をやらせると、分析の各段階であいま

いさが出てくると思います。例えば plantのように品詞は一つだけれども訳がいく通りかあ

り、前後関係でそのどれであるかが分かると思われるかもしれませんが、 pinapple-slicing 

plantと言われると植物のようでもあり、工場のようでもあるわけです。また、一つの単語で

品詞がたくさんある場合、たとえば先程の fTimef1ies...Jとか fTheyare flying planes.J 

の ff1yJがその例ですが、後者の文は、彼らは飛んでいる飛行機なのか、飛行機を飛ばせっ

つあるのかといったあいまいさがあります。英語の場合、名詞はたいてい動調にすることがで
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日本語において、前述のかかり受けは単純には決まりません。文の形からいうと「旅行して

きた人の話」と「すさんだ人の心」は「・・・した~の-Jと形は同じですが、前者の場合

「旅行してきた」は「人」にかかるのであって「話」にかかるのではなく、後者の「すさんだ」

は「人」でなく「心」にかかります。形は同じでもかかり方は全く異なるこのようなものは意

味的に判断せざるを得ません。 f青い自の大きい人Jとなると、意味的にどちらのとり方でも

とれます。普通は「青い目で、その目が大きい人」ととりますが、 「青い自の体の大きい人」

とも f(顔などが)青い、自の大きい人」ともとオ1、選択に困ります。また「彼は外国人で日本

語の話せる人を探しています。」などもあいまいですが、これはコンマを「彼は、外国人で日

本語の話せる人を探しています。 Jf彼は外国人で、日本語の話せる人を探しています。」の

ように入れれば片付きます。このようなたぐいのものは新聞などによく出てきます。

英語の本質的な難点は、前置調旬の役割で、前の名調を修飾するのか、動調を修飾するのか

という問題がいつでもつきまといます。 frshot the man with a gunJは「私は銃でその人

を撃った。」でも「銃を持った人を撃った。 Jと訳しでも文法的には正しいわけです。さらに

長い文脈の例としては「若いとき、私たちの習い覚えたことは忘れない。」では、 「覚える」

と「忘れない」の2つの述語がありますが、かかり方は「若いときに覚えたこと」であって

「若いときに忘れないJではありません。しかし「緊急のとき、彼の言うことは役に立たない」

では、これにも「言う」と「役に立たない」の2つの動詞がありますが、 「緊急のときに、役

に立たない」であって、 「緊急のときに、言う」ではありません。このように構造的には全く

同じでもかかり方が違うというようなことから、どうしても意味的な判断に頼らざるを得ませ

ん。

また特に問題なのは、英語の場合も日本語の場合も、接続調がとされとどれを接続するのかが

よくわからないという場合です。英文を読んでいて、 fandJなどが出てくると、どれとどれ

を結んでいるのかが分からないことがよくあります。 fA and B f or C Jにおいても f(A) 

と (Cに対するB)Jなのか、 fCに対する (AとB)Jなのかが分かりません。この訳文で

さえ( )をつけないと分かりません。 fandJも「と」や「および」など、いろいろな表現

を使用して混乱を避け、意味で判断することも必要になります。次に意味的なあいまいさの例

として、 「僕はうなぎだ」というのは、 fr amJなのかrrwi 11 takeJなのか分かりません。

それからアメリカの子どものマンガに fhorsedoctorJの説明の絵があって「馬が立ち上がり

メガネをかけて、カバンを下げて歩いている姿」を示して、これは正しいかをきいている文が

ありましたが、もちろん習慣的には「獣医」のことを意味します。このような表現は教わらな

いかぎり分かりません。他の例として frflew to N. Y. Jを翻訳すると、文としては「私はニ

ューヨークへ飛んだ」となりますが、機械はどう理解したか絵をかかせたら面白いと思います。

その他、意味があいまいなまま使われている例がよくあります。例えば講義の名前に「電気計
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測」というのがありますが、これは「電気で測る」のか「電気を測る」のかわからないわけで

す。講義をしておられる先生が「どっちでもいい」とおっしゃることもあります。

このようなあいまいさの問題を解決することが、 MTでは大きな主眼になっているわけですけ

れども、 「いったい、意味をどのように機械の中にいれるか」ということが問題です。私共の

頭の中はどうなっているのか分かりませんが、何らかの現象を知っていて、それに言葉が結び

ついています。つまり言葉は適用すべき事象を持っていて、それを頭の中で抽象化しているわ

けです。私共は Osgoodらが言うように、言葉の意味というのは言葉が持っている概念だと一

応規定しています。榔念の表象が言語であるということになります。それから、外界事象が頭

の中に入って特徴を抽出し、何か像を持っているとき、その概念が外にあらわれるのが心像

(イメージ)です。つまり現実に物がなくても「机Jと言われると、それを思い浮かべること

ができます。

概念
Concept 

特徴抽出
feature extraction 

意味
meanJsg 

L i n g u i s t i c ←一一一一一'
Express onl 適用
言語表現

6
L
 

I
n
.
 

2
u
ρ
し
W

n
v
象

r
E事

e

界

t

外

x
 
E
 

(図10 ) 

この概念の構造を表現するモデルはいろいろありますが、大別して内包的、外延的という 2つ

の規定のしかたがあります。外延的なとらえ方というのは、場合に応じてその中の1つの意味

が出てくるようなものの全体としてとらえるとらえ方です。内包的なとらえ方は、成分を抽出

し、概念がどんな成分から組み立てられているかというとらえ方です。 r出る」という動調を
例にとり、 「出る」乙はどういった成分からできているかということを考えると、まず「何か

が」という主体が、そして「どこから」という場所が必要です。文、 「出る」という以上は、

その主体が前に内部のあるような所にいて、それが外へ移動してくるという変化が必要です。

だからもちろん時間経過が必要で、以上のような要素に分解して考えることができます。そう

すると、例えば画面を見て「今、何が起こっているか言葉で言いなさい」と言われた時に、そ

の画面の中からそういう要素を拾い出すことができれば「出る」という言葉を使っていいとい
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うことになるわけです。このようにして文の中心になっている動調をいろいろ分類することが

できます。動詞が決まるとその動調が文章のパターンを決めるという特色があります。日本語

は非常に文のパターンが複雑だというふうに思われていましたが、動調を決めるとパターンが

決まるという不思議なことがあります。それでは動詞が全部でいくつあるかというと、普通に

使われる日本語の動詞は、サ変動調を除いて基本的なのは約5000語位あり、 50 0 0位の

動調についてそれぞれのパターン、意味構造などを全部記述しておけばよいことになります。

今のコンピュータの技術なら、そう難しいことではないでしょう。図11は大分大学の岡田教

授が実験された例ですが、 t= toは時聞の前、 t= t1は時間の後で、まず個々の要素図形を

認識し、時間変化で動いたものを主語にして表現するという前提で図形を文で表現します。そ

うすると「正方形が正三角形からはみ出る」という文章が出てきます。各動調の意味構造を十

分把揮しておけば、だいたい人聞の言葉に近いものが出てくるということになります。

t=to t=t， 

(a) 入力図形

1) SEIIIOKEI 'GA SEISANKAKKEI KARA HAMIOERU. 

(b) 記述文

(図11 )変化する図形の記述
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この例は、画像の理解ということにもなりますが、言語にしろ画像にしろ意味の理解は共通性

をもっていることがお分かりいただけると思います。

次に意味から文脈の問題に移りますが、これには理解構造の研究というのが役に立ってきま

す。意味理解のモテ・ルには Schankとか Montagueのモデルなどがあり、私共は今イメージモ

デルというのを考えています。 Schankはいろんな動詞についてその成分的なもの、いわゆる

内包的な意味を細かく記述してはいますが、記述に用いる言葉自身を他のもので記述するとい

うことになり、どれが本質的なものかはっきりしないといった点があったので、これ以上は細

かくできないという原始髄念をまず考えています。言葉は何か表現するとイメージが淳かびま

す。その中で一番簡単なものを基本とするわけです。

原子軌跡 (S)

〈 〈

Ot; 

Ot;αt) 1-四ー ¥ 
υ 

(a) T (b) 

表現

S 会(x，y，αt j ，αt
j
，l.4) 

但しh¥= (A， P" P2 ) ， t i < t i 

.t4属性空間

A 属性

結合子 同時的連言(円)

継時的連言(・)

P，第l種パラメータ
P2 第 2種パラメータ

連言(^ ) . 選言(v ) 

T 

(図12 )属性空間IAにおける原子軌跡と形式的表現
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図12はその基本的なもので、横軸は時間軸または空間軸です。 Xの作用でYが時間的に変

わらない、また時間的に動いたということを表わしていて、こういう要素を原子概念としてこ

れを組合わせるといろんな単語のイメージを記述できます。例えば図13の (a)は Carry

「運ぶ」のイメージです。

A6 Ae 

p 

T T 
t2 

(a) c a r r y (b) hand/rece ve 

Ag 
Abl q--ー寸

qトーーーーーーーョ

Pト--7/' p~↓ィ7
T T 

t2 
(c) s t 0 p 

Ag 
rr-四ーーーーーーーーー一ー-，

O 

q 

Pトーー，
p 

T T 
t2 t3 

(e) d 0 t (f) r a d a t e 

図13 )属性空間における原子軌跡
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(a)ではXが時間的に動いている時、 Xが作用してそれによって同時にYが付随して動いて

いるので、 XがYを持ち運んでいることを表わします。 stopというのはある時間変化してい

たのが変化しなくなること、 meetというのは2つのものが近づくといった表現がでます。つ

まり基本的なものを論理的(同時的、継続的)に組合わせて動調などの意味を作ろうとしたも

のです。各単語についてこのような意味構造を作っておいて、文章を分析したあとその意味構

造になおした言葉の意味を理解したというふうにとらえているわけです。しかし機械の中では、

どういうふうに理解したか分かりませんから、外に出して確かめなければなりません。その方

法として、機輔自身に「何か分かったことを組合わせて言葉で出しなさい」という言い方もあ

るし、こちらから質問をして的確に応えるかどうかを確かめるということもできます。

結果の一例をご紹介します。 fTomgoes with a big black bag.Jの英文を機械に理解させ、

どのようなことが分かったかを一番簡単な事から出力させると「トムがいます。 Jfカバンが

あります。 Jfトムが行きます。 Jfトムはカバンをもっています。」とだんだん複雑になり、

このような組合わせをして出力していきます。そして元の文章になかった単語でも同じ意味構

造を持つ単語があるならば、推論という形でそめ単語を出力していきます。このように理解さ

せた事を出力していくことは、言葉を理解する教育にも役に立つのではないでしょうか。

次に機峨に質問して、理解したかどうかを確かめる方法があります。簡単な例として文脈を

理解するシステムに「トムは氷を溶かす。」と「それから彼はそれを飲む。 Jの2つの文章を

入れたとします。すると機繊は2番目の文章に「彼」というのがあるので「彼」とは誰か、前

の文脈の意味構造を探し、それより「彼Jも「トム」も男であって人間であることから、 「ト

ム」というのを探してきます。次に、 「それ」に対しては、前の文章から探してくるのは「氷」

であり「氷を飲む」とします。しかし「飲む」対象は液体であることを知っているので矛盾し

ます。そこで fMELT(溶かす)Jの意味を探すと同時に知識を探し「氷は溶けると水になる」

ということを見つけます。このような知識から fitjはこの「溶けた水」であるということを

機械が判断します。 f誰が飲みますか?Jの問いには「トムが飲む」、 「彼は何を飲みますか

?Jには「水」という答が出てきます。さらに「晴乳動物はいますか?Jという質問をすると、

元の文章に関係なしに「人聞は晴乳動物である」という知識からrYESJという答が出てきま

す。以上の事から文脈や知識の片鱗が必要となることが分かりますが、このような一般的な知

識を入れておくとすると大変な量になってくると思われます。
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談話理解において必要な知識

1.普遍的知識
自然界の法則、入閣の感覚、知覚し得る知識など

2.常識的知識
因果関係、内界、感覚、情緒、よくあることなど

3.談話の流れ、対話環境に関する知識
話のすじ書、視点など

4.言語表現上の知識
Griceの原則に基づくものなど

(図14 

そこで「談話理解Jという一般の話の流れにおいてどのような知識が必要となるのかを考え

てみます。まず文章を理解するのに必要な知識を大まかに、図14に示します。第1に「普遍

的知識」で「自然界の法則、人間の感覚・知覚し得る知識Jなどの物理的法則で「この空間に

は空気がある」という事が知識として無いと「息を吸う」ことは解釈できません。また「氷が

溶けると水になる」という事ももちろん必要です。第2に「常識的知識」で「因果関係、内界、

感覚、情緒」など、例えば三角関係になったときに人がどのような感情を持つかなどの常識的

な知識を入れておく必要があります。第3に「談話の流れ、対話環境に関する知識」で談話の

流れを記録しておく必要があり、これは前述の Schankの「スクリプト」というたぐいのもの

です。私達がテレビのドラマを理解できるのは、この談話の流れに溶けこむことができるから

であり、これがあると、馬がはしで御飯を食べてもおかしくないことになります。そして第4

の「言語表現上の知識」はもちろんのことです。言語処理の立場で一体どの程度の意味が必要

かと言うことは分かりませんが、一応 J.J. Katzあたりは、 「言語をあいまいなく明確に識別

できればよろしい。」と言っています。例えば数学の問題でも、答を解いてしまってから、こ

れは正しい問題だというような判断をするところまでいかなくてもよいわけです。大まかに言

うと、意味的におかしいことを検出できる、意味的にあいまいなことに対し何らかの解決がで

きる、そして意味的に同じであることを判断できる範囲内の意味を使えばよいと言っているの

ですが、それが難しいわけです。

ところで前に、知識の必要性を述べましたが、一体どんな知識が必要になるかということを

知るために、逆に人聞が言葉を発する時にどんな情報を捨てているかということを調べるとい

う考え方があります。言葉というのは、すべての情報を含んでいるわけではありません。もち

ろん、言葉以外にも話者がどういう状況にあるかという情報が受け手側にまず必要です。次に、

話者がどんな情報を捨てたかを知ることです。ところで発話の原則(Grice )によると普通、

人聞が人に分からせようと思って話をする時は、無意識に図15のようなことを行っていると
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されています。

言語処理の立場での意味処理の範囲 (J.J. Katz) 
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Gr ceの原則

(通話器容量最大)
1)必要とされる情報をできるだけ多く提供せよ。
(冗長を省く。わかりきったことを言わぬ。)

質2)真実のみを語れ、証拠のないことを宣うべからず。

関係

様式

3)直接関連のあることのみ言え。

(簡潔、明確)4)みだれなく言え。

図15 

「必要とされる情報をできるだけ多く提供せよ。」というのは無駄を省いて分かりきっ

たことは言わないということです。これは量の問題で、次に質の問題として「真実のみを語れ、

まず、

証拠のないことを言うべからず」があります。これは相手に分からせようと思ったら自然にそ

うなります。そして3番目に「直接関連のあることのみを言え。」というのは、無関係なこと

を言うと話が混乱するということです。それから「みだれなく言え。」ということは、話の流

れを順序よく明確に述べることです。このように分かりきっていることを言わないとか、冗長

を省くといったことは情報理論の伝送速度最大の原理と一致します。

最後に最近10年のMTの状況をながめてみると、機械翻訳に対する国際的・社会的要請が

非常に高まっています。それから処理機械の進歩、言語処理に適した論理型言語、関数型言語

の登場、知識工学の進歩、研究者の増加、日本語処理の進展などがみられます。自然言語処理

の発展のために今後の問題として特に必要なことは専門用語辞典の拡充、一般的にいえば言語

に関するデータペース、あるいはデータパンクを豊富にすることでしょう。また日本語解析を

もっと精密化していくこと、意味や文脈の処理方法の研究の推進、言語のための強力な解析ソ

フトウェアを作ること、 OCRなどの開発、処理言語を効率よく処理できるようなハードウェ

アの開発などが必要です。また手法については、形態素処理のような共通的なものは、標準化
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を考えてもいいのではないか、また今はばらばらに行っている開発研究の協力体制を作るとい

ったことが必要になるのではないかと思われます。

現状の展望

i:盤整麟主主雲際的社会的要請の高まり
3.ソフトウェアの進歩i 知識工学の進展
.研究者の増加
6.日本語処理の進歩

今後の展開の必要性

1.専門用語辞書の充実

i:議難路精密化
4.強力な解析ソフトウェア
5.入出力
6.能率のよいハードウェア

開発促進のために

土器差益自視尽分野の協力
国家的体制
国際協力

(図16 

最後にもう一言、機織翻訳の工学的目標はいったい何なのか、機械翻訳と人工知能との関係

はどうなっているかなどといったことについて触れておきたいと思います。機械翻訳を行うに

は膨大な意味や知識が必要と思われますが、実際にある程度完成しているシステムをみると、

意味処理にそう深くは入っていません。エキスパートシステムになると、知識は非常に豊富に

なるので、いわゆる百科辞典的な知識的な人聞というか、そういった専門家としての対応はで

きるでしょうが、いわゆる人間らしい翻訳というのがそれでできるかというと疑問です。さら

にまた、先程言ったような fTimeflies like an arrowJというのは「光陰、矢の如し」とだ

け訳してくれれば人間らしい翻訳をしたことになりますが、機械はそれでいいのかという疑問

も起こります。目的によってはそれではいけないかもしれません。そういう問題に対しては私

共の研究者のうちでも頭の混乱が相当あります。エキスパートシステムができれば機櫨翻訳が

できるんだと思っている人が非常に多いのですが、問題は少し違っています。人工知能そのも

のは推論や知識など、そういうものの制御を行うわけですから、何も言葉で言わなくてもいい

わけなのですが、言語の場合はむしろコミュニケーションなのです。コミュニケーションとし

ての情報を間違いなく伝えることができるように、それに必要な知識だけを利用すればいいと

いうことになると思います。機械翻訳の場合と人工知能の場合の目標の違いを大まかにコミュ

ニケーションと処理との立場の違いとして考えることもできるでしょう。そして機械翻訳は話
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者の立場を理解して翻訳しなければなりません。話者が巨人ファンの場合でも野球解説者の場

合でも、それぞれの立場に立たなければなりません。そういった意味で翻訳は非常に離しいわ

けです。以上非常に雑多なことをお話ししましたが、私の話をこれで終わらせて頂きたいと思

います。

(昭和60年11月15日講演)
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機械翻訳とMuプロジェクト

坂本義行(電子技術総合研究所)

現在、科学技術庁で行われています機誠翻訳プロジェクト (Muプロジェクト)における機

誠翻訳システムについて御説明します。

機械翻訳は大きく分けると図1のような形で行われており、このような形が最も一般的な方

式ではないかと思われます。翻訳にはいくつかのレペルがあり、まず形態素解析というのがあ

ります。これは、たとえば日本語の場合は単語に区切る必要がありますので、単語に区切る操

作を行います。単語から単語へ翻訳する単純な作業による翻訳は、われわれの研究所でも20 

年程前に行っていたことがあります。このような日本語の単語に区切ったものに対して、英語

の単語に単に置き換えていくといったような語レベルの翻訳があります。それから、最近構文

解析という言葉をお聞きになると思いますが、たとえば主語と動調と目的語でできているよう

な文を解析して、文のレペルで翻訳を行っておいて、今度はその文を組み合わせて生成してい

くという構文レペルの翻訳があります。さらに意味をも解析して翻訳を進める意味解析と、一

つ一つの文だけではなくて人閣の場合にスト一手ーというものがあるように、そのストーリー

をも理解しないと本当の意味の翻訳はできないので、そういう文脈レベルの解析があります。

語レベルの翻訳

構文レベルの翻訳

図. 1 自動翻訳システムのレベル
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それから一般に、ピボットと呼ばれている中間言語があります。これはある雷語で書かれた

文章を一般的な構造まで解析して、あらゆる世界の言語に対して一つの言語体系で置き換える

ことができるといったレベルです。これが究極のもので、完成すれば全ての言語に適用できる

ので、いきなり日本語に翻訳されて出てくるというようなことができるわけですが、今のとこ

ろは完成されていません。現在のところは構文解析のレベルから意味の解析のレペ)V"¥若干入

り込んだというようなレベルです。われわれの所で行っているのも、大体そのレペルの開発を

進めていると考えていただいてよいと思います。

分析 変換

、 f、，、，、r
v 
中間言語

図. 2 トランスファ一方式による翻訳

生成

図2及び図3は、各レベルでどういうことを行っているかを表わしていますが、形態素解析

は品調や派生、活用あるいは慣用句を取り扱います。それから構文解析のところでは、その品

調の並びを見て、主語、述語の解析を行います。格支配は、一般に目的格とか所有格とかを、

もっと複雑な形の格に分解して解析することです。それに対して語量の変換は、日本語のある

単語に対して、英語で何という単語に対応するかという置き換えを行うことで、そのためには

当然、辞書、対訳語といった辞書が必要です。それから構文変換になりますと 「私は少年で

ある」 というのに対して 円 ama boyJ というように動調が前に来なければならないと

いう英語の構造があります。そういう構造の置き換えを行わなければいけないわけです。この
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ようなことを構文変換といいます。今度は英語の世界で逆に構文を英語のきれいな構文に直し

て、さらに、英語の中でたとえばedを付けたり ingをつけたり、複数形の場合はsをつけたり、

あるいはfootの時はfeetと置き換えたりする形態素合成を行います。そして目的となる英語が

生成されるということになります。この方式をトランスファ一方式といっています。

標I¥T'化

表!坂、引Jl]、 IIIJ1

住、文字タイプ

問、表

形態素解析辞容

品洞、派生、

稲川、 1即日句…

仁l菩::'1
urlilUJ 

総支配・ 1

対訪日5 木一木

間. 3 トランスフ 7一方式の構成図

レイアウト

11;姻

ぺ一、/

開表

形態素合成昨轡

『志望，E

?~;JIl 

現在、なぜ国のプロジェクトとして機械翻訳が行われているかといいますと、 「科学技術は
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ますます高度なものとなり、その知識、質、量共に加速度的に増大している。研究者がより創

造的かつ効率的な研究活動を行うためには、広範な分野にわたる膨大な量の最新の科学技術情

報を随時利用することが不可欠になっている」 これは皆さんが一番よく御存知だと思います。

その中で2番目として 「わが国において、科学技術文献サービス、日本科学技術情報センタ

一、通商産業省工業技術院情報計算センター、農林水産省農林水産研究情報センター、大学と

いった機関では、近年科学技術の高度化、研究活動の活発化により取り扱う文献の数が極めて

膨大なものとなる。そして外国語で書かれた文献が、その中で70%を占める様な比率になっ

ている」 というわけです。学生の皆さんも外国文献を直接読まなければならないことが非常

に多くなっていると思いますが、おそらく日本の研究者が読んでいる文献の半分以上は外国の

文献だと思います。特に英語で警かれた文章は非常に多いということです。

「従来、科学技術文献は国内で利用するため、翻訳の需要が非常に強く、多くの文献が翻訳

され利用されている。またこれらの文献は、データペース化する際には専門の翻訳技術者によ

りアブストラクション等の翻訳が行われている。しかしその量の増大により、こうした作業の

機織化省力化が求められている」 ということが一つです。それから 「一方、わが国の産業

活動、科学技術活動がますます高度化し国際化するに伴ない、わが国の科学技術情報は、ます

ます国際的に利用されつつあり、科学技術情報活動の国際化が必須の問題となってきているJ

ということがあります。さらに 「近年わが国の高度な科学技術水準に注目した欧米先進国や、

わが国が研究協力・技術協力などで重要な役割を演じている発展途上国などから、わが国の科

学技術文献の提供が強く要請されているが、言語が障害となって充分これに対応できない状況

にあり、対応策が求められているJ すなわち、日本語は非常に特異な言語で、特に欧米では

日本語を理解する人は非常に少なく、日本語の文献は最近彼等を手こずらせています。彼等が

それを理解することは非常に困難であるがゆえに英語になった文献が欲しいという要請があり

ます。

「こうした問題を解決するため、近年進歩の著しい情報技術を活用した日英科学技術文献の

速報システムの実現が望まれる」という理由から、科学技術文献アブストラクトの翻訳を支援

することがねらいです。われわれのプロジェクトの研究項目は、最終的には日英科学技術文献

の速報システムの実現ですが、英語は非常にあいまいな表層の構造を持っているために、機械

で翻訳することは容易ではありません。日英翻訳をとりあげたのは、需要の面からです。

次に科学技術文献の翻訳について御説明します。当然、川端康成の小説なども翻訳してみた

いという希望はありますが、小説ということになれば御存知のように、その意味の多義性とい

うか、深いニュアンスまでも訳出しなければなりません。これは今の段階では非常に困難な部

分を含んでいるということから科学技術文献に限定しました。それから速報システムですが、

文献の内容を簡単に理解するには、まずアブストラクトを見ます。また、これを出来るだけ早

F
h
u
 

q
J
 



く読みたいという要望がありますので、その速報を翻訳することが非常に大切と考えて、 Mu

プロジ‘ェクトで日英の科学技術文献の速報に対する翻訳システムを作ろうということから、わ

れわれの研究がスタートしました。

この翻訳システムは、京都大学の長尾先生の機械翻訳方式をペースにして、汎用的な翻訳シ

ステムというものを構築しようと考えています。このシステムの特徴は、まず第一に、翻訳の

メカニズムの基本操作として、 TreeのリストからTreeのリストへのパターン変換の機能をとり

ます。これは将来現われてくると思われる相当複雑な言語理論にも対処できる能力を持たせて

おります。 Treeは木構造と呼ばれており、要するにlつのセンテンスを木の構造に解析するわ

けです。その木の構造を別の言語の木の構造に置き換えます。例えば日本語と英語の木の構造

ですが、先程の n am a boyJ でも、その構造はいつも変わっています。そういう構造を
木の形で与える。そうすると日本語の木から英語の木へ置き換えます。そういうパターンから

パターンへの置き換えだけで処理するようなシステムを作っておきます。そうすれば、たとえ

ば日本語からフランス語、あるいは英語からフランス語といろいろな言語に対しても、パター

ンからパターンに変換して翻訳を行えば非常にスムーズに行くし、汎用的なシステムとして作

りあげられるだろうということから、 Treeの変換方式をとろうということになりました。次に

言語情報を記述するためのわかりやすい記述システムをつくります。これは計算機のことを知

らせたい人達、特に言語学者に文法辞書等の作成をしてもらえることになります。しかし機械

翻訳というのは、もちろんコンピュータを知らないと開発はできないわけですが、実際には辞

書を作ったり文法を作ったりする時に、言語学者あるいは心理学者、哲学者といったような計

算機を知らない人達の援助も欲しいので、そういう人達も使えるような翻訳システムにしてお

きたいわけです。それからプログラミング言語として文字列を置ぎ換えるのに非常に便利な

LISPを採用しました。 4番目は先程申し上げたようにトランスファ一方式であるということで

す。 5番目に、解析は格文法を中心として意味の取り扱いを重視します。日本語を取り扱う時

には、意味を中心とした格文法の考え方が、現時点で最もよいという理由からです。格文法と

いうのは簡単にいうとテニヲハです。何々が、何々を、何々に、どうどうした、というような

言い方です。英語は順序が固定しているので構造の文法で解析すると便利ですが、格の組み合

わせでセンテンスが成り立つ日本語の文法解析には格文法が一番適していると言われています。

6番目に辞書情報を中心に処理を行います。これは多くの特殊な言語現象も取り扱えるように

するために重要な概念です。いわゆる言葉を扱うわけで、その知識ペースになる部分というの

は言葉に対する辞書ですから、最近特にその重要性が認識されてきています。辞書を置き換え

ればさまざまな言語の翻訳もできるし、さまざまな形の文章をも翻訳することができます。そ

れは全く独立し、切り離された辞書をつなぐことによって使用できるので、切り離して作って

いるわけです。
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以上がMuプロジェクトで使うトランスファ一方式の特長です。簡単な処理手順を図4に示

しましたが、これは図3を逆向きに表わしただけで、形態素解析、構文解析、それから構文変

換、構文合成、形態素合成という一回りになります。中心にあるのがこれを翻訳するための核

となるソフトウェアです。逆にこの外側にいろいろな文法や辞書をぶら下げています。電気、

計算機、化学などの各分野の翻訳をする場合は、当然使用される単語も異なるので、それに対

応するための専門用語データペースを構築することになります。

A われわれは針算憾で文章を翻訳した.

B 

京都大学

C 

D 

E 

F We translated texts by c岨 puter

1Ii総研

J 1 C ST 

RIPS 

図. 4 文献翻訳システム概念図

図4の右上にあるのが一つの例ですが、 「われわれは計算機で文章を翻訳した」という文章の

場合は、形態素解析で図のように単語に分割できます。この単語に対して品調が与えられてい

ますが「われわれ」は名調で、 「は」は助調であり、 「計算機で」は名詞と助調です。 r文章
を」は名調と助調であり、 「翻訳した」は動詞である。ここで、この「は」、 「で」、 「をJ

が格構造に変わり、主格、遺格、目的格、道具格に置き換えられて、順序も置き換えられてい

ます。そして rWetranslate text by comuputer.Jという英語に変換しているわけです。も
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ちろん、もっと複雑な文章の場合には、構文合成というところで複雑な処理が行われます。最

後に形態素処理が行われると「翻訳した」という過去形になっていますから、 translatedとed

がつけられています。また、 rtextJは一つのtextでなくて「文章を」だから、 sつける処理

を行います。これが非常に簡単にいって翻訳のメカニズムというわけです。そしてその過程に

さまざまな問題がたくさんあるわけです。

たとえば辞書をつくる時、同じ言葉でもいくつかの意味をもっているので、細かい記述を必

要とします。そのために文法としては格文法をとることにし、表-1に示す33個の格を採用

していますので、 1つの動詞の辞書をつくるのにも非常に時聞を要します。

日本語名 英語名 用 例

( 1 ) 主体 SUBject が

(2 ) 対象 OBJect を
(3 ) 受け手 RECipient -IC与える

(4 ) 与え手 ORIgin から受ける，毒う

(5 ) 相手 PARtner と協議する，異なるに関連する

( 6) 相手2 OPPonent から保護する，独立する

(7 )時 TIMe 1980年IC

(8 ) 時・始点 Time-FRom 5月から

(9 ) 時・終点 Time-TO 来年まで

(10) 時間 DURation 5分間加熱する

(11) 場所 SPAce -1ζ位置するで発生する

(12) 場所・始点 Space-FRom から帰る

(13) 場所・終点 Space-TO へ送る. -IC到達する

(14) 場所・経過 Space-THrol1gh を通る，上空を飛ぶ

(15) 始状態 SOUrce 1 5.5%から 6%へ引き上げる
(16) 終状態 GOAl 英語から日本語に翻訳する

(17) 属性 ATTribl1te 適応性lζ富む，欠ける，乏しい

(18) 原因・理由 CAUse 事故で死ぬから分かる

(19) 手段・道具 TOOl イオン法で， ドリルで

(20) 材料 MATerial ペーストで作る

(21) 構成要素 COMponent から成るで構成する

(22) 方式 MANner 並列lζ.10 m/secで

(23) 条件 CONdition 焦点深度で決まる

(24) 目的 PURpose に適する，備える，必要な

(25) 役割 ROLe 議長に選ぶとして用いる

(26) 内容規定 COnTent と呼ぶ，述べる，みなす

(27) 範間規定 RANge について. -IC関して

(28) 提題 TOPic はとは

(29) 観点 VIEwpoint 立場からの点で

(30) 比較 COmpaRison より大きいに劣るを上回る

(31) 随伴 ACOmpany とともに. -IC伴って

(32) 度合 DEGree 596増加する. 3キロやせる
(33) 陳述 PREdicative である

注)英語名中，大文字の部分 (3字)を略称とする.

表-1. 日本語格ラベル一覧表
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また言語学者といいますか、言語の専門家も必要になります。それから言葉の表現は一様では

なくて、いろいろ言い方ができますから、辞書を作っていく時に何らかのマニ品アルが必要に

なります。さらに普通の文章の中には能動的な文章のほかに、受身で密かれた文章があります。

そのような文章を等価な能動の態に置き換えることを行わないと、実際に辞書をつくる時の情

報が得られません。 1つの動調にもいくつかの意味がありますから、いろいろな名調に対して

分類したコードを与えておいて、動調との組み合わせを辞書の中にきちっと記述しなければな

りませんので、動調の辞書は非常に多くのことが記述されることになります。われわれのとこ

ろでは現在、約3000語の動調の辞書を作っていますが、動詞の辞書をいかにきちっと作る

かということが、翻訳の質を本質的に決めることになります。次に、実際に翻訳の過程でどう

いうことを行っているかということですが、最初単語に切って形態素解析を行い、次に構文解

析に入ります。 1つの文に対して、たくさんの解析が行われるわけですが、その中でどれが妥

当であるかというのは非常に難しい判断があるわけです。今のところ、それが本当の意味で妥

当であるかどうかは別にして、一番妥当だと思われる解を1つだけ出しています。それから、

単語個別の規則をその単語の辞書規則として登録しておくことができるため、全体の文法系を

大きく変更することなく、個別的な現象に対処することができます。だから単語単語に辞書規

則を書けるように、言語的な情報のほかに文法的な記録も書き込めるようになっています。そ

のことによって、部分的な置き換えだけで使うことができる特徴をもっています。今実際に翻

訳の対象としているのは抄録文であり、実際にはJICST発行の科学技術文献抄録について

開発を行っています。文法は現在20 0 0以上もありますけれども、それをただ並列に並べて

いるのではなく、まとめたものを使っています。それでその置き換えによって他のテキストに

対しては、サプグラマーを用いるといったことも図られています。変換過程についても、日本

語といった特有なものから英語へと置き換えるのは非常に変わっているわけですから，難しい

問題がたくさんあります。

変換が行われたら英語の世界に入りますが、今度は英語の世界での独特の部分があります。

例えば1t. . . that構文や、名調が2つ並ぶとき片一方を省略するとか、 sのつけ方等や、冠詞

とか英語特有のものがあるわけです。

現在のところは、やっと日本語から英語に変換するといいますか、翻訳する過程が開発終了

しつつある状態です。同時に英日の翻訳の開発も進めています。日本語から英語へ変換するた

めには、日本語の辞書、日本語から英語へ移す辞書、英語の辞書を作っているわけですけれど

も、英自の時には英語の辞書、英臼の辞書、日本語の辞書が必要になります。現在のところ日

本語や英語の辞書はどちらの方向にも使えるように設計をすすめていますが、変換用の辞書は

逆方向にそのまま使用するわけにはいかないので、日英と英日のものは、別のものを使用する

形でシステムが作られています。今までの話は、いわゆる翻訳の核の部分です。このMuシス
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テムは61年の3月まで開発が進められ、その段階で一応、計算センターに導入して、研究者

に自分の論文などを翻訳させるのに使ってもらおうという試みがありますので、使いやすいも

のにしておかなければなりません。

総合システムの簡単な思想だけお話ししておきますと、 2種類の翻訳のやり方に使いたいと

いうことです。 1つは多量文章の一括翻訳、計算機を使われる方は御存知だと思いますが、パ

ッチ処理と同じで翻訳したい文章の磁気テープを作り、それを渡すと翻訳をきちんとやり、そ

の磁気テープを返してくれるといったような形のものです。もう 1つは論文作成翻訳で、研究

者が自分の端末で日本語を入れるとそのセンテンスの翻訳文がすぐに出てきて、それを自分が

気に入らなければその場で直し、編集することができるものです。原文と訳文の同一編集とい

うのは1つの画面の上に原文を入れると、その訳文が画面の下半分に出てきて、その段階で出

力の訳文が自分の求めるものでなかったりすると、部分的に修正することができます。あるい

は、日本語が原因で英語がまずいときには、日本語の方をもう少しきれいにするといった編集

もできるようにしておきます。そのような編集をするためには日本語用、英語用のエディター

が必要になります。それから、現在計算センター等ではどこでもありますが、いろいろな文献

をサービス形態として見ることができます。抄録などを検索しますと自分の欲しいものに関す

る文献が現われますが，それが英語の場合、日本語で見たいと思うことがあります。そこで、

文献検索システムと結合して翻訳をすると、英語の文献が日本語になって出てくるような使い

方もできるようにしておきたいところです。また、辞書の方がまちがっていたときの辞書の編

集とその管理、化学あるいは土木といったような種類の文章に合わせた辞書の選択もできるよ

うにしておきたいところです。得られた翻訳テキストはどういう形で使われるのかわかりませ

ん。プリントアウトしたものが欲しいのか、翻訳結果が良くなくて、翻訳者にヱディッティン

グしてもらいたいから磁気テープの形で出したいといったこともあります。だんだん翻訳が多

くできてくると管理を必要としますから、管理機能を持っていなければなりません。実際には

こういったことを考えてサービスをしようという話になっています。

以上のように、京都大学などと協力してMuプロジェクトという 1つの翻訳システムの開発

を行っています。今は日英だけですから英日も行わないといけませんし、問題はたくさんあり

ます。たとえばテキストは、電気工学の分野の中のJICSTで作っている抄録ですからテキ

ストが変わったらどうか、また他の言語への拡張能力を持っているのか、翻訳したものが本当

に正しい英文なのかどうかというようなことです。

今まで機械翻訳そのものは何十年間カ呼Tわれてきているわけですけれども、一番困っている

のは翻訳された結果の質の評価が非常に難しく、誰も定量的に評価できないので、基準をきち

っと定められないということです。そこで今度は逆に、翻訳する過程において、どこでどうい

う間違いをおかしたかということがきちっと整理されれば、それが翻訳の評価にもつながるだ

一 40



ろうと考えています。人聞が翻訳する時には専門の人が翻訳するわけで、その人のキャリアで

行ってしまうわけですが、キャリアとは何だということです。日本語をどれくらい理解できて、

英語にどれくらいきちっと置き直して、さらにその置き直された英語をきちっといわゆる

native speakerが理解できるような英語に置き直す・・・とそういう過程があるわけです。そ

ういう過程を、逆に、きちっとしてやれば、その質の評価も自づからできるようになってくる

だろうという問題があるわけです。ですから、そういう意味では1つの試みを行ったわけで、

最初に申し上げたように、機械翻訳がものすごく進んだという話では決してありません。

要するにごく一部がとりかかり、そして計算機の上で、一般の人が翻訳というものを使うこ

とができるレベルに達してきたということであって、翻訳者がいらなくなるという話では全然

ない、ということを理解していただければいいのではないかと思います。

(昭和59年12月6日構漬)
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郷浩村野

海外における機械翻訳の研究

NTT基礎研究所

今日は海外における機械翻訳の研究、外国で行われています機横翻訳に関する活動の甑要を

お話し、具体的な話の前に、機誠翻訳のプロセスの要点、海外の動向、現在私共が行っている

研究の説明をしたいと思います。

訳

文

l訳

i文

修

機械翻訳の処理の流れ

原

文

原

文

出

カi正

(資料1)

修

正

一

入

カ

機械翻訳というのは、決して計算機の処理だけでなく、原文を機誠に入れるプロセス、翻訳

し終わったものをプリントするというプロセスも含むわけです。従って、翻訳の処理というの

は、機械にとって翻訳しやすいような形に原文を人聞が修正するというプロセスも入ります。

その後で計算機の中へ文を入才1、形態禁解析・構文解析・意味解析等を通じて原文の構文や意

味の構造を計算機内部に表現し、それを語量レベル、構造のレベルで相手言語へ変換した後、

構文生成・形態素生成を行い訳文を生成します。訳文が生成されたならば、それを人聞がみて

修正し、まともな訳文に修正するというプロセスをとり、そしてその後印刷をします。
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翻訳処理の原理

訳

I解 I I変 I I生 l
i析換成 1

1辞 I I辞 I I辞 I
4・・H ・H ・...1書 書 書 !…...・H ・..../生

原文の構造

B文規文!
'法ハ則川法 E

主
変換

(資料2)

' 

文

成

翻訳処理の流れは、 (資料2)のように原文を解析し、訳文に適した構造に変換したうえで、

訳文を、生成するというのが大まかな流れです。その時には、解析では解析の辞書、文法など

の言語に関する知識を使い、変換に関しては、 1つの言語の表現から他の言語の表現になるわ

けですから、 2つの言語をむすびつける知識が必、要となります。それを変換辞書、変換規則な

どといい、訳文の方の言語に依存する生成辞書・文法に従い訳文を生成します。

ところで、機械翻訳の処理を実際にさせる時の方式はいろいろありますが、方式を構文直接

や意味変換というふうなものですべてを規定するというようなことはそれほど意味がなく、翻

訳をするには実際に何をしなくてはいけないかというのが最も重要です。

原

機械翻訳 の

解
析

'コ
深
さ

| 翻訳単位の広幸

L一一ーーーー雷語依存度

(資料3)
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資料3が示すのは、 1つは解析の深さ、これは原文に含まれている意味内容あるいは文の構

造だとかをいかに精密に詳細に解析してから変換するかという問題です。もう 1つは、翻訳の

単位・単語だけをみて、単語だけ置き換えるという操作で翻訳するのか、名調・句という単位

で翻訳をするのか、文という単位で翻訳をするのか、パラグラフという単位で翻訳をするのか、

というような翻訳単位の広さという側面もあります。さらに、解析の深さと関係しますが、言

語に依存しないで理解するところの万国共通の概念、意味内容のどのあたりまで立ち入るかと

いったレベルの話があります。それによって単語・句・文を宣接相手の方へもっていく方法と、

文法に基づいた文の構造を直接相手の言語へもっていく方法、構造解析した後、構造の変換と

いうのを行う方法と、意味をダイレクトにもっていく方法があります。その中で最も理想的な

表現がピポットという方法ですが、これも必ずしも充分に深い意味を表わさない場合もありま

す。

では、機械翻訳の海外の動きに入っていきたいと思います。その前に機械翻訳の歴史を簡単

に説明していきます。

機械翻訳の歴史

第1世代 : 第2世代 : 第3世代

.""...肉置き娩止による輔限-:- UI文による語訳、 {意暗による翻訳}

1田 1960 ALPAC報告 1970 1980 1990 

デ'毛
~ .-帽子タウン大学{米国}

SYSTRAN(米国)~

グルノープル大学(仏)~

毛ントリ才ール文学{カナダ)~

ザーランデス文学{酋 V イ:~)~

テキザス大学f米国)~

エL
SYSTRAN 

V:5 ARIANE 

TAUM 

SUSY 

METAL 

BYU(米国)←ー-WEIDNER 4 WEIDNER 

(資料4)

← CEC(EC)_四ーEURO官 A

ADI(仏1・ー-TAO-ESOPE
科学技術庁咽←ー』ー Mu

震高野通研司ー田"--暗ーLUTE

機械翻訳の研究が開始されたのは1950年噴からで、電子計算機が世の中にでてきたのが

1 946年代でありまずから、計算機が出た頃あるいはその直後に、すでに機械翻訳の研究は

開始されていました。計算機というのはその名の示すとおり計算をする機械です。英語でCOMP

UTERとは計算をするという意味であり、 CALCULATORは算数の計算をするという意味です。しか

し、翻訳をさせるというのは計算ではありません。計算機を使う使い方は2つあり、 1つは計
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算をさせる事でもう一方は計算以外のことをさせる事です。翻訳を行うには人聞の思考過程を

計算機上で実現させる必要があり、翻訳を含む人工知能という分野は、計算以外のことを計算

機で行います。翻訳の試みは、 1950年から始まっていました。ところがこの時期の計算機

は真空管でつくられており現在のパーソナルコンビュータと比べると見劣りがする計算機でし

た。従って小規模の機械で、人聞の頭脳で行っている様な翻訳が実現できるはずがありません。

それで初期の段階の機構翻訳は必ずしも成功しませんでした。成功しなかったというより、現

在まで続いていても、今後まだ研究していかなければならない事がたくさんあるという状況で

す。しかしながら、この計算機に翻訳をさせるという事は非常に大きな意味を含んでいると同

時に、計算以外の計算機の使い方というのは、人工頭脳という言葉にそのままつながり、一つ

の夢でした。とくにアメリカでは、非常にたくさんの研究が行われています。

1950-1960年代の中頃までを第l世代と呼び、機械翻訳の研究者としては黄金の時

代でした。非常にたくさんの研究費が出て、非常にたくさんの研究が行われたらしいです。

1 954年、アメリカのジョージタウン大学と IBMとが共同研究していました機械翻訳の大

デモンストレーションがアメリカで行われました。その翻訳は、ロシア語から英語への翻訳で、

非常にセンセーショナルだったらしいです。その時の機誠翻訳のシステムは、ロシア語の単語

を250持っていて、ロシア語の1つの単語に対してたかだか2つの英語の単語が対応づけら

れ、それで翻訳をしようとしたわけです。これは、 250のロシア語とそれらに対したかだか

2つの単語が割り当ててある辞書だけを使っていたので、ロシア語で書かれた論文を英語に翻

訳はできないわけです。ところが、このシステムはその後どんどん拡張さ才1、研究が進められ、

特にアメリカの軍ではソビエトの情報を収集するために、かなりのロシア語の文献を翻訳して

います。翻訳された文献は、国会図書館で12-1 3年前に見た時はとてもむつかしくて、英

語の文の中にロシア語がどんどん入っています。つまり辞書にないロシア語の単語がそのまま

出てきて意味がわかりません守した。この時のもう lつの制限が、機誠翻訳を行わせるための

パックグラウンドになる言語理論が発達してなかったといっても良いことです。言語学そのも

のは紀元前よりありましたが、機械の上では充分な能力を保証するための基礎理論までは発達

していないという状況です。 1960年の少し前くらいから、アメリカのMITのチョームス

キーという言語学の先生が構造生成文法理論という提案をしました。彼の言語理論は1960 

年代に入り、一般にいわれるオートマトン理論(計算機の計算の理論的裏づけをする理論)と

対応づけられて、言語のあるクラスと、オートマトンの処理できる能力とがl対lに関連づけ

られる形で発展し、それによって計算機言語、コンパイラの基礎理論が完成しました。この理

論そのものは、いわゆる構文解析、記述された文法に基づいて、元の文の構文的な構造を解析

するための手法を定式化していったわけです。従って、こういう構文解析が未発達であったと

いうことから、第1世代ではたくさんのチャレンジがあったにもかかわらず、この段階で機横
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翻訳を成功させることができませんでした。その時の技術というのが単語のおきかえを基本と

する技術であります。それに対する批判あるいは評価としてアメリカでALPAC報告が出さ

れ、以降アメリカで一切の研究費を機械翻訳には出さないという決定が行われました。それか

ら第2世代に入り、その聞を暗黒の時代といって、研究者としては研究費が1円ももらえない

という時代が続きました。ところが、言語理論の発達と計算機上での処理モデルの理論とがむ

すびついた研究が進み、この時期には70年くらいまでの聞に構文解析の理論が非常に発達し

ました。すなわち、この間における計算機の規模、利用するための技術の発展が、第2世代を

もたらし、構文による技術をかなり発展させたのです。ところが残念ながら、我々は文を書く、

話をする時に、構文構造を相手に伝えることを目的として話をしているのではありません。即

ち、名調、助調、動詞、形容詞の言い方をしても相手に伝わりません。構文解析というのは、

名調、助詞、動詞、形容調というのが最初の名詞が主語の部分をなし、次の動詞が述語をなし、

形容調+名調が名詞旬をなして、例えば目的語という構造解析をするのでありますから、言語

の持っている内容を表わすものではありません。我々が友達と話をする時何を伝えたいかと言

うと、それは意味を伝えたいのです。従って言語の意味を扱わない限り、決して言語の処理の

ための高度な技術が開発されたとは言えません。 1980年代から意味と言うことの研究が行

われるようになってきました。但し、充分進んすいるとは申しがたく、むしろ、これから本当

の研究が進められる時期であります。 1980年代以降、第3世代と名前をつけていますが、

この3つの世代と、具体的な研究、あるいは機械翻訳のための実験のシステムを書いたのがこ

こにあります。

ジョージタウン大学のシステムを引きついで発展させ、商品化したのがアメリカのシストラ

ン会社で作っているシステムです。これはアメリカの軍の関係だと勤、カナダのジェネラルモ

ーター社、 ECの欧州共同体本部とかでいろいろ使われています。もちろん制限された能力の

範囲で使われています。

仏のグルノーブル大学では、 1962年位に研究を開始し、現在までずっと研究を続けてい

ます。最近ではアリアンヌ (ARIANE)という翻訳の実験システムを開発していまして、

78年に完成し、第5パージョンが1983年に作られています。

カナダのそントリオール大学では、 1960年代の最初から研究を進め、途中から政府がカ

ナダの国家プロジェクトとし翻訳の研究をやってきていますが、 1980年-81年にかけて

モントリオール大学の進捗状況を厳しく評価した結果、とても経済的に達成される見込みがな

いということと技術的に研究がまともに進んでないという理由でプロジェクトは現在中止され

ています。

西ドイツのザーランデス大学では、 1960年代の始めから研究が開始され現在まで続いて

おり実験システムのスージー (Su s Y)というのが動いています。
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アメリカのテキサス大学では1970年頃から研究を開始しずっと続いてきて政府の援助を

受けましたが、途中から援助が打ち切られ、西ドイツのジーメン社が以降引きついで賞金援助

し研究が進められました。

アメリカのBYU(プリガムヤング)大学では、モルモン教の聖書を世界各国語に翻訳する

ためにプロジェクトを作り研究を開始し続けてきました。しかし、その後研究者が二手に分か

れ、両方とも研究をやめそれぞれ会社を作りました。 1つはプログラマー、他の1つは言語学

者の方であり、プログラマーの方はワイドナーという会社を、言語学者のほうはアルプスとい

う会社を作りました。

EC本部では、 1976年位に機械翻訳をやっています。新しい機械翻訳システム開発プロ

ジェクトを1978年から検討し、正式にプロジェクトとして発足したのが1982年の11 

月からです。

フランス政府は、 1982年7月から仏国家としてのプロジェクトを3年計画で開始してい

ます。現在のシステムの概要を説明したのが資料5です。

機械翻訳実験システム(外国)
システふ名

鋸訳書樋 E事 書 翻訳対a 備 寺
樋 関

ARIANE.78 独、英.仏. l万個 一組
. 
1983隼に第5腹を作成.

Grenob1.大学{仏}露、その他

SUSY 纏.英.仏.li， 13，5万錨 保守守ユaアル
実政中.

Saaland帽大学{西独} 新聞・揺践の見出し

TAUM.METEO 英ー仏 気車通縄文 1977隼から実用中.
Mon町.a1大掌{加)

槍ー英システムl孟1983隼から』事価問
METAL a-英.英一独 1万語 技術文書

始始英:"al..すでむは1983年よ q聞碕開Tu踊大掌{米

ITS 
自. 一

_. 会届型銅訳掻助シスデふ.
BYU(来}

EUROTRA 
伊英 仏蘭 器、

パイロヴトシステムの開婚が目的.
デン守-7 2万語{予定} 一般

CEC(ECl (ポスルペイン. 1982.11-1988*. 
トガル}

航空嶋守ユ'".， Iレ 翻訳鑑助システム的作成者通じて
TAO.ESOPE 

英.仏 3干届{予定} {英一仏} AJUANE.78の按術者民間伝技術移転す
ADI(仏 情報処理文献 るのが目的.

{仏ー英} 1983.7-1985.6. 
B"tU : Brioham 'tounc Univenity. I.，;.r.;~;l，;omm園田not出・r;田"p岨nCommw"... AD': A胴ぬ明白l'lniormatlQU・

(資料5)

仏のグルノープル大学のシステムがアリアンヌ78(AR 1 ANE-7 8)と呼ばれ、言語

としては独語、英語、仏語、ロシア語、その他の小規模な実験ができます。辞書は約1万語の

大きさで、翻訳対象は特に限定されず、学術関係のドキュメント的なものを扱っております。

以上の中で、カナダ政府が資金援助を行いモントリオール大学で稼動している機械翻訳シス

テムにトムメテオ (TAUM-METEO)というのがあります。このトムメテオというのは、気象通報

文のみを英語から仏語に翻訳を行うシステムであり、 1974、5年から始まり、 77-78
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年に完成しました。 1977年以降カナダで実際に使われています。各地に散らばっている気

象通報台から通信回線を使ってダイレクトに気象通報文が入りそれが人手を介さずこのシステ

ムの中に入れられ、フランス語に翻訳されて、これが新聞社、テレビ会社に送られ人々に流れ

ています。これは気象通報文に限られていますから使われている単語の数や及び文の形は決ま

っており技術そのものは一般の文を翻訳する形とは違っています。

市販翻訳システム(外国)

シ観ステム閲名 翻訳冨語 静書 速計軍機度 偏 考

英英日仏.英英英一一露旦ア、ベラ英イビ独ンア

SYSTRAN 英.::{jt， 10万価ー 事万語/時 パッチ処理裂舗訳システム
Syttran栓(lItl英英ーポルトガル 2万11- IBMメイ yヲνーム

ーベルシ... 祖中ー仏.
独ースペイン. ー葵

英美英仏. 英独. 4干-8千鰭f時WEIDNER スペイン 敬干鱈 PDPl1/23- 会信型飽訳語助システム
W.idn・r仕{車} ーポルトガル、 PDPllno 

英一アラビア

ALPS 英一仏.英司独 会館型倒訳援助シ且テム
英ースペイン.英一伊 一 ー.

電子静書Alpo社t釆}

LOGOS 独ー英 ー 一 パヲチ処理型銅訳シ且テム
Lor帽祉(l険}

SMART 実葵ー仏 英イー-a 一 ー. 電子静書
Sm・r‘栓t朱】 ースベ ン.英ー伊

SPANAM 見ベインー英 一 電子辞書
t朱}

TITUS 翻訳文鑓助システム

仏.英， a，イタリア 1.2万騒・ 制限法.限定踊察
lnali回‘T・a副.CIO 会館型
Fra融制仏】 ピポット方式

一 一一
(資料6)

次に市販されている機械翻訳システムの種類をみていただきましょう。

シストラン(SYSTRAN)というのは、シストラン社が発表している内容で、言語対は16の言

語対があります。それは英←→仏、英←→露、英←→独、英←ー→目、英→スペイン、英→イタ

リア、英→アラビア、英→ポルトガル、英→ペルシア、独叶ム、独→スペイン、中→英が発表

されています。具体的にどのくらい使われるかというのはわかりません。辞書の大きさは約

1 0万語、 12-3万語くらいから、英日の場合は2万語ちょっとくらいまで持っています。

翻訳速度は、公式には1時間当たり 100万語の速度です。

ワイドナー(WEIDNER)でも、英←→仏、英←→独、英←→スペイン、英→ポルトガル、英→

アラビアを扱い、辞書の大きさが数千語で、速度が1時間当たり4千-8千語くらいであり、

計算機は小さい計算機を使います。システムの型は会話型、インタラクティプの型です。

このように機誠翻訳システムの公式発表があった時には、このシステムが現実にどれだけの

翻訳能力があるのかということに注意しなければいけません。例えば、ワイドナー社のシステ

ムの正式の名前は翻訳援助システムという名前がついています。これは翻訳システムではなく、

翻訳者が翻訳をする作業を支援するシステムであり、あくまでも翻訳の主体は人間にあります。

さらにこれをもっと徹底させたものが、 BYUのアルプス(ALPS)という会社のシステムで、こ
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れはまさしく砲訳援助システムというより電子辞書に近いもの、即ち計算機の中に辞書が入っ

ています。人聞が翻訳をする時に、普通に辞書をひきながら翻訳をし、そのひく辞書の中味が

計算機の中に入っていて、この単語の訳は何か?という時に、ディスプレイで中味が見れます。

みれるだけでなく、その中に訳が書いてあり、その訳文の1部に使いたいと思うとその文をも

ってこれます。いわゆるオフィスオートメーションの中に電子辞書が入っているシステムです。

次にロゴス(LOGOS)というシステムですが、これはアメリカ軍がベトナム戦争をやっていた

時に、ベトナムの兵士にアメリカの軍事兵器を使わせる訓績のため、兵器のマニュアルを英語

からベトナム語へ翻訳をしたいということではじめたプロジェクトによるシステムです。これ

は急いで研究を行ったため余りたいしたことができず、機械翻訳をやるよりもベトナムの兵士

に英語を教える方が早いのではないかという結果でした。最近、別の観点からドイツ語から英

語への翻訳ということで開発を始め、これが比較的貿が良いということです。さらに機能が低

いものがスマート (SMART)システムといいまして、これは翻訳システムと言えるかどうかよく

わかりませんがワープロに少し辞書が入っているというくらいのもので、とても機誠翻訳シス

テムですよとは言えません。それと同じレベルのものにスパナム(SPANAM)というのがあります。

今申し上げたものとは反対に、全く別のものがあります。これは、仏のパリにティタス(TITUS)

という名前のシステムがあります。これは、仏語、英語、イタリア語、独語の4つの言葉の文

章を作成するための援助システムで、これは翻訳システムと言うよりもこの4つの言語で同時

に文章を作るワープロだと言ってもよく、 4つのうちの1つの言語で入力し、 4つの言語で出

力されるというシステムです。

市販翻訳システム(日本)
システム名

銅駅冨踊 静書 速計軍機度 備 考
権 関

SYSTRAN 英目 2万ー
百万1&1時 パッチ処理盤調訳システム

a，伝5，..廿an杜 IBMメインヲレーム

WEIDNER 目ー英 .4万蹄 3干1I1時 全信型翻訳援助システム

Bra円e・壮 DEC LSI11173 セグメント直積

|翻訳直揖擁助システム

ATLAS/I 6万1&1時 締文
英ー日 5万錨 作議手順書用.の技銅術駅資エ料ヂ. 銭術幽文1[:1:過 Fa同血Mシリーズ

訳静文修正 ィタ
書エディタ

ATLASIII 日一英 5万騒 6万倍I時 銅禍S文R変鍾鎮勤νステム
富士量 F・田mMシリーズ

践Ez2i2竺29fihr31賢1i明Eみガ主おトma「ATHENE 2万踊/時
ス市

英ー目 7万11 会路型 折校.正中} 目z 自主M.240H 情通瞬 間
1I表現
キー入力

VENUS 英一日 一
冒電

{資料7)

審考までに日本のメーカーが新聞等に公式に発表しているシステムを、発表通りにお話しし

ましょう。シストランは日本語と英語の翻訳のシステムで、 1983年の夏か秋に発表してい
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ます。まだ販売するということまではないにしても、そろそろ翻訳サービスを開始する状況に

なっているということです。ワイドナー社は日本の翻訳会社のプラピスという会社を買収し、

そこで日本語→英語への翻訳システムを発表しています。この辞書は約4万語と言われていま

すがワイドナーのシステムは基本的には4千-5千語の辞書の範囲内で使うというものです。

なぜならば、人が知っている単語はそれほど多くはなく、普通に使っている単語は2千-3千、

多くて4千-5千と言われており、人によって使用する単語が違うにもかかわらず何万語もの

辞書を常に用意しておくのは無駄で、その人が必要とする単語だけシステムの中に入っていれ

ばよいという考えからです。辞書を大きくすればそれだけシステムの値段が高くなるので、ミ

ニコン、パソコンを使ってできる様にすれば良いと言うのが基本的な考え方です。 4-5千語

の辞書で普通は充分であろうというところから、違う人が使う時にはその人専用の辞書に入れ

かえて使えば良いというのが基本になっています。

現在の機械翻訳システムは、正確に翻訳をするかどうかとか、あるいは翻訳後の文章、例え

ば日本語から英語に翻訳をした場合には本当にいい英語になっているのかということが非常に

難しい問題になっています。

即ち、原文で述べられていることの意味内容がこうだということを大多数の人が認めるなら

ば、その内容が訳文の方にも一応表現されていなければなりません。例えば原文の方では、

「長崎から福岡まで15 0 kmです」と書いてあるのに、訳文の方では「長崎から福岡まで15 

o Okmです」とか、文「東京から札棋まで15 0 kmです」になるとこれは間違いであり、その
レベルで原文で述べられていることをどうにか訳文で表わさなくてはなりません。そのために

はどのようにしたら良いかということを一生懸命やっているのが、現在機械翻訳の研究開発技

術のレペルであると考えておいていた方がよろしいと思います。例えば、谷崎潤一郎の小説は

訳せませんし、まして利害関係がからむ様なものは安易にはできないわけです。富士通が発表

しているものにATLAS-IとEというのがあります。富士通の2つのシステムは、処理す

る方式が全くちがっています。 ATLAS-Iは非常に単純な処理を基本にしておりますが、

それに対して、 ATLAS-IIは比較的夢の多い考え方で作りあげています。しかし当然のこ

とながら、商品にする際には研究でいろいろ考えているところの部分的な機能しか実現できま

せん。このシステムは1985年6月頃発売開始だということです。日立はアテネあるいはア

ティーネ(ATHBNB)という名前で出しています。これもどちらかというとATLAS-Iに近い

処理の方式で、訳語の生成のところでかかり受け関係をどこに設置するかを翻訳のプロセスと

しているシステムです。機械翻訳システムということでお話ししましたが、機械翻訳あるいは

自然語処理を考える時に、 「原文がどのように翻訳されるのか」や「訳文の中に冠調はちゃん

と出ているのか」という話ばかりでは実際に何もできないわけです。その1つの例を資料8に

示します。
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ターミノロジデータパンク
名 前

冒語 Z量叡
樋 関 開始年

分 野 備 考

伊独、英. 仏

EURODlCAUTOM 
オランダ.

銭法相術申. 科学. 緩む奇.
S由来からオンライン.オヲライン

CEC(EC) 1973 
デン守ーク 30万1I で使える
スベイ EURONETからも使える
ポルト t!Jレ

桂. 伊英. 仏.
分通技数自野術信学然分.科.野学化電子などのLEXlS 露.

Bunde日pr配 henamt 1966 ポルトガル 140万11 学な.ど物の理科‘学 地で宋健かえるらオンライン. :t 7ライン

{酉掠} オランダ.
ポーランド

防衛分野

雄、伊英.仏、 嶋来使から:tンライン. :t7ライン
TEAM 露.

電通子信.情雄報処理.
Siem岨s社{西独} 1967 見ペイト ン 100万踊 でえる

ポル t!Jレ. t置など 色々な高品質的プリンタが織統書

オラン F 九てれる

TERMIUM 1975 英‘仏 60万紐 50の分野
地で末使か4るら才ンライン. :t 7ライン

C岨・血政府t加)
電信からも使える

(資料8)

ターミノロジデータバンクとは専門用語のデータペースのことですが、専門用語とは非常に

たくさんあり、物理学ならば物理学に関する言葉を、化学なら化学、医学ならば医学とその教

は非常に多いのです。残念ながら日本では言葉というのが大切にされていないのかどうかわか

りませんが、こういう試みは従来はなかったといってもいいくらいです。しかし外国では非常

に進んでいて、 ECがユーロディオータム(HUROD1 CAUTOM)という専門用語集を計算機の中に作

っています。そして端末から必要に応じて、ある言葉の訳を検索できるようになっています。

その中には8つの言語が入り、単語の数としては30万語くらいです。 2番目は西ドイツ政府

が作っているレキス(LEXIS)、3番目が唯一民間会社ジーメン社が作っているティーム (TEAM)、

一番下は、カナダ政府が作っているターミアム (TERMIUM)というものです。ユーロディオータ

ムCECは専門の翻訳者が2予人いて、この2千人が毎日翻訳をしています。カナダ政府にも

千人、西独では3百人の専門の翻訳者がいて毎日翻訳をしています。しかしその人遣は大学の

専攻は言語学で、翻訳の専門家であり、決して物理学の専門ではありません。又音楽や化学の

専門家でもないのですが、それぞれの文献やドキュメントも翻訳しなければなりません。その

時に専門用語の意味はよくわからないし、専門用語を勝手に訳したら怒られます。従って専門

用語を正確に訳し、かつ前のページと訳を統一するということが必要であるためにターミノロ

ジデータバンクを行っています。イギリスではこのような研究が遅れており、 1982年にイ

ギリス政府がある大学に諮問し、その大学の先生が3年かけて、英語のターミノロジイに関す

る事とイギリス政府としての取り組み方の答申を行っています。その答申の中には、英語はす

でに英語閣内で言葉が通じなくて、カナダの英語とイギリスの英語はちがい、もちろんアメリ

カの英語やオーストラリアの英語、さらにはインドの英語ともちがうという指摘があります。
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つまり、英語というのはイギリスの言葉であるはずなのが、英語圏内の中でイギリス語の占

める比重は非常に小さくなっていて、イギリス人は英語がわからなくなるのではないか、英語

を話して意味がわからなくなる時期がくるのではないか、ということからイギリス政府として

は努力をすべきであるという答申がきています。

そこで話をしぼり、 ECが機械翻訳に関して具体的にどの様な活動しているかということを

簡単に御紹介させて頂きます。それは3つあります。 l番目はターミノロジーデータパンクに

関すること、つまり先程のユーロジコータムに関する事です。 2番目が商用の機械翻訳システ

ムを改良して、 EC内での翻訳サービスの実験を行うことです。 3番目が新しい機械翻訳シス

テムをつくるプロジェクトであり、シストラン社のシステムを1976年に購入し、 5年聞を

かけて辞書を開発した後1981年から翻訳サービスの実験を開始しています。これは3ヶ国

語の言語対を追加して行ったもので、さらにこのシステムはフランスの国立の研究所及びドイ

ツの原子力研究センターでも使われています。また専門の翻訳者の中には機披が好きでない方

もいますからCECでは英→仏への翻訳システム、仏→英への翻訳システムと、英→伊への翻

訳システムを提供し実験を行っています。この中で仏→英のシステムはよく使われていますが、

英叶ムのシステムは余り使われていません。これは外国では、翻訳者が翻訳をする際には、自

分がnativelanguage (母国語)とする言葉にむけてしか翻訳しないためです。あるいは翻訳

者でも、自分がnat veな言語に向かってしカ咽訳せず、このため日本語→英語は翻訳す

る時には英語をnat veとする人しか翻訳しません。しかし日本人が翻訳する場合には両

方しますが外国人は決してしません。仏→英語システムが使われているのは、英語を母国語と

する人は機械を使うことがあまり撮いでないためです。。翻訳者によく使ってもらおうと頭を

悩まし、 l年365日をほとんどこれに費やしているのが、 CECでの実験を担当しています

ヘイトンのピポットという人でこの人がいつも考えていることです。シストランの翻訳では原

文がフランス語で、これを機械にかけ、その後に専門の翻訳者が修正し最終的に英語となりま

す。この場合、 A4版1ページ当たり専門の翻訳者は30分かけて修正しますが、従来はもっ

と時聞がかかっていました。つまり、砲訳を専門の翻訳者に頼むと3週間-4週間かかってい

たわけです。そこでEC側としてはもっと早くしようということで、機棋を使うということを

提案したところ2日-3日に短縮されました。その時専門の翻訳者は、計算機が翻訳した翻訳

文を修正するのに1ページ30分以下におさえて下さい、 30分かけたらそこで止めて下さい

という形をとっています。従来じっくり時聞をかけた修正のしかたが(資料9、10、11、

1 2)です。
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翻訳例 ー原文(フランス語)一

11. lE 8UDGET 1983 

Au moment 0白s'achevaientles pourparle日 auseir、desinstances du 
Conseil au sujet de la declaration commune precitee， les Etats 
membres etaient dej晶saisisde I'avant-projet de budget de la 
Commission pour 1 ・ ex~rcice 1983. Cet avant-projet enonqait un 
accroissement des depenses en engagements de 671，7 Mios ECυS. 

Au moment meme cependant 0白 laCommission transmettait cet 
avant-projet de budget，剖lea saisi simultanement le Conseil d・un
avant-projet de budget rectificatif et supplementaire nO 1， qui etait 
appele a financer de nouvelles politiques et de nouvelles actions de 
18 Communaute dans des domaines aussi divers que la recherche et 
I'aide au developpement a partir d・economiesrealisees dans le 
secteur du FEOGA comme de 1・exc邑dentde compte de gestion de 
1981. 

l'ampleur de cet avant-projet de budget rectificatif portait su九
gr05so mode， 487 MUCE et， comme iI s'agissait essentiellement de 
depenses non obligatoires， ces derni釘esallalent sensiblement 
accroitre la marge du Parlement europωn. Par ailleurs， les decisions 
de fond pour un certain nombre d'actions proposees faisaient 
defaut_ 

Devant cet etat de choses， le Conseil， apres avoir longuement 
examine les possivilites qui s・offraienta lui d'accepter un projet de 
budget rectifi臼 tifet supplementaire reduit 10日 desa session du 28 
juillet，lo日qu'iIeut a se prononcer a la fois sur le budget 1983 comme 
sur ce budget rectificatif et supplementaire a rejete ce dernier， tout 
en invitant simultanement la Commission a proceder a des 
virements pour les transf町 tsqui I~i semblaient， a lui Conseil， 
prioritares (exemple : Fonds Social). 

(資料9)

翻訳例一組翻訳(英語)-

11. THE 1983 BUDGET 

At the moment where were completd the negotiatlons within the 
Council's subordinate bodies about the above-mentioned statement 
common， the Member States were already seized of the preliminary 
d日ftbudget of the commission on 1983. This prelim、arydraft 
stated an increa5e in expenditure in engagements:of 671.7 Mio"¥ 
ECUS. 

At the moment even however where the Commission transmitted 
th日 p同 liminarydraft budget， it approached simultaneously the 
Council concerning a and additional n preliminary draft amending 
budget 1， which was bound to finance new policles and new actions 
of the Community in as various fields as research dnd the 
development assistance from savings made in the sector of EAGGF 
like a management accounts surplus of 1981. 

The width of this preliminary draft amending budget carried 01'1， 
roughly speaking， 487 MllllON EUA and， as it was primarily non-
compulsory expenditure， these last appreciably will increase the 
margin of the European Parliament. In addition， the basic deci5ion5 
for a number ofactions suggested were missing. 

In fron of this state of affairs， the Council， after lengthily having 
examined the possibilities which offered themselves to accept him a 
draft supplementary and amending budget reduced at its meeting 
01'1 28 July， when it had to come to a conclusion at the same time 
about the budget 19B3 like on th陪 pectifyingbudget and additional 
rejected the latter， while asking simultaneously the commission to 
proceed to transferts for .the transfers which seemed to him， him the 
Council， priority (example : Social fund). 

(資料10) 

-53-



翻訳例 一般終醐訳(英語)一

H目 The1983 8UDGET 

8y the time that the negotiations within the Council's subordinate 
bodies on the above-mentioned joint statement were concluded the 
Member States had already received the Commission's preliminary 
draft contained an increase in expenditure on commitments of 671.7 
million ECU 

However， at the very moment when the Commission was forwarding 
this preliminary draft budget， it received from the Council a 
prelimenary draft supplem町、taryand amending budget No 1， which 
was intended to finance new Community policies and projects in 
such various fields as resarch and development aid from savings 
made in the sector of the EAGGF such as the management account 
surplus in 1981. 

The funds covered by this preliminary draft amending budget 
amunteed to approximately 487 million EUA and， as this was 
primarily non-compulsory expenditure， it would have increased 
appreciably the European Parliament's margin for manoeuvre. In 
addition. the basic decisions on a number of proposed projects were 
lacking. 

In view of this state of affairs the Council discussed at length the 
possibilities open to it of accepting a r-educed draft supplementary 
and amending budget at its meeting on 28 July， when it had to make 
a decision on the 1983 budget at the same time as on this amending 
and supplementary budget. rejected the latter， and at the same time 
asked the Commission to make transfers for the funds which the 
Eouncil considered to have p<"iority， such as the Social Fund). 

(資料・11>

翻訳者による校正例
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(資料 12) 
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ECの翻訳者が実際に自分の手で修正しました。これはどちらかと言うと修正個所が少なめ

だと思いますが、このような形で修正します。機域が翻訳した結果はワープロに入っています

ので、翻訳者は修正したのをワープロに打ちこんで最終的な翻訳とします。

次にECが1982年11月から5.5ヶ年計画で開始しました新しい機繊翻訳システム開発

プロジェクト ユロトラ(EUROTRA)の概要を簡単に説明しましょう。このユロトラは、

1 978年から予備研究を開始していましたが、実際にECの閣僚が決定したのが1982年

の11月です。そこから全体を3つの期に分けこのプロジェクトを進める予定です。第1期が

1 984年の11月で、次の2年間で25 0 0の語量を持ったシステムを開始する計画を持っ

ています。そしてそれを基にし、 2万語の語量を持つ中規模のシステムを1988年の中頃ま

でに開発し、民間会社が実用システムを作り上げる予定になっていますが、非常に大変なこと

です。 ECの加盟国は7ヶ国ですのでユロトラは7つの言葉の聞で任意の翻訳ができるのを目

標としています。しかし新たに2ヶ国加盟国が増えましたので、合計9ヶ国語の聞ですべての

翻訳を行わなければなりません。これはECの使命です。ちなみにECというのは欧州共同体

ですが、年間予算の半分は翻訳に使っているといわれています。これはすごいことです。日本

政府が翻訳にかけているお金はごく少なく、このプロジェクトは約1100人の言語学の専門

家が中心になって各国の大学が話をすすめているわけです。現在ソフトウエアの基本設計が終

わっているはずですが、例えばこれは VAXの11/780を使って点線部分を作り、実線部分は

VAX上にありますUNIXの機能を利用して行っています。

EUROTRAのソフトウェア構成

:~ __.~__.__， :EXS Con町叫 :EXS 
;Gr回田町&Con回 4・ -
: Language Defin帥 ai jIau旬開同r: 

Definition j 

一一一---T一一一一し-一一一.一司一明寸γ.一一….一一….一一.一.
| L凶.EX I YAC' I片凶FAS 川PS匂'ys抑z同e回川|作FA品s 

iC-ωmpilerIFAS 

，-・一、、、ESD
;ESD MT 

: EUROT貼 Compil町一一一一一 mo由.'， t.ー一一一一一一一一一..Lilo C四. 、 ， ... 叩 e皿

，-・ーーー・・ー--‘・・・・・・・・・・・、
U..r Grammar & : EXG 

p""四国 Definition

EXS:E翼回m・ISp・e国cationofSo伐wanSystem 'x組内部分はすでlζ動いている(ltll織はVAxnnSOI
EXG: Ext.em・IOefinit.ion oC Gramman 国中‘左個炉Eurotra5ystem.悟のγ ンタヲタス圏分
ESD : Eurotra町S同md肝時制 町定属中央がそのセマ y ティタス町主輯.右側炉実

FAS: Faciliti輔 Avai1abl.on UNIX 陣町開訳実行系

(資料13) 
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次に非常に典型的な別のシステムを御紹介します。

先程ティタスmTUS)のシステムを申し上げましたが、これはもともとは翻訳システムでは

なくて文書作成システムだったのです。この会社はフランスのパリにありますが、フランス語、

イギリス語、英語、独語、スペイン語で閉じ内容の文書を作る必要があったということです。

文書をどれか一つの言語で入れて、それに非常に単純な処理、生成文法を使って処理が行われ

ます。それを解くピボット言語は4つの言語のどれにも依存しない言語で、これは計算機の中

のピットパターン、つまりアセンプラで書かれていのでとてもピポット言語といえるものでは

ありません。それをファイルとしてとっておき、プリントしたいと思ったら非常に高速に4つ

の言語での文がさっと出てくるシステムで、 1970年の始めからやっています。これには2

つの制限があり、 lつは限定語量、つまり語量の数を制限して使用できる単語が決まっていま

す。もう 1つは、文法制限です。これは制限言語といって、この文法にかなう文しか入れませ

んというように徹底しています。このシステムは、タイプインしかできません。原稿を入れる

時、タイプで打たなくてはならず、タイプをしながらシステムがモニタリングします。文法に

かなわない文が入ってきたならば、システムが"ピー"と鳴り修正しなければいけないので、

ワープロで文を入れた時は正しい文になっています。そうでない限り動作しないというシステ

ムです。

先程のBYUシステムについて御紹介します。 BYUのメルピィという人は1970年ぐら

いから機械翻訳を行っていますが、徹底していて機械翻訳というのは出来ない、出来るはずが

ないといっています。だいたいlつの文に2ケ所以上まちがいがあって、 2ケ所以上人聞が修

正しなければいけない様な訳文を出す機横翻訳システムは使えないというのがここでやってい

る人の持論です。そこで、援助システムを徹底したのが3つのレベルです。第1レペルは完全

にワープロですが、専門用語が計算機の中にはいっていますので、それを検索する機能は用意

するもので、つまりワープロ+辞書です。第2レベルは辞書で、辞書に一応英和、和英を使え

ば訳語が書いているか、どの訳語が正しいのかわかりませんが、それをディスプレイ上で見せ、

この中から人聞が選びます。第3レベルは理想ですが、機械翻訳システムが一応やってくれて、

人聞が翻訳されたのを見て修正するものです。だからこの人は、機械翻訳を使うために3つの

レベルでのソフトウェアシステムを提供しますという形でやっています。私共のところでは、

機械翻訳そのものは研究の目的ではなく、計算機で意味理解をさせることをやっています。一

応機械翻訳システムをツールとして作っていて、その名前をLUTEといっており、これは

Language Uunderstand Translator Editorの略で「言語の意味を理解し、変換し、編集する」

ということです。 LUTEというのは楽器の音色のことで、私共は日夜、楽器の音色をいかに

よくするかということを追及しています。私自身、人工知能の研究をやっていますが、約10 

年前に「それは意味理解、 problem-solving (問題解決)、 knowledge-learning(知識学習)
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の3つの基本的な問題である」という前提の基で研究を進めています。その中で意味を理解す

るというのは、やはり 1つの最も基本となるところです。とりあえず、計算機に意味を処理さ

せるというのは何かという研究を進めており、そのアプリケーションとして機械翻訳を考えて

います。それを進めるためのもう少し具体的な課題ですが、まず意味(セマンティックモデル)

というものをとらえます。そのためには言語学的な話もあり、ワールドモデル、これはコミュ

ニケーションするときのお互いの間に仮定される知識、背景、状況、又、知識を頭の中で記憶

していくためには、計算機の中で表現しなくてはいけませんので、この表現形式としてのメモ

リーモデル、以上の3つが基本となります。セマンティクモデル、これをデータベースの方へ

応用したものをノーリッジペース識別といいますが、識別には言語内に存在する言語知識、三

つ以上の言語聞に存在するinter-linguisticknowledge、それから言語そのものではなく、い

わゆる言語外の知識 (extra-linguisticknowledge)で、これがknowledgebaseを構成する処

理では解析・変換を行います。こういうものを集めますと意味を理解するシステムができ、そ

れができるとアプリケーションとしてquestion-answering(質問応答)ができ、テキストプロ

セッシングワープロより高度な機能というところへ応用できるでしょう。そのknowledgebase 

のところがあって、ソーステキストのプロセスとトランスフォーメション、ジェネレーション

訳語が生成されますが、 knowledgebaseとして解析辞書、ジェネレーション辞書、文法、意味

的な関係だとか、ストラクチャーだとか、それをリンクしているデー夕、それから人聞の一般

的な常識、専門知識、それから2つの言葉の聞を檀念のレベルで使う lexical transfer 

dictionaryと、言語の構造のレベルで結びつけるstructuarltransfer dictionary、ある単語

が表わす概念というのは言語により異なり、ずれがあります。このずれがなければ非常に簡単

ですが、構造ももちろん違い、複雑な関係をセマンティックなリレーションとして辞書の中で

表わしています。例えばある文を解析した時に計算機の内部に、文の意味的な構造として作ら

れます。これは、 「子供が成長すると、大人が持つ技能を持つことができる」という文を解析

し、計算機内部に表現されているのを非常に単純化します。

私たちのシステムではこういう風に日本語→英語の場合、 flつの概念を確立した子供がそ

の問題を解くことができる」という入門的な文に達し、日本語→英語、英語→日本語で翻訳が

できる状態になっています。我々は、こういうのを進めるために辞書をつくるということで、

マンマシンインタフェースというのが非常に重要となってきます。それから人聞の能力は限ら

れていますから、人聞が一見みわたして一度で判断できる量的なものには限界があります。そ

の能力を増長しない限り、言語は非常にたくさんのデータを使わなければなりません。

複雑で多様のものが使われていなければならないが、人間の頭脳はやはり能力が限られてい

るので、それを手助けしてくれるシステムが必要だという観点からいろいろな機能を持ったサ

ポートシステムを作りながら、我々は研究を続けています。以上です。

(昭和59年12月6日講演)

-57-



4.技術解説

1.はじめに

PC-9800TSSインテリジェントターミナル用プログラム

(MS -DO S版)への移植と 2400bpsモデムの使用感

工学部

金丸邦康， 杉本直， 内田勝徳

インテルの8086(または、 8088)をCPUとする 16ピット・パーソナルコンビュ

ータ(以下、パソコンという)は、そのディスク・オペレーティング・システム (DOS)に、

CP/M-86、MSーDOS、UNIXなどの複数の汎用OSが使用できる環境にあるが、

米国市場における IBMパソコンのDOSがPCーD0 S (M S -D 0 S)であることや、圏

内の9800シリーズ (NEC)のシェアの優位性から、 MS-DOSの普及のリードは明白

である。発売当初、 CP/M-86のみであった富士通の16ピット機FM16βも、 MS-

DOSの採用を決定した。

このように16ピット・パソコンのDOSの業界標準のひとつであるMS-DOS上には、

BAS 1 C. C. PASCALなど種々の開発言語が供給されている。 FORTRAN-77

に関しては、そのサブセットであるMS-FORTRAN(MICRO SOFT 社)のほ

か数種のFORTRANコンパイラが動く。また、 PC9800上では、スタンドアロン

B A S 1 C (N 88 -B A S 1 C)とほぼコンパチプルなインタプリタとコンパイラの両形式の

MS-DOS版BASICや、グラフィクスや通信機能を拡張させたPC-FORTRANが、

メーカー (NEC)より供給されている。

したがって、 FORTRANユーザーは、パソコンのMS-DOS上で、 FORTRANプ

ログラムの編集、ディバッグまたは実行をおこない、大きなプログラムの場合は、同じDOS

上で動くターミナルプログラムにより転送して大型計算機上で処理という分散化が可能となる。

とは言っても、パソコン上のFORTRANの仕様が、余りに大型機と比べ小さいと使いづ

らい。最低256KBのRAMを必要とするMS-FORTRANの仕様は、ソースおよびデ

ータ容量として、それぞれ64KBまで使用でき、これは、約1.000行のFORTRANソー

スと、倍精度で100元の連立方程式を解ける程度の能力であることを意味している。

先に、著者らは、スタンドアロンのN88-BAS1 Cで記述した、 12 0 0 bpsでファイル

転送可能なターミナルプログラム(文献1)を発表したが、今回これを一部変更して、 MS-

DOS上のコンパイラ版で使用し良好な結果を得た。また、本学情報処理センターより

2400bpsでデータ送受信可能なモデムを借りだし、ファイル(データセット)の送受信

試験を行ったので、その感想を報告する。
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2.移植の実際

今回使用するDOSはMS-DOS Ver2. 11であり、次のプログラム開発言語及び

ユーティリティプログラムを使用し移植を行い、インタプリタとコンパイラの両版でファイル

の送受信を試験した。その結果、データ転送速度24 0 0 bpsの場合、インタプリタ上では、

TSSプログラムはファイルの送受信時に画面が乱れたり、データの送り落としが生じる場合

があったが、コンパイルされたTSSプログラムでは、このような転送上のトラブルを克服で

きることがわかった。

N 8 8 B A S 1 C. E X E Iベーシックインタープリタ

N88BASIC. LIBIベーシックライブラリ

BASICC . COMIベーシックコンパイラ

F 1 L E C 0 N V. E X E I MS-DOS-N88相Eのファイルコンパータ

S P E E D . C OM I R S -2 3 2 Cボーレート設定コマンド

N 88 -B A S 1 C (8 6)からMS-DOSの移植に先立ち、プログラムソースの再入力を

避けるために、 MS-DOSとN88-BAS1 Cとのファイルコンパータを用いた。すなわち、

文献(1)の"TSS-98"ターミナル・プログラムをアスキーセーブし、 MSーDOSを

立ち上げ、 F1 LECONV. EXEを実行しファイルを転送する。 MS-DOSファイルの

拡張子は、 . BASにする。

2. 1 プログラムリスト

表1に、スタンドアロンのN88-BASIC(86)版からN88一白本語BASIC(86) 

(MS-DO S版)へ移植されたインテリジェントTSSターミナル・プログラムプログラム

リストの主要部を示す。網掛けした部分が文献(1)に掲載のインテリジェントTSSターミ

ナル・プログラムの変更点である。また行番号1660-1980及び2230-2437行

は、スタンドアロン版と同じであるので省略している。以下修正された行をあげて、逐次簡単

に説明する。

2. 2 ファイルの設定(関連行 1 0 28) 

このプログラムでは、同時に3つのファイルを使用しているので、インタプリタの場合は起

動時にパラメータの指定が、コンパイラの場合は注釈行が必要である。

即ち、インタプリタの場合、 MS-DOSコマンドモードより

A>N88BASIC/F:3 

で起動する。コンパイラの場合、注釈行
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REM $ F 1 LE. 3 

をプログラムの先頭に入れる。

2. 3 カーソルの表示(関連行 1261-1266) 

文献(1)に掲載のN88-BAS1 C (86)プログラムでのBIOSコールによるカーソ

ルの表示はそのままでもN88一日本語BA S 1 C (8 6) (M S -D 0 S版)のインタープリ

タまたはコンパイラでエラーの発生はない。また、通常のカーソル表示の回復には問題なく使

用できるが、通信プログラムのような高速度処理を必要とする場合には問題があり、 2400 

bpsでの受信では文字落としが発生する。機械語ルーチンであるにもかかわらず、このような

トラブルがおこるのは一見奇異な気がするが、この部分のソフトウエア割り込みが、 MS-

DOS上に仮想的につくられたBASIC環境上で動いているので、カーソル回復処理にかな

りの時聞を消費しているものと思われる。

そこで、カーソルの現在位置をさがしだし、テキスト画面のアトリビュートに属性を直接書

き込むように変更する。

以下に簡単なフローチャートを示す。[ J内の数字は関連する行番号である。

TSSセッション開始

|RSー232Cポートの割り込みそ禁止 [1261J 

|現在位置にカーソルを表示する [1 2 6 2ー12 6 4 J 

|カーソルを消す [1265J 

IRS-232Cポートの割り込みを許可 [1266J 

|キーボード、 RSポートからの割り込みをチェックする

-60-



VRAMのテキストと文字属性(アトリヒ・ュート)のペースアドレスは下表のとおりであり、

CRTの左上角を原点 (0. 0)として、オフセットアドレスは行位置 (0-24)X160 

+水平位置 (0-79)x2で計算される。例えば、本プログラムで用いたカーソルは、自の

アンダーラインであり、 (1 1 1 0 1 0 0 1) b = (E 9) hを、文字属性として直接VRA

Mに書き込んでいる。詳細は文献 (2)を審照されたい。

VRAMのアドレス(ペース値)

文字属性

7 

緑

=1 

テキス ト|アトリピュート

&hAOOO l&hA200 

&hA100 l&hA300 

6 5 4 3 

アンダ

赤 青 グラフ ーライ

=1 ン=1

2 

リバー

ス
. 

2. 4 ガページコレクション対策(関連行 128 1) 

。
プリン シーク

ク レット

=1 =0 

ガページコレクション対策としてFRE関数を用いているが、 N88-BAS1 C (86)と

N88一日本語BA S 1 C (8 6) (M SーDOS版)ではFRE関数の引き数の機能が異なる。

コンパイラの場合、 FRE(2)ではエラーが発生するので、 FRE(0)に変更する。

2. 5 ファイルディスクプリクタの変更(関連行 1440.1550.1610. 

1635.2191-2202) 

スタンドアロンのN88-BAS1 C (86)のファイル・ディスクリプタのドライブ指定は、

数字1. 2.・円であるが、 N88一日本語BA S 1 C (8 6 ) (M S -D 0 S版)では、アルフ

ァペット A. B.・円である。

なお、ファイル送受信の前にディスクのディレクトりを画面に表示するが、フロッピーディ

スクを挿入していない場合は、エラー処理ルーチンによりメッセージを表示して、復帰するよ

うに変更した。またMS-DOSコマンドモードに同様のファイル指定に関するワイルドカー

ドをサポートし、またテンプレート機能により、既入力のファイル指定と異なった部分のみを

入力すればよい。ファイル指定の例を以下に示す。[ ]内の文字は、すでに設定してあるフ
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ァイル・ディスクリプタでありドライブ名、ファイル名、拡張子のいずれか変更の必要がなけ

れば、空白により再入力が省略できる。

[寧.事]:A:. FOR 

[A:寧.FOR]: TSS事.

[A:TSS寧.FOR]:車:寧.

ドライブ名 :Aで拡張子がFORを表示

上記に加えファイル名がTSS*を表示

ドライブ名、ファイル名の指定を取り消して表示

2. 6 ファンクションキーの再設定(関連行 2501-2510) 

N88-BASIC (86)とN88一日本語BA S 1 C (8 6) (M S -D 0 S版)のワーク

エリアは異なる。従ってワークエリアからファンクションキーの情報を読み取り直接メモリー

に書き込む方法は、 BASICモードからMS-DOSモードに戻る時に暴走する。従って

KEY文によりファンクションキーの内容を再設定するように変更する。

2. 7 パグの訂正(関連行 2 0 0 0) 

文献(1)に掲載のインテリジェントTSSターミナル・プログラムでパグが発見されたの

で以下のように訂正する。

|IP B附)THBN RBTURN 

|IF馴 3)THBN FOR 1 = 1 TO 20 : NBXT 1 : GOTO州

1 250行でエラートラ'ップされた場合、ラベル*RSERRにジャンプし更に*RSOU

Tにジャンプすると、そこでエラーコードが3になり再び*RSERRにジャンプし無限ルー

プに陥る。そこでRETURNがエラーの原因にならないようにGOTOに変更する。また、

ファイル送信時にハンドシェイクのタイミングがあわず画面が乱れるのを防止するためFOR

ループをいれる。

2. 8 ボーレートの設定

SYSTEMコマンドによりN88一日本語BA S 1 C (8 6) (M S -D 0 S版)からMS

-DOSのコマンドモードに戻し、 SPEED.COMを実行し以下に示すようにパラメータ

を設定する。
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A)speed 

SPEED Version 2.0 

RS232C-0 2400 BITS -7 PARITY-EVBN STOP-l NONB 

3.モデム使用の感想

今回、本学情報処理センターよりモデムを借りだし、データ転送速度 240 0 bpsで、フ

ァイル(データセット)の送受信に使用したので、その使用感を述べる。

モデムは、コンピュータ側が扱うデジタル信号を電話回線が扱うアナログ信号に変換すると

いう基本的な機能は音響カプラと同じであるが、音響カプラが受話器からの音をデジタル信号

に変換してコンピュータに送るのに対して、モデムでは、パソコンに電話回線を直結すること

ができる。すなわち、電話回線のアナログ信号とコンピュータが援うデジタル信号とを音を介

在させることなく宜接変換するので、外部の騒音や振動などによる誤動作の確率は低減し、音

響カプラよりも高い転送速度が可能になるという特徴をもっている。

ここで、使用した機種構成は、つぎのとおりである。

モデム FACOM 1935HA全二重

(MODEM 2400) 

ノ守ソコン NEC製 PC-8801. PC-9801 

PC-9801 M2 

ディスク・ドライブ NEC製 PC-80S31. PC-8881 

テ'ィスプレイ (CRT) NEC製 PC-8050n，PC-8853 

プリンター EPSON製 MP-I00 m 

なお、ターミナル用ソフトウエアは、文献(1)、 (3 )および本報MS-DOS版{コン

パイラによる)を用いた。

これまでに、著者らは、音響カプラ(エプソン製 CP-20 データ転送速度 30 0 bps， 

RACAL製 V13412J1 2 0 0 bps)の使用経験があるが、セッション開設時、音響カプラへ

の受話器の密着などの煩わしさがあった。しかしモデムでは、発信音の後、データボタンを押

下するだけでよく、その操作性は、はるかに音響カプラを凌いでいる。また、 RACAL製音

響カプラ(12 0 0 bps)でしばしば起こっていた開設時の不通状態もモデムでは一切なく、

その信頼性は、数段に向上している。

今回使用した転送速度240Obps (F ACOM1935HA)の場合、 30 0 bps (エプソン製CP

-20)に見られるような一行の表示が、数文字ずっかたまってパラパラと表示されるようなこ

63-



とはなく、あたかも一行同時に出画するように思われるほど高速である。その高速度受信によ

るパソコン側での読み落としは、受信データをCRTに表示するのみの場合、 PC9801及

びPC8801のスタンドアロン版 (BAS 1 Cインタプリタ)およびMS-DOSコンパイ

ラ版では、現在までは発生していない。

ところが、データを受信しながら、続いてディスケットに書き込む場合、 CRTのスクリー

ン上では、改行コード以前のデータの途中で改行するなど、スクリーンが乱れることがある。

これは、ディスケット上の空領域の物理的配置にも依存するのであろうが、ディスク・ドライ

プのヘッドがシークしデータを書き込む問、パソコンのCPUはデータ表示に関する仕事を行

っていないようなのでこのような現象が発生すると考えられる。ただし、これはスクリーン上

だけの事であって、実際にディスケットに書き込まれたデータには何の欠落も無く問題はない

ことが確認された。この点に関しては、文献 (4)などのRAMディスクの援用により解決で

きることも確認した。

一方、 MS-DOS上のBASICインタプリタ版のTSSプログラムの場合、以上の問題

に加えて、ファイル送信時にも問題があることが判明した。データの送信に先立ち、ホストか

らの行番号を受信するプロトコルを採用しているが、これがMS-DOSのインタプリタ版で

はうまくいかない。より高速なコンパイラ販では、送信時に問題になるようなことは起きてい

ない。

また使用したプリンターの仕様は、印字速度 100CPS (普通文字)、改行時間約200ms/ 

行であるが、このプリンターを、データ受信しながら使用した場合、約4-5行を印字した後

データを読み落としたり、最悪の場合はハングアップして、パソコン側で linebuffer over 

flowを起こし、セッションを中断してしまうこともあった。これを避けるためには、 online 

で使用するさいは、プリンタにバッファを持たせることが一案として考えられる。

以上が24 0 0 bpsモデムの使用感であるが、特にプリンターの同時使用を考えなければ、

セッション開設時の操作性の向上や、送受信の高速化、文字化けなどの誤動作の消滅などがみ

られ、パソコンを用いたTSSインテリジェントターミナルの利用者にとって、非常に有益な

ものであると思われる。今後は、モデムの低価格化が切望される。

最後に、本学情報処理センターの今回のシステム拡張に伴い、カナコードのサポートに関し

て変更があったので配しておく。

READYモードで、

SETCODE 1 (KANA) D(JIS) 

を入力の後、作成するデータセット名が ABC. FORTの場合、

EDIT ABC問RT位.l.S

と入力すると、これ以降カナがサポートされる。
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4) おわりに

本報告は、とりあえず、パソコン上でFORTRANプログラムを開発するが、先ざきでは、

プログラムの配列変数などの仕様拡張をしたいという希望をもっユーザーのために役立つ目的

で発表したものである。本プログラムを利用されたいとお考えの方は、著者までご一報くださ

れば、プログラムソースに限り、フロッピィディスケット (8インチ. 5インチ2HDまたは

2DDに限る)で提供が可能である。

参考文献

(1)金丸. iPC-9800TSSインテリジェントターミナル用プログラムJ.

センターレポート，第4号 (983).

(2)藤田，幸田. iPC-Techknow9800J.システムソフト.

(3)清木，芳本. iPC8800/PC8000シリーズによるテキスト編集および、

TSSインテリジェントターミナルのためのプログラムJ.

センターレポート.第3号(198-2).

(4)松沼. iRAM-D 1 SKJ.アスキー..8 -1 2 (1 9 8 4) . 
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表1 P(，-9BOυ用TSS7口ケラム(ヘI~ミ -DOS版 1

1000 'F 1 LE q~1E : "T':>S・B8門S"
1010 ' TS$ lni仔11i;刊n十Terminalb九， P(，-DROl ( T5$-98 ) 
1 020 ' ¥e r. 1. 0 (‘82.8.30 ) [ Proヌralhmドdb¥ ¥. SE I "1 & T. YOSH I叶ilTI)for 
PC8801 & PC8001J 
1025 ' Vpr. ~.O ( 'R~. 8. 1 ) [ Rewritb干nby K.k:\ 'J E河~I(l fり1・p(・9阪11J 
102G・¥('1'.2.1 (・83.10.26) [ CSR BLINh &ト10¥Eis stJpported for 1100 
bpsJ 
1027 .~ ¥er. 3.0 (~85. . ) [ '1S・f)(IS¥ERぢ!ON] 
1028 REM $FILE.3 
(同時にオーブよJずるブアイんの教を設定する。)

1029 DEFlq '¥-l 
1030 CLEAR 1000:w I OTH 80.20:CÍI~SI)LE 0.20.1.1:可事=

本孝章 1032・10380elefie本家客
(B 1 0 Sコールによるカーソル点j域は行わない。〉

1040 OPEN "co門:E72¥5"時都3: f門事="Fnnnn/P:¥5SwρR[)": 8=1 • (B=1‘E72XS 圃・>300 or 
1200 bps. B=0.E71XS-・>300 bps) 
1050 COLOR 7:PRINT CHR$(12):"ま本主主主 Pぐ-9801:T5S Intel I igent Terminal f例、 P;¥CO内
向・36Q 将林f':PR I NT nB( 5): "TEL. (主主将〉 ・・・>1200 bps (材料-将将) -・ゥ 2~00
bps":PRINT 
1060 COLOR 2:PRINT ，. BREAK :G-x "::COLOR 7:PRINT" ==> "::COUJR 3:PRI~T "T55 5e 
ssion Auto Start "::COLOR 7:PRINT " ( LO~ON TSS Fnnnn/P;¥SSWORO )" 
1070 COLOR 6:PRINT " Ret.urn key ==> "::COLOR S:PRINT "T55 Session Manua! Start 
"::仁OLOR7:PRINT "( BREAk-ー-LOGONTS5 fnnnn )" 
1080 ' 
1090 '.¥LTO・TSS:BREAK ==> T5Sぢession~uto 5tart 
1100 B$=INKEV$:OEF SEG=&H.¥OOO: IF B$=CHR$(I2H) THEN POKE &HIEO.ASC(可"):flLT 制:~2.
&H3f:BEEP:POKE &HIEO.O:FOR T=O TO 500:NEXT:OlT &Ha2.&H37 
1110 IF B$=CHR$(I3) THEN GOSUB将BEEP:門事="PLEASELO(~UN TSS!":GOT(I 11;:)0 
1120 If LOC(3) THEN SS=LOC(3):崎=INPUT$(5S.#3):LF=INSTR(時.(¥1附(10)) 
1130 IF LF THEN COLOR 7:PRI~T:PRINT:PRI~T <<ST~RT:"::(OLUR 5:PRI~T "しnc.o~ TSS ": 
BEEP:PRI~T 尊:3."LOGON TSS "+FM$ ELSE 1100 

幸孝章 1140 Delete 孝章本
(トライブ名の指定ば [2191-2202Jで行う。〉
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118C (I:IUW 1: PR I 'T "I)PP'; -FS: f・31":: COLOR 5: PR I NT " F'S ":: COLOR 7: PR I NT "韓010
-・. . 
1 H10 (OU~IR 1: PR I 'lT "P~D: G-γ:LOCUE s5.18:COLOR 7:PRINT "L-EDT: "̂::LOC¥TE 0.1 
1200 (JI¥SI)LE 2.1 s.I .1 : (";('SUB 宇FI<E¥，:COLOR7:PRINT:PRINT 門事."(": TI門E$:")"
12JO 
1211れEY(1) O~:KEv (2) n~:kEY (3) ON:ON KEY GOSUB本Fkl.*F'K2.*F'K3
1212 ' 
1213 ON (0内心1汚ls主RSOUT
(C(I竹加を消す。〉

1214 ' 
1220 LP=O: Fl=O: F'2=0: F'R=O: F'S=O: (L=7 : OV$='''': f'ANOE事 ='f*~象"
(トライフ名、ファイル名、拡張子の初期設定。〉

12:m 
1240ま!山EV' '1 ~I\ ROtT l~E 
1250 t)¥j ERROR (;OTIJ *RSERR 
12fiO 
1261 O)!時STuP
1262 DEtSEG=制A却。
12s3 ~DR = CSRLIN宇&H40+POS(O)宇島村2
1264 .POKC. .AOR.&HE9 :刊R1:: 1TO 20 :NEXTl 

1265 POkE i¥DR.&HEl 
iお8ぐの付加
(RSポートの割り込みを禁止し、現在位置にカーソルを 1回点滅し、
RSボートの割り込みを許可する。〉
1270 IF FS THEN GOSUB本F'SEND
1280 (OLOR 5:B$=I~kEY事
(('SBL%(5)…USRO(O)を消す。)

1281Tl !=PRE(O) 
(引き数をOにすニ5o強制的lこガヘーージコレクシヨンを行う。〉

1285 IF B事=".. THE¥ GOTO本INKE¥'
1290 IF B$>="a刊 :¥NDB$<="2" THE¥ B$=(HR$(~SC(B$)-32):GOFI 1330 'small chr ==> 
C.¥P. CHR 
1300 !F B$=CHR$(R) THE¥ PRI~T 尊3.CHR$(8):: PRI'lT CHR$(29):" ":開R$(29)::GOTO128 
o '[BS] ~、 E\'
130;5 I F B$=CHR$(94) THE'l B$="":(~OSUB 本LEDT '^:  L -EDT 
1310 IF B事=CHR$(I29)THEN 帥="":GOSUBまBRE品 'G-x
t:~20 I F B事=(・HI¥$(241)THE¥本ENDS '(;-y :end of TSS 
1 ~125 I F B$=>刊R$(28)以[)B$=<CHR事(31)OR B事=刊R$(127)THEN B$='''':GOTO *INkEγ〈・.
・>.(:P/DOWN.[DEL]keys arf' not a¥ai lable. 
1326 IF B$ =刊R$(創的 THEN附附総.CHR事伶HO)....:.PRfNT.CHR事〈遊間):OOTO削機EY

'RET 
(キ十リ、ソヰ・リ勺ーシをサポートするようにする。〉

1 :<lO I F B$<>.... THE¥ PR IヘTB$: :PRI¥T書3.B$:
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1340 (;rIT(1 :f: I ¥ K.EY 
1350 
1360 キBRE~h
1370 (0門STOP:DEF SE(~ =&H:¥OOO ['1.，1、E制FOO.:¥Stて":f:"):BEEP: C¥.IJSF尊1.1:lIlT~4:L.&H 
3F: FR$=....: FS$=....: F 1 =0: F2=0: FR=O: FS=O: (1=7 
1 :380 GOSlB 2270: GCISI'B 2:330: kE¥ 2. "flP~ -FR": kEY 3.汁IPト FS":\=pnS(O):V=CSRLI~
1390 LOCUE O.I:PRINT SP~(E$(80):U:i(-\T E R .18:PRI町TSP:¥CE$(20)::LOC:¥TE¥. ¥ :O('T & 
H32.&H37:POKE &HFOO.O:CO門 n~:RETURN

1-100 • 
1410本UPENFR'(OPEN FR$ FnR OUTPUT :¥S制)
1420 1 F FS THE~ RETl!RN 
1430 ON ERROR GuTO 1500:\=POS(o):y=rSRLi ~:UU' -\T E 11.18:COLOR 7:F'RI¥T "宇":: l.I"IC:¥TE 
X.Y 
144000$08粉PR
(ヂィレクトりを表示。〉

1450 ('OLOR G: FR$='''': PR 1 NT ，.主主主 File Name to Rerpi¥ρ 株主"..仁PL(IR7: 1 NPUT FR$:X$= 
FR$:GOSUB本FLCHK:FR$=X$:IF BF THEt¥ GOSUs:f:SBEEP:COLOR 2:PRI¥T "1 Ilegal File ~ame! 
":GOTO 1450 
1460 1 F FR$='''' THEN GOSUBキSBEEP:り)LOR2:PRINT "*主主 Cance11 ed 科卒...¥=prIS(O):¥=( 
SRLlN:LonTE 12.18:PRINT" "::LOC-HE ¥.V:GOTO 1;:;10 
1470 IF FR$=FS$ THE¥ GOSl.!B本SBEEP:COLOR3:PR1NT ..主主本 Fi le Name "::COLOR 4:PRINT F 
R$::COLOR 3:PRI~T " alreadv Used! 宇字本":GOTO14;>0 
1480 OPEN FR$ FOR OUTPUT ~S 韓 1:Fl=1 :CL=u:COSlB 2270 
1490 X=POS(O):V=仁SRLIN:LOCATE25.1:rflLOR 7:PRINT "(":F附:"〉":KEV2."FR-off":
LO(，~TE 12.18:PRINT " "::L((~TE X.Y:Gr~o 1510 
1500 IF ERL=1480 THEN GOSUB本SBEEP:COLOR 2: PR 1 ~T "Ahnorma 1 F i 1 e Name! ERR "i(i. =": 
:COLOR 6:PRINT ERR:RESUME 1450 
1510 ON ERROR GOTO O:RETURN 
1:120 ' 
1530本(1阿¥F'S'(OPEN FS$ FnR INPUT :¥日韓2)
1540 ON ERROR GOTO 1630:\=POS(O):\=(SRLI':LOC~TE 19.18:COLOR 7:PRI~T "f'::LOC~TE 
X.V 
1550 GOSUB本DtR
(ディレクトリを表示。〉

1560 ぐOLOR4: F'S$="": PR 1 "JT ..主主主 Fi 1炉 、amト tυ sド刊111け1主付主キ ": :rnu市 7: 1、叩ptトTFち$:¥$=Fち事
: GOSUB 本F凡LCコ川HK:FS$=¥ $: 1 F sF THE"J (心1正;0附削S引lむ.!B主SBEEP:U内-IL'νいI:IR2: PR.I 、灯T"111 ρ χ al Fi 1 ぞ '¥ame叶!":G: 
OTO 1560 
1570 1 F FS$='''' TflEN (;OSUB主SBEEP:COLOR2:PR!¥r "キキ*(瓦ncpll仔d 孝章*";¥=P':iS(0) : V=( 
SRLI N : LOQTE 19.18: PRI NT ，. ": :LOCUE ¥. Y:心(iT(11例。
1580 IF' FS$=FR$ THEN GOSUB本SBEEP:COLOR3:PRI~T "字本意 Fi Iド ¥amt' 刊:: (0[j:R fi: Pk I ';T F 
R$: :ぐOLOR3: PR 1 q " a I read¥ l'忠円l! 本字f':(;(ITII 1 ;:i(jO 
1590 P= I NSTR( FS$ ，''''' 
1600 (j=INSTR(Fちsi."枠#")



1 () 10 0¥ ERROR GOTO I s30 f!PEN FS$ FflR 1ψLT .¥S帯2:F2=2:仁L=4:GnSl:B 2~~~~0 
(エサートラップの:/ャンブ先を設定する。)

ln20¥=Pt)ち(O'::V=(SRLI¥:Lt'C-¥TE 48. 1 : ct止OR7:PRI~T "(":FS$:")":KEY 3."FS-off": 
LuCUE Hl.l日:PRI¥T.. "::LOC.:¥TE X.V:COT(I.1640 
1 ß~~O I F ERR = 53 THE¥i (;t)SUBキSBEEP:C¥IUtR2:PRINT "Fi le not found ":RESliMf 1560 
(ERL = 1610を ERR= 53 ~こ変更す弓。〉

1640 (t~ ERROR (;OTO O:RETURN 
16;)0 • 

将宇 16EiO・1!1RO ( T S S -9 8の対応する行に同じ〉主将

1990本RSOLiT
2000 IF EuF(3) THEN F'ORI = 1TO 20 :NEXTI:ωifOt:tNKEV 
(ハンドシエイクのタイミングをとる。 J¥ゲを訂正する。〉

2010 SS=LOC(3) 
2013 .¥$=INPI.:T$(SS.尊3):IFFS THEN GOSUB本INSKF
2020 COLOR 7:PRI灯時:
2030 IF LP THEN LPRINT .:¥$: 
2035 NN=I~STR(時 .CHR$(O)):IF NN THEN A$=嶋+"" 
2040 IF FR THEN PRINT尊1..¥$: 
2050 GOTO 2000 
2060 ' 
2070宇RSERR
2080 IF ERR=23 THEN OUT &H32.&H3F:GOSUB主BRE.:¥K:RESUr-，E本INKEY
2090 RESlIME本RSlJL:T
2100 ' 
2110 F$='''': PR I NT尊3.:RT$=TIME$
2120本SBEEP
2130 BEEP 1 :FIiR T=O TO 50:~E'<T:BEEP O:FOR T=O TO 30:NEXT:RETURN 
2140 ' 
2150本TI川E
2HIO RT=¥-¥LC竹1[J$(RT$.7.2)):ST事=T川E$:ST=V.:¥L(竹I[J$(ST$， 7 • 2)): TI門E=ST-RT
2170 IF TIゐlE<OTHEN T 1竹E=TI刊E+sO
2180 RETlJR，-; 
2190 • 
2191本DIR
2192 ON ERROR G心TO2202 
2193PRINT "1叩ut"，-. .".仁:OLOR2 • PRI N1' "d i redòr'Y~'; :COLOR7t開fNT"tlle.'deS
cripf，er ["+O¥'$+FANOE$+"]: '~: 
2194 INPUT"'~. f'ANDEl$ : IF nNOf1$ ="" TttENGOT02198 
2引19侃5S史E吋引附lい{ぐ叶IN附附g併T怜R(F~附川N叩OE日1凶$.γ"…'勺:
4帆N[}ぼE日1同sι，S究E引ぐの): F主制NnEl凶事 = R則lGωHT鴻事(作F制B舵E1悶事ι.LぽEN(σFA附民B舵E日1時事)-SE酬F珂削fJ忙Cり):fr D~河章= "可ま杭:".THE
N 0¥事"，.
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2196 IF' RIGHT$(nNDE1$.D = "." THE~ F:¥NOEl$ =刊~mEl事+刊 IO$(F以flE$.INSTR(下知OE$.
，. .~')+1. LEN(F~NDEl$)) : (;OTO 2198 
2197 IF LEFT$(F制限1$. 1) = 'J." THEN F >¥N[lEl $ =句10$(F ;¥NOE$. 1 • I NSTR(F .\~OE$." .勺圃1)
+PANDEl$ : (;OTO 2197 
2198IFFANDEl$ <> m， THEN f~NDE$ = FA.NDEl事
21関 IP DV$ = ."，。員0¥$= "a:" OR 0¥'$="0¥:" THEN PR I NT :COLOR7: PR I NT "{)賢 I \'E-~":
COLOR 5:FILES吋:'f+fANDE$
2200 I F DV$ ='''' OR OV$= "b:" OR OV$ = "B:" THENPR I NT: COLOR 7 :PR I NT "OR I VE -B": 
COLOR 5:FILES "B:"+F-¥NOE事
220r.RETllRN 
2202 I F ERR =62 THEN COLOR 5 : PR 1 ~T '~D i sk off 1 j ne" : RES¥令1E~EXT 
〈ディスケットのチィ Lケトリを表示する。〉

2203 ' 
2205 *FKl 
2210 I F' LP=O THEN LP=l: KEY 1. "PR-on" EL.SE LP=O:ほVl."PR-off" 
2220 ('(門 STOP:COLOR 7: POKE &HB4.¥. -¥SC("*")本LP:X=POS(O):V=CSRLI、:Lfl(・.¥TE20.0:PRIヘT
LP:LOC:¥TE¥. Y : CfY1 ON: RETURN 

持本 2230・2437 ( T S S -9 8の対応する行に同仁)主将

2440本ENDS
2450 COLO現7 WIDTH 80.20:0N ERROR GnTO 0 
2460 PR I NT CHR$(l2)"TSS SESS I ON ENDED!" ."( ": T I河悶..， )" 
2490仁LOSE:CO河(lPP:KEV (lPF 
2500 GOSUB本SBEEP:GOSUB本SBEEP:rQ¥S0LE0.20.1、1
2501KEVl‘" load"+CsR$(制22)
2502民EV. 2. "aut.o" 
2503区EV3."事eit.o....，
2504 KEV4/Jtl ist~' 
2505. KEV . .5~"run叫C減収納(})
2506民EY 6. "save "+CH官事〈制22)
2507KEY 7!"ke~i" 
2508t<EV 8.uprint" 
25倒 kEV 9. :"edfl " 
2510l<Ev 10. "conl"+CHR$(&HO) 
〈ファンクシヨシキーの内容の再設定)

2520 E~D 'end ()f TSぢ -D穴 '~:-L10. :2fi ¥ Ek. :2. 1 
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1.はじめに

経済分野、経営分野、社会分野、医学・薬学・生物分野工学分野及び自然科学分野など社会

の至るところで様々な活動が行われ、その結果として、大量の情報が発生している。これらの

情報を記録したものがデータである。データを有効に活用する手段としてデータ解析がある。

データ解析は、主に統計手法などを用いてデータからより多くの情報を引き出すことを目的

としている。 ANALYSTはデータ解析を目的としたソフトウェアの一つである。

ANALYST(ANALYzer for STatistical data)は、統計情報の管理から各種集計や帳票

出力などの基本的な統計処理、多変量解析などの本格的な続計解析、さらには統計グラフ処理

までを行える統計データ処理パッケージで、会話処理、パッチ処理のいずれの処理形態でも利

用できるほか、日本語処理機能も備えている。またPLANNER (柔軟なリレーショナルデ

ータペースを核とした対話型エンドユーザ志向の計画管理情報システム)とのインタフェース、

F9450nのEPOCファミリとのデータ交換機能等も整備されている。

文、統計パッケージとして有名な"SPSS"や、 "BMDP"と比較し、 ANALYST

は項目(変数)を作成しての多様な集計が容易にでき "SAS"と同じような新しい機能(グ

ラフ出力機能)を有している。

2.適用分野

(1) 臨床データ処理

(2) 品質データ処理

抱)調査分析(アンケートデータ処理など)

3.特徴

(1) 会話形式による統計処理

端末を用いて会話形式で統計処理を行うことができる。また、大量のデータの処理を行う

場合には、会話形式と同一仕様のコマンドを用いてパッチ処理を行うことができる。

(却豊富なデータ処理機能

・データのチェック/修正/加工の一時処理

・集計/作表から統計解析まで幅広い統計処理

・統計データ処理への配慮..データを層別化した処理

欠測値に対する処理

多重回答データの処理
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(割統計グラフィックス

・円グラフ，棒グラフ，折れ線グラフ.散布図，立体棒グラフ，および多角形の作成

.回帰直線や t検定結果などの統計解析結果の付加

・グラフの保存と編集、グ:ラフの体裁修正

グラフィックス機能を応用すると回帰分析の予測結果や残撞など統計解析結果をグラフ

で表示することができる。

4.取り扱えるデータ

ANALYSTは図1に示すような素データ行列を取り扱う。

行列は、列方向にデータ項目をとり、行方向に各ケース(サンプル)をとった多項目のデ

ータである。 ANALYSTでは、データ項目を変教と呼ぴ一つのケースm個の変数のデ

ータ値から構成される。 m個のケースが集まって、一つの素データ行列を構成する。

図1 項目×ケースの素データ行列

項目 1 項目 2 …H ・H ・...・H ・.....・H・..項目m

ケー，::<-1

ゲース2

データ値

ケース a
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取り扱えるデータの型は数値で表現された数量データ(量的データ)と数値や文字で表現

された定性データ(質的データ)がある。

表1 データの統計的分類

データの種類 内 容 許される積算 ~J 

単に同質，異質の決定 同じ..性を持 性別

名義尺度
を行うために各目的に つ標本の数の 男… l

質
付けられた分煩を示す 集計 女…2

的
，....、 特性 職業など
定
性 大小関係のみが存在し 順位付けや順 満足度
的

て絶対的なf置が意味を 序統計量の計 満足…3、.〆 順序尺度
持。ていない特性 算 普通…2

不満… 1

大小関係が意味を持ち， 和，差をもと 温度
量 間隔尺度 しかも等間隔な目盛り にした統計量 (摂氏，章氏〕的
，園、 を持ラた特性 の計算
定
量
比率尺度

間隔尺度の佐賀の上に 加減乗除をも 身長，体重，
的

更に絶対的原点を持つ とにした統計 収入，絶対
) 

(距離尺度)
た特性 量の計算 温度
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5.データ処理機能

表2 データ処理機能一覧

句。

後能項目 後能概要

各種積算の組合せによるチ:&.??，修正

など

四則演算，関数演算(平方銀，対数

基 データ値のチ s 7 ? 指数などし条件式演算(大小比絞

と修正，演算後能 一致比較，論理演算)

本 同ーパターンのチ鼻ヲタや演算

多重回答データの形式変換

処 文字，数値データのコード化

理
データのソート 複数のキーによるデータのソート

データの表示と
データの定義内容の表示

条件検索と倹索データの備の表示
7..イル出力

条件検索したデータのBCD7..イル出力

平均，標単偏差.1:大.1:小などの基本

基本統計と簡易作図
統計量の計算

散布図の作成

集 各ケースの2次元プロフト

計
クロス表の作成と検定

タ ロ ス 表

作
タロ ĵ統計衰の作成

表 基本集計衰の作成

テープル集計衰の作成

集 Z十 内訳図の作成
ヒストグラムの作成

グループHIJの統計量計算と 7..イル出力

重回帰分析(変数選沢法を含む)

判別分析( H 

多変量解析
因子分析(主因子法.1:尤法・直交闘

転・斜交回転)

主成分分析

正時喜納関分析

統 第I類.第II類(量質混合モデルの取

数量化理論
扱い可能)

計 第E類{葡:データの取扱い可能)

第 IV類

解 相関係数と偏相関係数の計算

変数間の関連分析 2分属性同士の連関係数の計算
析 順位相関係数の計算

汎用統計・検定表の作成

平均値の差の検定

検 定
分布の適合度の検定

対応のある変数聞のノンパラメトリタタ

検定

グループ聞のノンパラメトリタタ検定
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これらの機能はANALYST コマンドとして、図2、表3に示す様に用意されている。

(1)集計・作表サブシステム (ANALYST/TABULATE)

集計・作表サブシステムは、統計データの集計と作表が中心になっている。

Oクロス衰の作成と検定機能

クロス集計を行い、柔軟な形式でのクロス表の表示と χ植などによるクロス表の

検定を行う。

多重回答データの集計も行える。

但)統計解析サブシステム (ANAL Y ST/ ANAL Y Z E) 

統計解析サブシステムは、多変量解析、数量化理論などの統計解析処理が中心とな

っている。ただし、クラスター分析は処理機能の中にはない。

。数量化理論第I類

数量化理論第I類の分析処理を行う。

数量化理論第I類は外的基噌が数量の場合の質的データのモデル分析であり、量

的データの重回帰分析に対応する。

量質混合モデルを取り扱える拡張したアルゴリズムも備えている。

@平均値の差の検定

グループ別に各変数の平均値を計算し、それぞれのグループ間で平均値の差があ

るかどうかのt検定を行う。

多変数の平均値(ベクトル)をまとめて、各グループ聞で差があるかどうかのホ

テリングのT検定も行える。

@ノンパラメトリック検定(1)

対応のある変数閉の代表値の差の検定を行う。

符号検定、ウィルコクソンのT検定、フリードマンの2変数分散分析、ケンドー

ルの一致係教の検定機能を備えている。ノンパラメトリック検定のほかに t検定

も行える。

@ノンパラメトリック検定(劫

グループ閣の代表の差の検定を行う。

マン・ウイットニーのU検定、コルモゴロフ・スミルノフ検定、クラスカル・ウ

ォーリスのH検定の検定機能を備えている。
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侶)統計グラフサブシステム (ANALYST/GRAPH1 CS) 

統計グラフサブシステムは、グラフィックディスプレイ、 XYプロッ夕、日本語ラ

インプリンタなどへの統計グラフの出力が中心になっている。

。グラフ体裁の変更

グラフの体裁について、様々な変更が可能である。

1画面への複数グラフの表示、項目のソート、色や文字サイズの設定、タイトル

の設定、ハッチンクーパターンの設定、表示シンボルや線種の設定、スケーリング

の変更などのほか、細かいグラフ体裁の変更が薗面を見ながら行える。

。各種媒体への表示

F 9 430シリーズ、 Tektronix4010シリーズ、 F6653、F6

658などのグラフィックディスプレイへの表示が行える。

また、 XYプロッタへの出力や日本語ラインプリンタへの出力も可能である。

@グラフの保存

作成したグラフをデータバンクに保存しておくことができる。

@グラフの再表示

データバンクに保存したグラフを縮小、拡大したり、あるいは、複数のグラフを

画面上にレイアウトして表示することができる。

。補助機能

グラフ作成のための各種の補助機能を備えている。

ハードコピー、画面の消去、処理の一定時間の休止、ヘッディングやフッティン

グの定義などの機能がある。

体，) J EFオプション (ANALYST/JEF)

集計，作表処理に日本語処理機能を付加する。

@日本語情報の定義/入力

定義/入力が可能な日本語情報としては次のものがある。

a.ヘッディング及びフッティング

統計処理結果リスト中に印刷されるヘッディング及びフッティング

b. ラベル

変数やコード値に対する説明文

C.データ値

主に氏名などデータ識別用に利用する。

文字データと同じような扱いを受ける。
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日本語情報を定義/入力する方法として、次のような各種変換が使用できる。

• K 1 Sコード変換

.16進コード変換

-カタカナひらがな変換

-英数字カナコード変換

.JEF漢字コードの直接入力(日本語直定数)

-日本語ファイルによるコード変換

-日本語項目コード変換

。日本語による統計処理結果の表示

処理結果リストに、日本語のヘッデイング及びフッティングが印刷できるほか、

集計・作表処理、統計解析処理、統計グラフ処理では日本語による処理結果の表

示が行える。

ANALYST 

〕ア

l

タ

フ

会
話
/
バ

y

チ

処

理戸古河/':Jて

包エJ'・ 

JEFオプシ，ン

データの流れを示す.e・..:コマンド，結果表示，
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6. ANALYSTシステムと機能

ANALYSTはTSS環境下、あるいはパッチ環境下で使用でき、独立した各コマンド

処理プログラムからなる。

会話型 (TS S)でANALYSTを利用する場合は下記の通りにコマンドを入力する。

コマンド オ ~ フ ン ド

96ANA'LYST [BANK (データセット名)] [BNEWJ 

[MACRO (データセット名)] [MNEWJ 

(オペランド:BANK. MACROについては後述)

LOGON TSS F1234 S (2048) 

READY 

9-6ANALYST 

ANALYST_ 各種ANALYSTコマンド(図2.表3)入力

パッチでANANLYSTを利用する場合には下記のカタログドプロシジャを使用してジョ

ブ制御文を作成する。

1 7";-~:J.y~ -1 

A NALYST 

記号パラメ タ

//F1234A JOB . CLASS=F. REGION=2048K 

// EXEC ANALYST 
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ANALYST/BASEのコマンド対系図2

デ

{データ町チ~ ''1 'Jと修正と

恋敵変換}

ヂータ変換 2 守ンド

'f'-'定義コ守 y ド

TRANSコ噌ンド

P 

醤

処

本

{ヲ Tイル町切換え}

選

{メ yセージ町表示}

用

制l

御

REPEAT/TERMINATEコマノド

(データ法4島町縄返し処理}

(JIII臨答データ的形式的
官tl聾}

(データ変換同事隆行)

理

コ

." 

DATAINFOコマンド

ン

ド

コ

." 

ン

PRINTコマ y ド

OUTPUTコ守ンド

統

計

処

理

コ

マ

ン

ド
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表3 コマンド一覧(続く)

運用制御コマンド

組頬 ヨ守シド名 民 明 種煩 ヨマンド名 観 明

処埋全体に関するハヲメタや条件や
OPENDB 

PLANNERデータベースをオープ

制 SET 環境などの股定や変更走行うヨマ Y ンするヨマンド

3旬 ド
PLANNERデータベースを"ーコ CLOSEDB 

ーす END 金処理の終了を僧示するヨマンド ズするヨマンド

ン データパンタやマタロヲイプ，リな PLANNERデータベースからテー
ド
CHOFlLE どのdd名(アタセス名}を切9'"え

OETDB 
プルを入力する::r"'T~ド

PLANNER 
るョマンド

PLANNERデータベ-;<.ヘテープインタフ‘-;<. PUTDB 

OET 
データパンタからデータを入力する ヨ守ンド ルを出力するヨマンド

ヨマンド
PLANNERデータベース上のテー

データパンタにデータを保存するヨ
SHOWDB 

プル名の一覧を褒示するコマンド
PUT 

デ
マンド

PLANNER PLANNERのヨマンドを直後呼ぴ

データパ γタからIJUI:のデータを変 ヨマンドの呼出し 出すコマンド
タ MEROE 

It方向に併合して入力するヨマンド
，、 ANALYSTtI‘らデータをF9450-II

ン データパンタ泊・ら118:のデータをゲ IMPORT のEPOC形式のフ，イルに伝送する
タ COMBINE -)0.方向に館合して入力するョマν F9450・n ::1....:，-.... 

処 ド データ伝送
思 F9450nのEPOC形式のフ，イル
ヨ データパYタからこつのデータをキー

ヨマ.ンド
EXPORT をANALYSTに入力データとしてJOIN ，. に従，τ併合して入力するヨマνド i 伝送するコマンド

ン

ド OETLABEL 
データパンタb‘らラベル情舗を入力

してマージするヨマンド . 
PUTLABEL 

データパンクにラベル情報量保存す

る"....γ ド

DATABANK 
データパンタの維持管理走行うヨマ

ンド

マタ回呼出し マタロを呼び出すヨマンド
ー司F

F マタロ実行中にメ，ィヒージを表示す
ロ MESSAOE 
処 るヨマンド

埋 . 
ヨ
NOP 

マタロの中でザプコマ yド-f:ードを
ー司F

終了させるョマンド
ン
ド 守タ aの畳録や更折など，マタロ，
MACRO 

イプヲリの維持管思を行うヨマ γ ド

TSS(AIF) TSS (AIF)コマンドをANALYST

ヨ守ンドの呼出し の処理中に呼び出すョマンド

CONTENTS 
入力データの慨要を表示するヨマン

会

信
ド

処 LISTVAR 変数名のー貨を褒示するヨマ γド

埋
ラベルード館などの変数定JlII'I支 LISTINFO 

媛 織を表示するコマンド

ヨ

ー司F
DISPLAY データ値を表示するヨマンド

ン 結果出力量制末かホストItIUIのプ
ド CHOLIST 

H ンタに切り~えるコマンド

WAIT 繍末を待ち状1i!Iにするヨマンド

ERASE 端末の画舗を構去するヨマンド

y;<.ト編集 HEAD へ，ヂィンFを編集するヨマンド

"...ンド FOOT フ，テ<'/9'を.~するヨ守 ν ド
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データ基本処理コマンド 統計処理コマンド

.類 ヨ守ンド名 説 明 司自 煩 ヨマ γ ド名 税 明

DATA 
繍末，カード. 7..イルなどからデ

ータを入力するヨマンド
STAT 

平均，領構偏差などの釜本統計量を

計算するコマ γ ド

デ 入力済みのデータに.織末. ，旬ード

ADDVAR フ?イルなどから，新規変数のデー!
~ 

入 タを追加入力するヨマ y ド

l釜本統計
SCATTER 散布図を作成するヨ守 y ド

|処理コマンド

各ケサ21Xj&でプロ，トするヨ!
SPLOT 

マンド

力 入力済みのデータに.繍*.カード 1

コ
ADDCASE 7..イルなどから・新規ケーAのデ1

~ 

ン ータを追加入力するコマンド

ド
データカードの並びをチ晶， ?する j

CHECK 
コマンド

MCROSS F目見衰を作成するコマ y ド

集 CSTAT Fロ見統計衰を作成するコマンド
計
AOOREOATE 層別統計量を産出するヨマンド

作 FREQ 基本集計衰を作成するヨ守 y ド

デ 変数ラへル:2ード値.カテゴリ守Jラ;I 
LABEL ベルの変数定重量情報量定議するコ

F 
ンド

定
車量

各変散のデータ値の型や印刷書式を!ヨ TYPE 
ーす 定型車するコ守 Y ド

表

コ TFREQ テープル集計衰を作成するコマンド

"T FCHART 内訳図を作成するヨマ y ド
y 

ド HIST ロトグヲムを作成するコマンド l 
MIIIST 鉱張ヒ見トグラムを作成するコマy ドi

ン
ド RENAMEVAR 変数名を変更するョマンド

REORES 軍回帰分析を行うコマンド

四則演..関数S圏第.条件主主演貨を
DISCRIM 判1I1J分析を行う=マンド

'l'RANS 組み合わせて データのh ，pfi
修正や変換を行うヨマンド

FACTOR 因子分析を行うコマンド 1 

PCA 主成分分析を行うヨマンド
も

多量の変量生や定般に闘するfiIJ-"指pi i 
デ REPEAT/ ーンの変換処理を行うために

TERMINATE TRANSコマンドの繰返し処理を
~ 示するコマ Y ド

変
多量図答データの形式の変換を行う:

換 MTRANS コマンド

CANCORR 正僧相関分析を行うコマンド

統 QUANT 1 
数畳{担論第I鎮の分析を行うコマ!
ンド 2 

計 QUANT2 
数量イじ理諭第E須の分折を行うコマ!
ンド

t 

コ

~ 
TRANS :2~ンド. REPEATコマャ

ン ，，~'. MTRANSーはどで術i
ド CONVERT 

示されたデータ変換を実際に実行す

るヨマンド(データ変換の実行は統

数.化理論第 E類の分析を行うョ，
QUANT3 解

マY ド

QUANT4 
数1量化理論第N績の分析を行うコ b

析 マンド

1十処埋コマンドの中でも自動的に行

われるl; コ CORR 
相関係数.偏相関係数を計算するヨ!

マンド

SORT データをソートするコマンド BINOM 連関係費止を計算するコマンド
"7 

データ健かm ての異なる文字列!
CODE (:叉は数値)を抽出し，コード化を

行う 2マンド

防ータの
o:激組のデータ値(文字列}をコー

コードイt MCODE ド化して.多重回答形式データを自

RANKCORR 順位相関係数を計算するコマンド ! 

汎用統計・検定書更を作成するヨマ:1':， 
ン GTEST 

ド

MEANTEST 平均値の差を倹定する:2"7ンドド
ヨマンド

動的に作成するコマンド FITTEST 分布の適合度を検定するコマ Y ド i 

NCODE 
数値データを区間に分割して.コー

ド化を行うコマンド
NONPARl 

対応のある変数聞の/:/パヲメトリ i
ヲダ検定を行うコマ y ド

DATAINFO 
ラベルやコード値などの変数定重量情

L Vltaーカタコ表マ示ンド

報を表示するコマンド

PRINT データ値を表示するコマ Y ド

OUTPUT データ値をフ?イルに出力するコマ1
yド

NONPAR2 
グループ間のノンパラメトリ， ?検1
定を行うコマンド

‘ 
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コマンド呼び出し順序の基本形

(ジ・プ制御文 } 1': 
1'SS (AIF)ヨマ yド 』
よるANALYS1'の起動

ータ入力
ー『申申ーーーーーーー唱ーー「ーーーーーー---ーー一一 ー・曲一

OE1'コマYド IDA-Yド JADDVARコマYド
文は ADDCASEコマゾ

(……l COMBINEコマゾド
JOINコマYド
OE1'DBコマ γ ド

L 
ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーJ

データ変換
『ーーーーーーー ーー・ー・圃ーー-・田園同軸.岨ー~

LABELコマソド
(JLABELコマYド)
1'YPEヨマYド

tt 
1'RANSコマンド 返
REPEA1'/1'ERMINA1'Eコマ γ ド し

M1'RANSコマYド
CODE コマ yド
MCODEコマ yド
NCODEコマYド

ーーーーーーー『ー ーーーーーーー司ーー」 線

返

し

各統計処浬ヨマYド
各グラフ作成コマンド

及ぴ

PU1'ョマンド
PUTDBコマ γ ド
DISPLAYコマ γ ド
DA1'AINFOコマ γ ド
PRIN1'コマ γ ド
OUTPUTコマゾド

ENDコマ γ ド
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グラフィックスコマンド

種類 コマンド名 説 明
2阿

グラフィ ，!I;<'ORAPH1CS 
グラフィ，タス処J!(の環境を股定す'

るコマンド
.環境Il!:定

コマンド ORAPHEND 
グラフイヲタス処J!Iの環境を解除す。

るコマソド

P1E 円グラフを作成するコマンド

BAR 修F予フを作成するコマンド

OPL01' 
折線Fラフ，散布図を作成するヨ守

コマンド ンド

BLOCK 立体爆グラフを作成するコ守ンド

S1'AR 多角形グラフを作成するヨマンド

OSET 
Fラフの体毅の設定や変更を行う 2
守"~. 

グラフのへヲディングを定売する 2

iグラフ作成
OHEAD 

マンド

徳助コマ OFOOT 
FラフのフヲティンFを定売するコ

ソド マンド

OED11' 
データバングに保存したFラフをレ
イアウトして再表示するコマンド

NLP 
グラフの日本語ラインプリ y タ出力

モードを設定するコマ γ ド

種類 コマ γド名 説 明

JHEAD 
日本語のヘッディ"/?"を編集するコ

マ γド

日本語情報 JFOOT 
日本語の7 フティ Yグを編集するヨ

Î カヨマYド
マYド

日本語の変数ラベル， ヨ』ド値，日

JLABEL 本語のカテゴリラベルの変数定器1宵

報を定義するコマYド

日本語処理支援コマンド



7.使用方法

使用方法について下記の頗に説明していく。

① データの準備

② ANALYSTシステムへのデータの入力と定義

@データのパンク

④ 多重回答

⑤ マクロ機能について

(1)データの準備

データの構成

ANALYSTで取り扱うデータは図lのような縦方向にケース、横方向に変数がと

られた長方形型のデータであり、素行列と呼ぶ。

|データのコード化

統計データの中には、質的データと量的データがあり質的データはあらかじめ

ANALYSTに入力前にコンビュータに入力できるような形にコード化しておく必要

がある。

例「男J.. . 1 

「女J.. . 2 

但し、コードは必ずしも数値ばかりでなく、文字値を用いてもよい。入力データの制

限値はIタイプで7ケタ以下、文字タイプでは4文字以下の制限がある。

|データの作成

コード化したデータを、 ANALYSTIこ入力するためには、端末を使いテキスト編

集エディタにより 80欄イメージのデータファイルを作成したり、直接ANALYST

起動中にデータを入力する方法がある。

ANALYSTデータの編成

固定形式(各変数をどのケースにおいても一定の欄に作成，各ケースは必ず新たな

行からつくる)
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自由形式(変数の順序及び個数が対応していれば各ケースにおいて変数のデータ値

を任意の位置に記述各データ値は空白、コンマペ "を用いてもよい。

ケースとケースの聞は終了記号"/"が必要)

|ファイルデータ

既存にファイル上に作成されているデータも入力することが出来る。

データ値はEBCDICコードデータのほか各種の内部表現形式データも取り扱え

るのでデータの編成形式さえ守られて入れば、 FORTRAN.COBOL. PL 

/1などで作成したファイルを直接入力することが出来る。

データの内部表現固定小数点データ

浮動小数点データ

パック 10進データ

(2) ANALYSTシステムへのデータの入力と定義

!データ入力

データファイル(利用者ファイル、端末より作成)からの入力

データバンクからの入力(データパンクについては後述)

Eヨ
」

l利何事......l

1ヲ vィ，..

BCDファイル
FORTRAN，<イナ，ヲ，イル
COBOL作底"77イル
PL/l作11t."77イル

ANALYST 
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円
プ
一

DATAコマンドにより、以下に示す入力媒体、ファイルからデータを入力すること

が出来る。

カード入力

データファイル. BCDファイル

FORTRANノイイナリファイ Jレ

COBOL作成ファイル

PL/I作成ファイル

他パッケージで作成したファイル.. . SDAファイル

クロスセクションファイル

READY 

%ANALYST 

ANALYST ♀ムエム

DATA. . .. (DATAサブコマンド入力)

DATAコマンドは各種機能をサブコマンドに分割している。

表4 DATAコマンドのサブコマンド一覧

+ブコマ Y ド 機 能

INPUT データ入力の媒体指定

VARIABL.E 入力データの変数名の定義

FORMAT 入力データのデータ形式の指定

READ データ入力開始の指示

TRANS. 基本的なデータ変喚の指示

REPEAT*/ 
データ変換の繰返し処理の指示

TERMINATE* 

MTRANS* 多重回答データの変換指示

LABEL* 変数情報の定義

TYPE* 変数の型と印刷書式の定義

LISTVAR* 変数名一覧の表示

LISTINFO事 変数情報の表示
」
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(3) データパンク

データパンクは、 ANALYSTのデータ変換コマンドでさまざまの処理を施された入

力データとその定義情報(データ定義コマンドで定義した情報)を保存・管理することが

でき、また統計処理コマンドの統計処理結果の一部も保存・管理することが出来る。

データバンクの機能データの保存

|データの保存

データの取り出しと編集

データの管理

データバンクへのデータの保存(出力)としては、入力して加工編集されたデータのPUT

コマンドによる保存や一部の統計処理コマンドでの処理結果の保存などがある。また、このほ

かに特殊なものとして、グラフの保存もある。

データバンクに保存出力する変数やケースを選択することも、サプコマンドで指示すること

により可能である。

例えば.A. B. Cの3変数を保存する場合には次のように指示する。

PUT CUSTOMBR 

SBLBCT A B C 
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lデータバンク作成例
(ABANK. DATAのメンバJOBKENSU)へ素データの57桁目のデータを読みデータパンク

加工して保存

素データ
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図4

READY 

腿腿BANK (AB油NKDATA) 勉幽JJ.S1.

ANALYST DATA NAME(JOBKENSU1.. . .. . .. . . .① 

DATA油国L崎liR.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .② 

DATA '1ARrABLE CLASs...... • •..• • • •..• .③ 
DATA LABEL CLASS='JOB KENSU'(A='A JOB'/B='B JOB'/C='C JOB'/日='0JOB'/ー

品fi....④E='E JOB'/F='F JOB'/H='H JOB'/L='L 

DATA EORMAT PIXED('(SfiX.A1. ?7~X)' l....⑤ 

DATA腿All

ANALYST flUT JOBKENSIL.............. .⑥ 

説明

DATAのメンバクラス情報の出力先としてデータパンクABANK.① 

JOBKENSUUを割り当てる。

素データは利用者ファイルである。② 

読み込むデータの変数名はCLASSと定義して⑤で指定される形式で入力する。③ 

変数CLASSに対して、 JOBKENSUという変数ラベルをつけ、ジョブクラス④ 

JOBというカテゴリラペL JOB. B JOB. A-L にそれぞれA

-88-

ルを定義する。

素データを入力する形式⑤ 



⑥データパンクABANK.DATAのメンバJOBKENSUヘデータを加工し保存

する.

|データの取り出し

データバンクからのデータの取り出しは、保存しているデータをそのままの形で取り出

す"GETコマンド"による取り出しと複数のデータを連結/併合しながら取り出す

"COMBINEコマンド"、 "MERGEコマンド"および"JOINコマンド"によ

る取り出しがある。

また、いったん取り曲されたデータに対しては、データ変換やデータ定義による再編集

が行えるほか、ケースや変数の追加という編集処理も行える。

"CUSTOMER"というデータ名のデータを入力するためには、次のような

GETコマンドを与えるだけでよい。

|GBT CUSTOMBR 

まず、ケースの連結を行いながらデータ入力を行うコマンドとして、 COMBINEコ

マンドがある。

同ーの変数を持つ複数のデータがケース方向に結合されるわけである。

結合するデータのデータ名をXl， X2. ・・・・、 X9とすると、

COMBINEコマンドで次のように指定すればよい。

|COMBINB Xl X2 ..•• X8 X9 

次に、変数の併合を行いながらデータ入力を行うコマンドとして、 MERGEコマン

ドがある。

対応する同一個数のケースを持つ複数のデータが変数方向に結合される。

結合するデータのデータ名をYl， Y2. ・・・・.Y7とすると、 MERGEコマ

ンドで次のように指定すればよい。

|M附 ylY2 ••• Y6 Y7 

次に、同じキ一変数値を持つケースどうしを一つのケースにまとめ二つのデータを併

合して入力を行うコマンドとして、 JOINコマンドがある。
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この例では変数Aがキ一変数であり、その値が等しいケースどうしを結合している。

対応のないケースは対応のない部分に欠測値を詰めている。

併合するデータのデータ名がZ1. Z 2とすると、 JOINコマンドで次のように指

定すればよい。

文、パンクどおしの処理だけでなく、ケースや変数のデータの追加も行うことができ

る。そのコマンドが"ADDVAR及びADDCASEコマンド"である。

lデータの管理
データバンク上のデータを管理するために、次のような機能を用意している。

・データパンクのアンロード(退避保存)

・データパンクのロード(復元入力)

・データ(メンバ)の削除

・データバンクの圧縮

・データ名(メンバ名)の変更

・データ(メンバ)一覧の表示

.データ管理情報の表示

これらの機能のためのコマンドとして、 "DATABANKコマンド"がある。

各機能は、 DATABANKコマンドのサプコマンドで処理されるようになっている。

例えば、データ名"CUSTOMER"のデータを削除し、データパンクのデータ名一覧

を表示し、データパンクの圧縮を行う処理は、次のようなDATABANKコマンド及び

サブコマンドを与えればよい。

DATABANK 

DBLBTB CUSTOMBR 

LISTD 

CONDBNSB 
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(4) 多重回答について

アンケート調査などでよく用いられる質問の形式として、多重回答式(多肢選択式、マル

チアンサーとも呼ばれる)の質問がある。

この形式の質問によるデータは、 ANALYSTで通常使用するデータとは、かなり違っ

た形をしており、 ANALYSTにおいても、特別の取り扱いをしなければならない。

ANALYSTでは、 2つの形式で多重回答に対応できる。一つはダミー変数であり、他

方は多重回答用変数である。どちらの変数形式でも一貫した統計処理に適応可能であるが、

処理の性格によっては適合・不適合が考えられるので、 MTRANSコマンドを用いて形式

の相互変換を行うとよい。

オペランド

MULTI 

DUMMY 
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侶) マクロ機能について

ANALYSTでは利用者がコマンドを入力する手続きを簡略化できるようにコマンドの

マクロ化の機能を備えている。マクロとは任意のコマンドの並びをーまとめにしたものであ

り、これをマクロライブラリに登録しておけば、自由に何度でも呼び出して使用することが

出来る。マクロライブラリは1レコード80バイトの区分データセットであり、メンバ名を

マクロ名として使用する。 ANALYSTのマクロライブラリは通常の一般的な区分編成フ

ァイルであり、 TSSのエデッタ (ED1 Tコマンド)またはPFDエデッタで取り扱うこ

とができる。 ANALYSTのMACROコマンドでもEDITコマンドにより、エディタ

を呼び出し、マクロの更新処理を行うことができる。

t.lACRO 
BDIT AAMAC 

エディタのサブコマンドで更新を行う

BND SAVB 

lマクロ機能を使ったデータパンクの作成例
くマクロ名 :PUTBANKの内容>

DATA NAt.lB(JOBKBNSU) 

INPUT USBR 

VARIABLB CLASS 

LABBL CLASS='JDB KBNSU'(A='A JOB'/B='B JOB'/C='C JOB'/D='D JOB'/一

B='B JOB'/F='F JOB'/H='H JOB'/L='L JOB') 

FORMAT FIXBD(' (56X. Al. 273X) ') 

RBAD 

PUT JOBKBNSU 

以上のサブコマンドを%ANALYSTコマンドのMACROコマンド"PUTBANK"として使用する。
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〈マクロ名"PUTBANK"を使い素データのデータパンクへの出力〉

出ANALYSTコマンドを使い素データをデータパンクに出力し保存する。

(棄データ:TOKEI.DATA.データパンク:ABANK.DATA.マクロ名:AMAKURO.DATA) 

説明

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

@ 

READY 

ALLOC F(MYDATA) DA(TOKEI_ DATA) SHRL..............................① 

READY 

覧ANALYSTBANK(ABANK DATA) BNHW MACRO(AMACRO 貼且1... . . . . ... . . . . . . .② 

ANALYST DATABANK----ABANK. DATA 

ANALYST MACRO LIBRARY ---AMACRO. DATA..............................③ 

ANALYST START VI0/LI0 

ANALYST出血幽仕一

1 VARIABLES WILL BE INPUT WITH SPECIFIED FORMAT. 

1 CARDS (RE印RDS)WILL BE READ PER CASE. EFECTIVE CASES .... 4952..④ 

DATA (JOBKENSU) HAS BEEN PUT ON DATA BANK.....・・・・・・・・・・・・.........⑤ 

ANALYST幽且.......................... .................... .................... .........⑥ 

ANALYST END VI0/LI0 

READY 

素データTOKE1. DATAをDD名MYDATAで割り付けておく。この場合D

D名のMYDATAは固定である。

データノインクとしてABANK.DATA、マクロライブラリとして MACRO. 

DATAを指定する。・データパンクを新たに作成する場合はBNEWパラメータを指

定し既存の場合は省略する。

あらかじめ作成したMACROコマンドPUTBANKの実行で素データをデータパ

ンクに加工して保存する。

読み込まれた有効データ数 (49 5 2個)のメッセージ

データパンクへのデータの保存を確認するメッセージ

統計処理を終了する。
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|パッチ使用例

① データバンクおよびマクロライブラリイを新規に作成して実行、また入力する素デー

タ (MYDATA. DAT A)を指定する。
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8.具体的データ処理例の紹介

富士通提供の統計処理ノfッケージANALYSTを使って、保健管理センターの健康診断フ

ァイルをデータ処理し、簡単な提作で基本統計処理、及び検索結果のグラフ化ができるなど有

益な結果が得られたので、ここに紹介したい。

ANALYSTによる統計処理を行う場合は、まず素データを加工して、 ANALYSTの

データパンクに登録する必要がある。今回使用した素データは、健康診断ファイルで、レコー

ド長435バイト、全データ項目数320で、ファイルレイアウトは、図lのようになってい

る。以下、その登録処理をノもyチで行う方法を説明する。

項

flに4141体 44145
診| 籍| 年

目

年|

日ιi〆名 度|次 長 重

図1.素数沢一タ(健康診断ファイル)

(1)ジョブ制御文

//PnnnnA JOB. CLASS=C .................・・・・・・・・・・・・・・・・・・①

// EXEC ANALYST 

//MYDATA DD DSN=Pnnnn. REPORT59. DATA. DISP=SHR ......・・・・②

//BANK DD DSNニPnnnn.BANK. DATA. DISP=(NEW. CATLG).・・・・・・・・③

// SPACE=(6144. (20.20.10))， UNIT=PUB. 

// DCB=(LRECL=6140. BLKSIZE=6144. RECPM=VBS) 

//MACRO DD DSN=Pnnnn. MACRO. DATA. DISP=SHR・・・・・・・・・・・・・・・・④

//SYSIN DD車

/車

// 

HOKEN •••••••••••••••••• ...............・・・・・・・・・・・・・・・⑤

PUT HOKEN .........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・@
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① Fnnnnは、課題番号で各ユーザが設定すればよい。

② ANALYST統計処理の入力データとなる素データ

③ ANALYSTデータパンクのデータセット名で区分データセットである。

④ 素データをどう加工するか、コマンドを処理の手順に従って並べたマクロライブラ

リで区分データセットである。

⑤ マクロライブラリのメンバ名

⑥ ANALYSTデータパンクFnnnn.BANK. DATAに登録するメンパ名

ジョブを実行させ、正常に終了(完了コードCD=OOOOまたは、 000心するまで、この処

理を繰り返す。処理が正常に終了したら次のコマンドでデータバンクが作成されている

か確認する。

READY 

L ISTDS BANK. DATA SP M 

Fnnnn. BANK. DATA 

ー-RECFM -LRECL -BLKSIZE -DSORG 

VBS 6140 6144 PO 

--VOLUMES --

PUB012 

ー-TOTAL ---EXT -ー-2NDARY -ー-EMPTY ---Dl R (ALLOC USflD) 

(TRK) (NO. ) (TRK) (TRK) (BLK) (BLK) 

18 2.  10 0 10 1 

ー-MEMBERS -ー

HOKEN------Fnnnn. BANK. DATAのメンバ名HOKENが確かに作成されている。

完了コードCD=0004のときは、データがないか、読み取り形式の不一致である。そ

の場合でもそのデータが欠測値となるだけで、処理は正常に終了したものと見なして

よい。

別の素データFnnnn.HOKEN60. DATAをANALYSTデータパンクFnnnn.KEN. DATAの

メンバ名KENSAとして新規に登録するときは、以下のようなジョブ制御文になる。
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//FnnnnA JOB. CLASS=C 

// BXBC ANALYST 

//MYDATA DD DSN=Fnnnn. HOKBN60. DATA. DISP=SHR 

//BANK DD DSN=Fnnnn. BANK. DATA. DISP=SHR 

//MACRO DD DSN=Fnnnn.MACRO. DATA. DISP=SHR 

//SYSIN DD事

/草

// 

HOKBN 

PUT KBNSA 

但し、マクロライブラリは、 Fnnnn.MACRO.DATAのメンバ名HOKBNを使用している。

( 2 )マクロライブラリFnnnn.MACRO.DATA(HOKBN)の作成方法

マクロとは、任意のコマンドの並びをーまとめにしたもので、これをマクロライブラリの

ーメンバ名で登録しておけば、自由に何回でも呼び出して使用できる。

例えば、 Fnnnn.MACRO.DATAは、マクロライブラリ名で、 HOKBNは、そのメンバ名である。

データ属性は、 1レコード80バイト、プロックサイズ3120バイトの区分データセットである。

次にTSSによる処理の例を示す。

TSSセッションを開設するため次のコマンドを入力する。

LOGON TSS Fnnnn S(20dR) 

PASSWORD? 

パスワードの入力

RBADY 

Edit MACRO. DATA(HOKBN) 

以下に示すマクロライブラリデータの入力を行う。
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このときのマクロライブラリのデータセット属性は、 lレコード80ノぜイト、ブロックサイズ

3120バイトにシステムによって自動的に指定される。

以下にマクロライブラリの具体例を示す。

DATA NAME(HOKEN)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①

INPUT USER'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・②

VARIABLE NEN GBAN1 SEX BIRT LENG WEIG BMAX BMIN TG TC HDLC WBC RBC 

HGB HCT HIMAN TCHDLC AI............・・・・・・・・・③

POMAT PIXED(' (2X. 211. 5X. 11. 11. 20X. 2P4.1. 37X， 213. 141X. 313. 9X. 213. 2P3.1.-

137X. P4. 1. 13. P3. 2) ')・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④

LABEL NEN=GAKUNEN(1=1NENJI/2=2NENJI/3=3NENJII 

4=4NENJI/)・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・・・・⑤

① データ入力の開始宣言

②入力するデータにNAMEオペランドで名前をつけておくとよい。但し、省略可能

③ 入力するデータはユーザファイルであることを指示。

ユーザファイルは、この場合Pnnnn.REPORT59. DATAで、 DD名がMYDATAで割り付けられる。

変数名の定義をする。使用できる文字は、 8文字以内の英数字、カナ名である。

④ 入力するデータ形式を指定するために用いる。データ形式は、 PORTRANのPORMAT文と同一

の記述法で入力書式を記述して指定する。

⑤変数情報の定義をする。カテゴリ変数は、必ずこのコマンドで全コード値を定義しておく。

この場合、 NEN:変数名 GAKUNEN:変数ラベル 1. 2. 3. 4. 5. 6:コード値 NENJI:カテゴリ

ラベルである。
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読み込んだデータをある区間で区切り、コード化するためには、繰り返し処理をする

REPEAT/TERMINATEコマンド及び変数変換を行うTRANSコマンドを使用する。

例えば、身長150cm以下の人はLENGCODE=1、150cm以上155.0個以下の人はLENGCODE=2、・・・・・・・、

身長180.1cm以上の人はLENGCODE=8とコード化するには、

REPEAT 11=0.150.1.155.1.160.1.165.1.170.1.175.1.180.1/・・・・・・・・①

12=150.0.155.0.160.0.165.0.170.0.175.0.180.0.200.0/ 

13=1:8 

TRANS IF(LENG>=I1 AND LENG <=12} LENGCODE=I3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・②

TERMINATE......................・・③

LABEL LENGCODE='SHINTYOU BETU'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④

1=('UNDER 150.0 CM'/ 

2='150.1-155.0 CM'/ 

3='155.1-160.0 CM'/ 

4='160.1-165.0 CM'/ 

5='165.1-170.0 CM'/ 

6='170.1-175.0 CM'/ 

7='175.1-180.0 CM'/ 

8='180.1-200.0 CM'} 

の様に記述する。

① 縁り返し処理の開始を指示するとともに、繰り返し処理に用いる変数および定数を指定す

る。

②新しい変数LENGCODEにIF文の論理式を満足するようなコード値を代入する。 IF文の形式は、

FORTRANとほとんど同じである。

@ 操り返し処理の終了を指示。

④新しい変数LENGCODEにラベルをつけ、各コード値の意味の説明。

以下、同様にして各変数を定義し、最後に、 READサブコマンドでFnnnn.MACRO. DATA(HOKEN} 

は、完成である。
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(3) ANALYSTパッケージの活用の仕方

ANALYSTパッケージは多くの機能をもっており、その機能全部を説明することはでき

ないが、その中でも基本的な統計量を計算し、その結果をグラフ化してディスプレイに表示す

る機能について説明する。

まず TSSセションを開設する。

LOGON TSS Pnnnn S(?OdR) 

PASSWORD ? 

パスワードの入力

READY 

にれで準備完了)

次にANALYSTコマンドを入力する。

認ANALYSTBANK(BANK~ DATA) MACRO(MACRO~ DATA) 

ANALYST DATABANK............BANK. DATA 

ANALYST MACRO LIBRARY.......MACRO. DATA 

ANALYST START V10/L10 01/14/86 14:15:16 

システムからメッセージが表示され、 ANALYSTモードになる。このときディスプレイ

には rANALYST_Jと表示される。

まずANALYSTデ?タパンクFnnnn.BANK. DATAから、メンバ名HOK酬のパンクを指定する。

ANALYST_ GET HOKEN 

DATA(HOKEN) HAS BEEN GOT FROM DATA BANK 

ANALYST_ 

これでANALYSTを使う準備ができ、 STATコマンドで基本的な統計量の計算を行うこと

ができる。

STATコマンドで、計算できる統計量としては、和、平均、最小値、最大値、レンジ、標準偏

差、分散、標準誤差、尖度、査度、幾何平均、調和平均などである。
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例:身長(LENG)についてすべての統計量を計算する。

ANALYST_ m工ム幽a
STAT 0PTION ALL 

STAT 

VARIABしE LENG 

WHOLE CASES 
VALID CASES 
SUM 
問EAN
MINIMUM 
MAXIMUM 
RANGE 
STD. DEVIATION 
VARIANCE 
STD. ERROR 
KURTOSIS 
SKEWNESS 
POSITIVE CASES 
GEO阿ETRIC MEAN 
HAR阿ONIC 阿EAN

事事*

2824 
2025 
338354.201 
167.088 
142.300 
198.000 
55.700 
7.914 
62.631 
0.176 
2.652 
-0.234 
2025 
166.697 
166.721 

WHOLE CASES:総ケース数

SUM:和

VALID CASES:有効ケース数

MEAN:平均

MINIMUM:最小値

RANGE:レンジ

VARIANCE:標準誤差

SKEWNESS:歪度

GEOMETORIC MEAN:幾何平均
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MAXIMUM:最大値

STD. DEVIATION:標準偏差

KURTOSIS:尖度

POSITIVE CASES:正の値をもっケース数

HARMONIC MEAN:調和平均



例:身長(LENG)について基本統計量を、性別(SEX)に計算する。
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VARIABLE LENGCODE SHINTYOU BEU 
GROUPEO BY SEX SEI8ETU 

CATEGORY LA8EL TOTAL OTOKO ONNA 

WHOLE CASES 
VALlD CASES 
SUM 
阿EAN
MINI問U阿
MAXl阿U阿
RANGE 
STO. OEVIATION 
VARIANCE 
STD. ERROR 

2824 
2025 
9898.00 
4.89 
1.00 
8.00 
7.00 
1. 58 
2.51 
0.04 

1945 
1448 
8132.00 
5.62 
2.00 
8.00 
6.00 
1.12 
1.26 
0.03 

879 
577 
1766.00 
3.06 
1.00 
6.00 
5.00 
1.00 
0.99 
0.04 

*** 

(4)グラフ出力

ANALYSTには、数値データやカテゴリデータを集計して、結果を統計グラフとして各

種図形表示媒体 (NLP、WDS、GDP等)に出力する機能をもっている。

準備として、 ANALYSTモードでグラフィック環境設定のコマンドをキーインする必要が

ある。

ANALYST_ 鎚脱出血

以後グラフ作成コマンドが入力できる。グラフモードを終了したいときは、 GRAPHENDとキー

インすればよい。

但し、グラフ出力が出来るのは、センター内では、ワーフ。ロ端末のWDS(F6658) 

と特殊端末室に設置しているグラフィックディスプレイ GDP(F9434B、F9431C)

だけである。

グラフは、①散布図・折れ線グラフ (GPLOTコマンド)
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②棒グラフ(BARコマンド)

③円グラフ(PIEコマンド)

④多角形グラフ(STARコマンド)

⑤立体棒グラフ(BLOCKコマンド)

がある。

グラフ出力する場合、プロットシンボル、ハッチングパターンの選択、出力形態(例えば，昇

順、降順等)をどうするか、文各セグメントラベルの表示をどうするかなど、グラフ出力の体

裁を整える必要がある。そのためにグラフ体裁の変更コマンドとして、 GSETコマンド/サプコ

マンドが用意されている。ここではそのコマンドの詳しい説明は省略しますが、次に説明する

グラフ出力例では、単位を表示するため、 GRAPHICSモードにおいて、あらかじめ

GSET JUNIT (1) (単位 r人」と表示する)が入力されているものとする。
グラフ出力例を次に示す。尚、コマンド及びオペランドの詳細な内容については、

rANALYST/GRAPHICSコマンド説明書」を審照されたい。

①散布図・折れ糠グラフ

例:学部別(GAKUBU)を横軸、身長(LENG)を縦軸にして、平均値をプロットし、糠で結ぶ。
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②棒グラフ

例:体重別(WEIGCODE)の人数を性別(SEX)でグループ集計して、連立棒グラフを作成する。

ANALYST_ BAR WEIGCODE 

BAR_ QPTION GROUP(SEX) 

BAR_ 

TAI JYU BETU 

393人

246人
• 224人

184人
OVER 80. 1 KG 
75. 1-80. 0 KG 

円層1111
70. 1-75. 0 KG 

1111自国 11I!l11~" 60. 1-65. 0 KG 
55. 1-60. 0 KG 
50. 1-55. 0 KG 
45. 1-50. 0 KG 
UNDER 45. 0 KG 

OTOKO ONNA 
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例:体重別(WEIGCODE)の人数を性別(SEX)でグルーフ・集計して、積み上げ棒グラフを作成する。

ANALYST_ .BAR WBIGCODB 

BAR_ JlPTION GROUP (SEX) STACK 

BAR_ 

TAI JYU BETU 

80. 1 KG 
1-80. 0 KG 
1-'15. 0 KG 
1-'10.0 KG 
1-65. 0 KG 
1-60.0 KG 
1-55.0 KG 
Iτ50. 0 KG 
45. 0 KG 
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③円グラフ

例:身長別(LENGCODE)人数を性別(SEX)でグ、ループ集計して、 2つの単純円グラフを作成する。

ANALYST_ fIE LENGCODE 

PIE_ 日PTION GROUP{SEX1 

PIE_ 

SHINTYOU BEU 
グループ項目 :SEIBETU

OTOKO ONNA 

M
 

n
l
M
 

nu 
num 
au 
-l
 
E
w
m
人

5

5

 

・A内
ζ
弓

J

UNDER 150. 0 CM 
5.5% 
32人

160. 1-1 
65.0 CM 
12.自%
186人
160. 1-1 
65. 0 CM 
24.4% 
141人
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例:身長別(LENGCOOE)人数を性別(SEX)でグループ集計して、階層円グラフを作成する。

ANALYST PIE LIiNGCODIi 

PIE 0PTION GROUP(SEX) LEVEL 

PIE_ 

グループ項目 :SEIBETU

SHINTYOU BEU 

155. 1-160.0 CM 
11. 7% 
236人

150. 1-155.0 CM 
6. 3% 
127人

175. 1-180.0 CM 
11. 2% 
227人
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165. 1-170. 0 CM 
. 9% 
4人



④多角形グラフ

例:体重別(WEIGCODE)人数を性別(SEX)でグ、ループ集計して、レーダチャートで作成する。

ANALYSL .sTAR WEIGCODE 
STAR_ .0PTION RADAR GROUP(SEX) 

STAR_ 

TAI JYU BETU 
グループ項目 :SEIBETU

OTOKO 

OVl!R 
自且 1 KG 
25人

UNDl!R 
45. 0 KG 
I人 人

400 

'75. 1-80. 0 
KG 
53人

n
u
 

区
-w
広
1wい

人
-

A

噌

n
u
F
u
nヨ

5
k
l
 

300 

200 

100 
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n
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民
1
M
n
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い

人内
J

a
G
2
 

7
K
I
 

TAI JYU BETU 
グループ項目 :SEIBETU

ONNA 

OVl!R 
80. 1 KG 
O人

UNDl!R 
45. 0 KG 
110人 人

400 

300 

n
u
 

n
u
 
n
u
 
l
 
E
G
人

ワ
E
V
a
n
u

50. 1-55. 0 
KG 
184人

200 
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D
G
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t
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⑤立体棒グラフ

伊~:体重別 (WEIGCODE)人数と学部別(GAKUBU)人数を、性別(SBX)にクロス度数集計して立体棒グ

ラフを作成する。

ANALYST BLOCK GAKUBU/WBIGCODB 

BLOCK 0PTION GROUP(SEX) 

BLOCK_ 

グループ項目 :SEIBETU OTOKO 

グループ項目 :SEJBETU ONNA 



例:体重別(WEIGCODE)人数と学部!iJIJ(GAKUBU)人数を、性別(SEX)にクロス度数集計して立体棒グ

ラフを積み上げて作成する。

ANALYSL BLOCK GAIillBJJL附IGCODE

BLOCC IIPTION GROUP (SEX) STACK 

BLOCK_ 

グループ項目 :SEIBETU

ハU



9. :i>わりに

以上、 「統計処理パッケージANALYUSTJの概要である。

ANALYSTを用いて分析する場合iこは、次の4つのケースが考えられる。

①変数名、変数ラベル、カテゴリーラベルの定義、変数変換、欠測値指定、処理コマン

ド、データなどすべて会話型で逐次入力する。

②データ入力のみファイルから入力し、他は①と同様に会話型で逐次入力をする。

③変数名、変数ラペル、カテゴリーラベルの定義、変数変換、欠測値指定、処理コマン

ドなどをあらかじめテキスト絹集エディタ(英数字のみの場合EDITコマンド、日本

語も用いる場合PFD)で、データセットに作成しておき、それをANALYST独自

のMACRO機能として利用する。もちろん、データもファイルからの一括入力を行う。

④分析をパッチ処理で行うこととし、③とほぼ同様にテキスト編集エディタを用いて、

コントロールカードとしてエキスト編集エディタで作成し、 SUBMITする。

ただし、 ANALYSTで分析しなければならなくなるのは、ほとんどが変数やカテゴリ

ー値が多い場合である。その際、①、②のように会話型で逐次入力するのは事実上不可能で

ある。使用形態としては、特に最初の段階では③、④の形態が現実的である。

なお、 rANALYSTJの詳細な内容については、下記マニュアルを審考されたい。

一一一参考マニュアル一一一

FACOM OSN ANALYST解説(統計データ処理パッケージ)

FACOM OSN ANALYST/BASEコマンド説明書 {70AR082D

FACOM OSN ANんLYST/TABULATEコマンド説明書 (70AR0822)

FACOM OSN ANALYST/ANALYZEコマンド説明書、 (70AR0823)

FACOM OSN ANALYST/JEFコマンド説明書 (70AR0824)



5.センタ一概要

センターの目的

長崎大学情報処理センターは、学内共同利用施設として設置され、本学における研究、教育、

事務および図書館の各部門における情報を処理することを目的としています。

本センターの特徴は、通信回線によるコンビュータ・ネットワークを可能にする大型コンピ

ュータ・システムを、中Jむとして、 TS S (T i m e S h a r i n g S Y s t e m)処理、

パッチ処理ならびに学内および大学問コンビュータ・ネットワーク利用の各々の並列処理を行

っていることです。そして、センターでは、大学構成員全員にだれでも一人一人利用登録処理

を行った上で、センターのコンピュータ・システムを利用できるように心掛けています。

コンピュータ・システムの中心は、 FACOM M-360で、主記憶容量が16メガバイ

ト、補助記憶装置の磁気ディスク装置の容量が5352メガバイトで、現在センター内外に約

160台のTSS端末装置が接続されています。このシステムは、富士通の大型コンビュータ

・システムの最上位のオペレーティングシステムであるFACOM OSIV/F4 MSPで

運用されています。

本センターでは、利用者エリアに設置された装置を利用者自身が操作するオープン利用方式

をとっていて、 TSSによる処理が主体となっています。

センターの業務

(1) センターに属する電子計算機、その端末機器およびその他の設備の維持管理

ω教職員の学術研究のための計算処理
(3) 学内および大学問コンピュータネットワークに関すること

(4) 情報処理教育における計算機利用に関すること

(5) 附属図書館オンライン処理業務および学術情報ネットワークに関すること

(6) 学生関係の事務処理

(7) 情報処理手法に関する研究および指導



センター内システム構成
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ネットワークシステム構成

T55/RJE 
，・・・ー・・・・・・・・ 4・・・-ー・・・・ー・・・・・・、.

F A C OM 5-3500シ";-ム
1工学説 主le憧8MBティスク総容量471MBi 
! (tHfJ l¥DP: 2古 DP : 10古 PR : 5古 :9600bps
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九五i弘事t(ρP:日ー
L・一一一..._...一一...乙.Ii.:..1..:怠-. 
(_..，~"'_~ _~."L" DP :3台、
工学部(電気・電子以外)PR ~ 'i台

i 薬掌都 P C -8801 システム t 
、_.・ー・・・・・・ー・『ー司・ー・・ーーー._ __iJ200bps 

NMC:S本語ディスプレイ制御装置

MC ディスプレイ制御装置
WD  S :ワープロ端末装置

NDP:S本語ディスプレイ装置

DP ディスプレイ護軍

BGP:ピジ品、スグラフィックプリンタ笠置
OPR オフィスプリンタ装置
N P R : S本語プリンタ醤置
PR プりンタ麓置

NLP:日本語ラインプりンタ設置

MT 磁気テープ装置
CR カードリーダ

-114 

TSS/R.JE 

FACOM EDS-¥・
附属 システム

図書館主記怪 1MB
デ1"クtt容量146MB
D P : 3古 PR : 1古

TSS/RTE 
~_......-ーーーーーーーー------ー・・・・・.

FACOM EDS-Vシステム i 
l;事務局 主記世7郎防ディスク詑容量2但MB
;情報処理係 DP・3古 PR・1古 LP : 1古

96∞bps II.HV. .....~~lth N P R・1古MT:1古 CR : 1古!

F P D : 2富;

:三ßï.~IC二二士二二二τ二:
PANAFACOM U・1400システム i 

! 主包寵7鎚KBディスタ怠容量2幻MB
.'歯学部 DP : 10古 PR・4古 LP:1古 i 

9側 bps: MT : 1古 CR:1古 FP D : 2古
XYプロフタ:2古ディジタイザー:2古

R J E 
J--E・-----・・・・ーー・・ーー・ーーー----、

PANAF ACOM U-1300システム ! 
1医挙部 主記憶64KBディスタ総容量10M

24∞bps 附属病院 DP : 1古 LP・1古PTR/P:l古 i 

.....-..... -‘ 
-
、，
・・・---_.... 

F P D : 2古XYプDヲタ :1古 l 

利用者設置



大学問コンビュータネットワーク

大学問コンビュータネットワークは、パケット交換回線を介して

全国の大学、研究所等の計算機システムを相互に接続して、使い合

うことができるようにしたシステムです。この大学問コンピュータ

ネットワークサービスは、全国共同利用の7つの大型計算機センタ

ー(北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、

大阪大学、九州大学)で、昭和56年10月より開始されました。

本センターでは、昭和57年6月にパケット交換回線(通信速度

48キロ・ピット/秒)を使用して、大学聞コンビュータネットワ

ークに壷接加入し、その利用を開始しました。(ユーザ、機能)

そして昭和59年12月からは、この大学問コンピュータネット

ワークに加入している何処の大学の計算機システムのTSS端末か

らでも、本センターの計算機システムを利用できるようにしました。
ノ〆

(サーノぜ機能)

長崎大学情報処理センター

a 

東北大学大型計算機センター

筑i産大n術情報処理センター

l 

。

大学問コンビュータネットワークの利用目的

二シ 1.他大学の計算機システムでサービスしているデータペースの利用

2.他大学の計算機システムのソフトウェアやハードウェアの利用

3.コンビュータネットワークを介しての情報交換
tう

r p
h
u
 



ソフトウェア構成

OSIV/F4 MSP 

言語処理プログラム

一-FORTRAN77

JIS COBOL 

PL/I 

PASCAL 

ALGOL 

APL 

LISP 

EAS IC 
SL-I00 

アセンプラ

サービスプログラム

ソート・マージ

システム・ユーティリティ

ーリンケージエデ.ィタ・ローダ

データセット・ユーティリティ

立ユーティリティ

サービスエイド

P FD (対話型プログラム開発支援)

F SO (画面エディタ)

アプリケーションプログラム

機械翻訳処理関係

tATLAS-I 

ATLAS-ll 

日本語処理関係

FDMS 

ADJUST 

KUIN 

KING 

図形処理関係

GSL 

GSF 

PSL 

GRACE IV 

GRIP 

GRAPP 

情報検索関係

トーFAIRS

L-QUERY 

英文処理関係

ト-ATF

」ーROFF

統計関係

LANALYST 

数値計算ライブラリ

トーSSL

←-S S L 1I 



センター建物平面図

中央システム室

オープン入出力室

第ITSS端末室&講義室

教官研究室

2階

日本語端末室

事務室

1階

建物総面積

944 m' 
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情報処理センタ一端局一覧表

.!Jj!lJ[凶線

学部名 学科名 機 種
速度

利用開始日 備 考
bps 

医学部 附属病院
PANAFACOM 

2400 555. 5.20 RE5 U-1BOO 

工学部 屯気・電子工科ヰ FACOM S -B500 9600 S 60. 4. 1 ディスプレイ 20台

プリンター 6台

日本語ラインゲリンター l台

磁気テープ 1台

フロ・ノヒ己ディスク装置 1台

自留学部 歯科矯正学
PANAFACOM RE5. T55.ディスプレイ

9600 557. 5. 1 
U-1400 10台，プリンタ-4台

工学部 FACOM 95 ~6 9600 557. 4. 14 ディスプレイ10台(セノター設置3台)

プリンター 2台(セノター設置1台)

薬学部 PC 8801 1200 557. 12. 1B . 

事務局 経f宇都情報皇膿係 FACOM ED5-V 9600 558. 4. 20 
ディスプレイ8台

プリンター 1台

教養部 教務係 F6658A.F6656A 9600 558.-10. 18 
ディスプレイ 1台 センター

設置

プリンター 1台

RE5.TS5 

目指語 2台

附属調書館 FACOM ED5-V 9600 558. 10. 1 デFィスプレイ
センター

設 置
日本語

プリンター 1台

事務局 経理部 F6658A.F6656A 9600 560. 1. 5 引川十ンター
プリンター l台設 置

庶務部 F6658A.F6667A 9600 560. 1. 5 引山1「センター
プリンター l台設 出
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交換曲線

学部名 学科名 機 種 速bps度 利用開台日 備 考

教育学部 教育T:学センター NEC NP300 300 855. 2. 12 

工学部 電気工特ヰ ビクター VG470 300 855. 4. 1 

教育学部 教育工学センター FACOM 1513A 300 855. 4. 1 

工学部 道気工学科 タンディ TR8-80 300 855. 4. 1 

r学部 電子工学科 80RD M 22 3MARK ID 300 855. 7. 1 

教 j安部 心蝉' TR8--80 300 855. 5.20 

T 学部 電子1草科 80RD M202MARK BI 300 855. 6. 13 

r 学 ;~i\ 摘出工学科 NEC PC8001 300 855. 6.20 

工学部 機倣工特;~ NEC PC8001 300 855. 7. 10 

教護部 保似体育 NEC PC8001 300 855. 7. 21 

工学湖i機十点L学科 NEC PC8001 300 S 56. 1. 27 

歯学部 掛4矯E学 ソニーテクトロニクス4006 300 856. 1. 29 

学生自1¥ 入学主幹室 FACOM 9410 300 855. 4. 1 

教養部 統計学 NEC PC8001 300 856. 2.25 

薬学部 築学科 NEC PC8001 300 856. 4. 1 

医学部 公衆衛生学 NEC PC8001 300 856.10. 19 

T 学部 道気工学卒} NEC PC8001 300 856.12. 1 . 
工学部 機械工学第E 80RD M22 3MARK 11 300 856. 12. 14 

附属凶怠館 NEC PC8001 300 856.12.22 

工学部 電子.:r押;~ 80RD M22 3MARK 11 300 857. 2. 3 

]学部 道チ工学科 HORIZON BLAKBOX 300 857. 2. 3 

教育学部 工業伎術 NEC PC8801 300 857. 5.26 

了ー学部 機十府:学科 NEC PC8801 300 857. 6. 

医学部 第一内科 NEC PC8801 300 857. 6. 21 

歯学部 生f型 富士通 FM-8 300 S57. 7. 5 

工学部 電気工掌科 NEC PC8801 300 857. 11. 10 

工学 ffl¥電子工学科 NEC PC8801 300 857. 11. 26 

工学部 土木l学科 NEC PC9800 300 858. 2. 16 

工学部 機械工学第E NEC PC8801 300 858. 3.24 

経済学部 経営 NEC PC8801 1200 S58. 5.28 

工学部 電子工学科 富士通 FMll EX 300 858. 8. 1 

工学部 電気工空洋非 富士通 FMIIEX 300 S58. 8. 1 

工学部 機倣工学科 NEC PC8001 MKI 300 858. 7. 11 

了.学部 機械工学第E NEC PC8001 300 858. 9. 10 

箇学部 1:11陀解音l伴第I 1 F 8 0 0 MODEL 1 5 0 300 859. 8. 1 

工学部 機同工科ヰ NEC PC9801F3 300 860. 2. 8 

工学部 構造工学科 アイ電子測器 。i-M16 2400 860. 5.24 



学部名 学科名 機 種
速度

利用開台日 備
bps 

考

事務局 脂投部 F6658A.F6656A 9600 S60. 1. 5 日プレイ 1「センター
プリンター 1台設 置

学生部 F6658A.F6656A 9600 S60. 1. 5 がプレイ寸一
プリンター 1台設 置

教育学部 教務係 F6658A， F6656A 9600 S60. 1. 5 内スプレイ十ンター
プリンター 1台設 置

経原信桓) 学生係 F6658A. F6654D かプレイ 1「センター

(砂晩用) F6652C. F9526 
プリンター 1台設 置

F6667A 
ディスプレイ5台lM一
プリンター 1台設 置

医学部 用度係 F6658A.F6654D 9600 S60. 1. 5 
ディスプレイ1Tンター

(研究用) F6652C. F9526 
プリンター l台，設 i，YI 

F6667A 判別5台)センター
プリンター 1台設 置

. 
箇学部 庶務係 F6658A.F6654D 9600 S 60. 1. 5 

かプレイ 1台iu-

(研究用) F6652C.F9526 
プリンター 1台設 置

F6667A …レイ寸ω ー
プリンター 1台設 貿

薬学部 会計係 F6658A.F6656A 9600 S 60. .1. 5 
ディスプレイ 1台|センター

プリンター 1台設 前

工学部 庶務係 F6658A.F6656A 9600 S 60. 1. 5 デイ山1台iMー
プリンター l台設 i~ 

水産学部 庶務係 F6658A.F6656A 9600 S 60. 1. 5 ディスプレイ 1「センター

プリンター 1台設 問

附属図書館 管盟係 F6658A. F6656A 9600 S60. 1. 5 
円スプ1/11台|センター

プリンター l台設 i母

保健管埋
事務室 F6658A.F6656A 

デイ引 1台|センター
センター

9600 S 60. 1. 5 
プリンター 1台設 置
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6.端局紹介

工学部電気・電子工学科 アナログデータ処理システム

工学部電気・電子工学科

富安隆一 清木泰司

1.導入

昭和60年3月、電気電子教室にアナログデータ処理システム (FACOM 8-3500) 

が導入された。本システムは、オンライン接続された測定装置から与えられるデータを高速に

処理するとともに、各種データを総合的に活用して必要な情報を取り出すこと目的とするもの

であり、必要に応じてデータを演算処理、画像処理して、その結果をディスプレイ装置、カラ

ーグラフィック.ディスプレイ装置および日本語ラインプリンタ (NLP)等に出力すること

ができる。

本システム導入以前、すでに、センターと当電気電子教室の間を専用回線で接続し、 F95

2 6端末18台、プリンタ 5台が各研究室に配置されていたため、それらの端末が8-350

0とセンターの双方の端末として使用できること、さいうのがシステム導入時の条件の1つで

あった。システム導入にともない、その利用に関する諸規定が運営委員会のもとで定められ、

電気電子教室会融の承認を得て昭和60年4月から施行された。これにより、利用者は利用申

請手続きを経て、ユーザーコードおよびパスワードを登録することになった。

2. システム構成

システム構成図に示す通り、本システムの主記憶は8Mバイト、磁気ディスク容量は157

Mx4=628Mバイト(その約半分はシステムが占有)である。高速演算処理機構 (H8 P) 

により、数値計算に関しては、かなり高い処理能力をもっている。(センターの約半分の処理

能力)周辺機器として、磁気テープ装置、内蔵フロッピー装置、日本語ラインプリンタ (NL

P)が1台、日本語ディスプレイ端末2台(1台はシステムコンソール用としても使用)、そ

して、本システムの特徴であるアナログデータ処理のための各種インターフェースアダプタお

よびアナログ、操作パネルが接続されている。さらに、通信制御アダプタ (NCA)下に、カラ

ーグラフィックディスプレイ端末1台、パーソナルコンピュータF9450II(これはF66

5 0エミュレーターにより、日本語ディスプレイ端末としても使用できる) 1台、およびF9

506ディスプレイ制御装置下にF9 526端末、プリンタが接続されている。

システムコンソール (DCON)およびカラーグラフィック端末 (F9432B)を除くす

べての端末は、センターのT88端末としても使用できる。 8-3500側のT88端末のう

121~ 



ち、 F9432Bはラインモードのみの端末として使用される。システムコンソールはワーク

ステーションに切換えて、 TSS端末としても使用できる。

3.ソフトウェア

本システムは、 OV1 S/S (オーヴィス)というOS N/X8相当のOSを有する。 O

VIS下の処理形態として、インタラクティブ、パッチ、リアルタイム、トランザクションが

ある。 OVISの特徴は、制御言語 (CL)によるコマンド体系のもとで開発・実行および運

用管理を行ないうる、ということにある。現在インストールされているソフトウエアとして以

下のものがある。

1) FORTRAN77+SSLII 

2) P L/ 1、PASCAL、BASIC

3) T-GSP (会話型図形処理)、 GSP、KING

4) DS C、RJE、BTF

上記の3)は図形処理関係のソフトウエアであり、 NLPおよびグラフィック・ディスプレイ

端末への出力が可能である。 4)はセンターとの接続に関するソフトウェアで、 DSCはセン

ターとのTSS.RJEはリモートパッチジョブ(OV1 S領IJで作成したプログラムをセンタ

ー側でパッチ処理して、結果をOVIS側へ出力する)、そしてBTFはOVISとセンター

聞でファイル(ソースプログラム，データ，ロードモジ、ュール)の転送をそれぞれサポートし

ている。これらの機能により、ユーザーは目的に応じて、センターとOVISとを自由に使い

分けることができる。

またOVISはJEF (日本語処理機能)により、日本語を含むプログラムやデータの作成

・処理が可能である。 F6 6 5 0系のディスプレイ端末を使用すれば、コマンドのメニューや

メッセージが日本語で表示される。

4.開発・実行

すでに述べたように、 OVIS下の開発・実行のためのユーティリティは、すべてCLコマ

ンド体系として与えられている。ユーザーは先ず、このCLコマンドおよびCL制御文の使い

方を理解することが必要である。 CLコマンド群はCL制御文によりCLプロシジャとして記

述することができる。 CLプロシジャはインタラクティブでもパッチでも実行させることがで

きる。コンソールから直接CLコマンドを入力すればメニュー画面が表示され、そこで必要な

パラメータをフルスクリーンモードで入力し、実行させることができる。

OVIS下の開発・実行の条件として、各ユーザーによるライブラリの創成があげられる。

ユーザーは、ソースプログラム、 CL 1 S T (C Lプロシジャ)、ロードモジュール等の各々
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について、私用/共用、自動連結/非自動連結等の属性を持つライブラリを用意しなければな

らない。そのためのユーティリティはCLコマンドとして用意されており、ライブラリーの大

きさやメンバー数などの設定をユーザー自身の手で行なうことができる。その他、一般ファイ

ルやデータベースファイルの作成、割り当て、更新等のためのCLコマンドも用意されている。

プログラムの作成は、センターと同様、フルスクリーンモードの編集機能を持つPFDにより

行なう。作成したプログラムは、 FORTRANについては、センターと同様、エディットモ

ードでRUNさせることも可能である。 CLコマンドの多くがメニュー画面をもっているが、

これはOVISの特徴である表示ファイルを用いたものである。表示ファイルもライブラリ管

理下にあり、ユーザー独自の画面・印刷フォーマットを作成して、プログラム中の入出力ルー

チンに組み込むことができる。

その他、センターとは異なる多くの機能があるが、ユーザ‘ーがそれらを完全に使いこなすま

でには至っていない。

5. 利用状況

本システムを利用するには、ユーザーコードおよびパスワードの登録が必要である。現在

(6 O. 11. 1)、利用者登録数は47名であるが、 OVIS恒!とセンター側の双方の利用者が

混在しており、目的に応じて双方を使い分けているようである。センター側で開発したプログ

ラムのほとんどが、 OVIS側でも走るので(およびその逆も言える)、 RJEやBTFを利

用するユーザーも多い。

使用言語については、やはりFORTRANのユーザーが殆どであり、 OVIS側では特に、

GSPやKINGを併用してNLPへ図形出力させるという使い方が多い。その他、 PL/I

も一部のユーザで使用されている。

本システムの運用を開始してまだ半年余りであり、その問、システムの保守や調整のため、

その機能を十分に活用できなかったが、ユーザーも次第に本システムの使い方に慣れてきつつ

ある。

6. 運用状況

本システムの稼動時聞は9:00-17:00(平日)、 9:00-12:00(土)であ

る。パワースケジュール機能を持つので、電源切断だけを自動的に行なっている。

管理資格のあるユーザー (MANAGER)には、自動運転のためのCLコマンドが用意さ

れているので、 TSS停止、システムクローズ等の業務を予約ジョブで行なっている。その他、

RJEの出力結果を、ユーザーの一般ファイルへ転送することも、事象監視機能を使用したジ

ョブで行なっている。
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システムの変更や障害および開発したユーティリティの使用法等に関する情報をユーザーに

流すため、 ["" OVIS ReportJを発行している。システム利用に伴う課金情報は、

すべてSMFファイルに蓄積され、定期的にこれをMANAGERがMTにセーブしている。

7. 今後の計画

パーソナルコンピュータを介してセンターを利用しているユーザーも多いと思われるが、本

システムも将来、各研究室のパーソナルコンピュータとの接続により、センター-OVISー

パソコンというネットワークを形成し、それぞれのシステムの特徴を活かした複合的な利用形

態を考えている。

また、 OVISの日本語情報処理機能をさらに活用するため、日本語端末の増設も計画され

ている。

124-



H S P 

増設メモリ
4M 

バッテリー
サポート
オフ.ション

S --:3 5 0 0 システム梢JJ)t図

S-3500 OVIS/S 

基本メモリ
4M 

内政フロッピー

#007 

@j#J40 
@j#J4J 
@j#J42 
@j#J43 
F6414I( 
1 5 7 MX 4 

F 7 6 5 3八
#1 

F6652C 
# 0 1 4 

F6652C 
#020 

磁
気
デ
ィ
ス
ク
ユ

"'/ 

アナログ操作パネル

N

C

A

 
n
H
u
 

n
d
u
 

n
U
 
#
 

各
研
究
ペ
ム
ホ
端
末

02s 
カラーグラフィック端末

-125 



アナログデータ処理システム利用規程

(昭和60年 4月 1日規程第 1号)

(趣旨}

第l条 この規程は、アナログデータ処理システム(以下 rADシステム」という)の

利用について必要な事項を定めるものとする。

(運営委員会)

第2条運営委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

1.電気工学科・電子工学科の主任教接

2.電気工学科・電子工学科の情報処理委員
3.運用担当者

(利用の原則}

第3条 ADシステムは、学術研究・教育及び電気工学科・電子工学科の運営上必要な

業務のためにのみ利用することが出来るものとする.

(利用資格)

第4条 ADシステムを利用することが出来る者は、次のとおりとする。

1.電気工学科・電子工学科の教職員

2.電気工学科・電子工学科の大学院学生
3.電気工学科・電子工学科の学部学生白

4.そ白他教室会議が必要と認めた者

(利用の手続等)

第5条 ADシステムを利用しようとする者は、課題ごとに運営委員会が別に定める利

用申請書を運営委員会に提出し、その承認を受けなければならない。

2.運営委員会は、前項の利用の承認をしたときには、課題番号を付して申請者に
通知するものとする.

3.前項の課題番号の有効期間は1年以内とし、当該会計年度をこえることはでき

ない。

4.学生は、あらかじめ指導教官の承認を受けなければならない。

第6条 ADシステムの入出力装置の操作は、原則としてADシステムの利用を承認さ

れた者(以下「利用者」という)が行うものとする。

(利用の制限)

第7条利用者は、課題番号を当該課題に係る目的以外のために利用し、文は他人に使

用させてはならない。
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(ADシステム外の端局の設置)

第8条 ADシステム外端局 (ADシステムが設置する端局以外のものをいうo J?l下

「端局」という)を設置しようとする者は、運営委員会が別に定める設置承認申

請書を提出し、教室会議でその承認を受けなければならない。

2.端局の設置を承認したときは、運営委員会は端局番号を付して

申請者に通知するものとする。

3.端局を設置した者は、当該端局を廃止しようとする時、文は当該設置承認申請

書に記載した事項を変更しようとするときは、あらかじめ運営委員会と協穣しな

ければならない。

(利用の取消等}

第9条利用者がこの規程に違反し、又はADシステムの運営に重大な支障を生む刺せ

たときは、教室会議はその利用の承認を取消し、文はその利用を停止させること

カ唱できる。

{経費の負担)

第10条利用者は、当該利用に係る経費の一部を別表のとおり負担しなければならない.

2.前項の規程にかかわらず、教室会議が特に必要があると認めたときは、利用に

係る経費を負担させないことができる。

(補i事U)

第11条 この規程に定めるものの他、 ADシステムの利用に関して必要な事項は教室会

議が)JIJにさだめる。

寸夏目

しこの規程は、昭和60年 4月 1日から施行する。
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ワ.資料

センターニュース より

1. コンビュータネットワークにおけるRJEサーバの運用開始について (恥55) 

2. 大学問コンピュータネットワークにおけるTSSサーバの運用開始について

(No. 5 0) 

3. v. 2 2規格モデムによるTSSサービス (2400bps.1200bps)
開始について (No. 5 2) 

4. 利用者貸出機器について (No. 5 3) 

5. 文書処理システムODMの使用方法(2) 恥65) 

6. 英文清書システム(富士通ATF)について

7. TACライブラリについて

8. ジョブの状態表示について

9. 破気テープ用TSSコマンドについて

1 O. 私信メッセージの送信にコマンドについて

1 1. グラフィクテ・ィスプレイ装置の利用について

1 2. グラフィク端末におけるPFDコマンドの使用方法について

1 3. データセットの整理について

14. TSSデータセット(DSPRINT)の利用について

15. DSPRINTコマンドによる印刷依頼の状況表示について

1 6. 日本語文字(JEF漢字拡張漢字)の出力について

(No. 5 9) 

(No. 5 6) 

(No. 4 9) 

(No. 5 8) 

(No. 6 1) 

(No. 4 9) 

(NI且51)

(No. 5 0) 

(No. 4 9) 

(No. 5 3) 

(No. 5 0) 

1 7. 日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)への英小文字出力について(恥51)

1 8. 日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)へのカタカナ小文字出力について

1 9. オフィスプリンタ装置(OPR)の使用について

2 O. オフィスプリンタ装置 (0P R)への図形出力について
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1. コンビュータネットワークにおけるRJEサーバの運用開始について

大学問コンピュータネットワークにおいて、他大学の計算機センターのコンビュータシ

ステムより、本センターのシステムをRJEで利用するためのRJEサーバの運用を開始

しました。出張した場合や、共同研究における情報交換等に御利用下さい。

2. 大学問コンビュータネットワークにおけるTSSサーバの運用開始について

大学問コンビュータネットワークにおけるTSSサーパの運用を開始しました。

このTSSサーバ機能とは、大学問コンピュータネットワークに加入している他大学の

計算機システムのTSS端末から依頼されたジョブを、当センターの計算機シスムで処理

する機能のことです。従って、全国の各大学の計算機システムが、大学問コンピ品ータネ

ットワークに加入するならば、何処の大学の計算機システムのTSS端末からでも、当セ

ンターの計算機システムを利用することができます。現在は、全国共同利用の大型計算機

センターのTSS端末から当センターの計算機システムを利用することができます。他大

学に出張した場合や、他大学との共同研究における情報交換に大いに御利用下さい。

3. V. 2 2規格モデムによるTSSサービス (2400bps.f200bps)開始に

ついて

従来、交換回線の12 0 0 b p s端末についてはVADIC仕様の音響カプラによる利

用に限られていました。最近、国際標準v.22規格モデムが開発され相当安価に入手で

きるものもあります。

今後この方式のモデムによる交換回線の利用が主流となると思われますので4月1日よ

りCCITT-V.22準拠のモデム(2線式全2重)によるTTY手順 (24 0 0 

bps.120Qbps)TSSサービスを開始しています。
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なお、センター側のモデムは、富士通製のF1935HA(2400bps， 

1200bps)です。 12 0 0 b P sによる利用の場合には、富士通製F1931Hモ

デム (TTY手順、 NCU内蔵型)と、同等の仕様のものであれば接続可能ですが、購入

しでも接続できないというトラブルを避けるために. 2 2規格のモデムを購入される場合

には、センター研究開発室(内線22 39)に御相談下さい。

4.利用者貸出機器について

現在センターでは次の装置を、利用者に貸出していますので御利用下さい。

(1) v. 2 2規格モデム (2400/1200bps)…....・H ・.....・H ・.....・H ・-……4台

(2) 1200bps音響カプラーH ・H ・....・H ・............・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..3台

(3 )ポータブル端末装置 (OObps)・・ H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..........・H ・..2台

上記(1)， (2)はお手持ちのパーソナルコンビュータを、センターのコンピュータシ

ステムと電話で接続するための装置です。

5. 文書処理システムODMの使用法(2)

ニュースNo.6 1で文書処理システムODMの使用法の概要を説明しましたが、今回は

ODMで初めて文書を作成し、保存・印刷するまでの処理についてパネル画面を示しなが

ら説明します。
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使用法

READY 

ODM 

ODM手マンドを入力すると「文書処理システム初期パネルJ画面が表示される。

ーーーーーーーーーーーー〈 文書処哩システム初期パ本ル 〉ーー一ーーーーーーーーー
処理遺沢冨=> .Q. パスワード軍司〉

。属性定穣
l 文奮作成'
2 文書更続
3 既存文書の処理

4 メール受信
5 その他のIl飽

6 使用方法の鋭明
7 PFD 
X 終了

ユーザ lD-F9999 時車11-10:08 
- 弘用ライブラ 1)の鐙定.文奮処理システムの属性の定震

ー新規文書の作成・編集

ー 毘存文嘗の買事時

ー文11の表示印刷.削除.11写.移動.メール発11.
文書の取出し.文書f膏fII表示.文嘗情報変更
一 受信〆ール(個人宛.〆ールボックス鬼陽示筏}の処理

ー 文書の量o.文書情報一覧印刷.発信徳処理.

宛先リスト処理.印刷依繍取消し.受信状況隠m
- 文書処埋γステムの使用方法の説明

- PFDの呼出し
ー 文書処理システムの終了

手ム周ライブラリ :UNDEF1NED

'END'キーを仰すことにより.文・処理シZテムは終了する.

項目 rOJを選択し、 ENTERキーを押すと、 「属性定義パネル」画面が表示される。

由一ーーーーーーーーー一一一ーー< o首位定義 〉ーーーーーーーーーー一一ーーーーー
処理選択=富> 3 

l 繍束縛控 - ~嵩宋の特性を定穫する.

2 ログ/リスト ー ログ/リストデータセットに測するパラメタを2量定する
3 PF キー ー憎宋の247ァYタシ.;/キーの1Il絡を定議する
4 弘周ライブラリの段~
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項目 i3Jを選択し、 ENTERキーを押す。

ーーー一-ーーーー-ー一ー< 7ァYクションキーの定書量 〉ーーーーーーーーーーーー

儲宋における PFキーの&l旋を定義する.

HELP 
>RESET 
END 
>RETRY 
>SHOW 
CHANGE 
UP 
DOWN 
>EDIT 
>PDOWN 
>PUP 
CURSOR 

軍国〉

==> 
==> 
==> 
宮=>

==> 
畠=>

==> 
==> 
==> 
==> 
Z 冨〉

内
‘

uan-E

，、JW
何
倫
uw
舟
'
'
内

X
U
A
W
d・
内

H
U
a
-
-
の
J
M
内

a
d
a
n抽1

・L'
A
T
-
-
'
L
I
a
-
-
'
A
内

4
勾
'
h

。，U刊
〆
M

内

4

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
 

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
 

HELP 
>CALL 
END 
RETURN 
FIND 
CHANGE 
UP 
DOWN 
>FORMAT 
LEFT 
RIGHT 
CURSOR 

==> 
==> 
==> 
書置〉

==> 
==> 
==> 
==> 
==> 
:::::11=> 

==> 
==> 

内
U
1
L
内

L

'
A
内

4

句。
a
q
e
a
F
O
勾

I
n
a
内
ヨ

'
A
'
l
'
L

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
 

p
a
p
a
p

・P
‘
P
‘
p
a
p
a
p
a
p
ι
D且

p
a
p
-

ファンク γ ョンのUl娘空白にすれば省略時の値がとられる}
HELP END RETURN FIND 
DOWN LEFT RIGHT CURSOR 

UP 
PRINT 

>PUP 

CHANGE 
NOP 

==> P F L 0 例:

文は文書作成・更新.表示のコマンドを定義する.

>CMD. . .コマンド)

「属性定義パネル」画面までこのままのPFキーの定義でよければ、 EN.D(PF3)を押し、

U 
次に項目 i4Jを選択し、 ENTERキーを押す。

戻る。

量定成羽〉ーーーー一ー一一ー-ーー利用者院佐変更パネルーーーーー一一ーーーー-一ー〈

在凋ライブラリの綬定

• F9999. ODM. TEXT 
(完全修飾名指定.ただし・は除く}

===> 車様車弘用ライブラ 1)名

(TRK.省略笛 1 0 1 
(TRK.省略値 Sl
{省略値:1 01 

処理選沢===> .1 

l.新規制当ての時.よle本事事の応分に私用ライブラリ名をli君主
かつ必要な占以下を!量定

スベー;<.111当て(初期&l===> 
スベース111当て(J圏分畳)===> 
ディレヲトリブロ y ク~ ===> 

n
u
z
d
A
U
 

-

-

2. lL.周ライブラリの切り俗えの時.上自己**本の認分にそのライブラ 1):名
をi旨定

ず必み&で 「私用ライブラリ名」を入力し、初めてODMを使用する時には「私用ライブラ

リ」を新規割り当て(処理選択:1)にする必要がある。尚、この画面は、 ODMを使用する時に

は必ず処理しなければならない。画面右上に「設定成功」と表示されたならば正常処理が行われた

「文書処理システム初期パネルJまで戻す。ことを意味する。 ENDキー (PF 3)を押し、
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「文書処理システム初期パネル」で項目 flJを選択し、 ENTERキーを押す。

〉ー申ーーーーーーーー『ーー一一ー一鹿嶋定聾ーーーーーー-ーーーー一一一ー一一〈

'PFD. 'JDICTLIB ・=昌〉

量->

lItl吾(Jl本)
，マスワード

蹄司匝名

〉

〉=
=
 

=
=
 

.ll¥l喜{弘用}
dスワード

'PFD. KDICTLIs' 〉

〉=
=
 

=
=
 

==> 
置=>

司置〉

jJl署
パスワード

テキスト守クロ

ライブラリ名

メンパ名

パスワード

(1 :勤作

FDMS SAVE. AL L 
(1:本文 2 :局次 3 :索引}

2 (1:綱領 2 :肩書}
l' (1 :1量定あり 2 :指定なし}

2 :停止}置圃〉

==> 
=司〉

=-> 
==> 

文書データ

自動週遭慢縫

退l!ファイル名

対敏文If

表示形式

ページ形式

H
H
O
v
 

ENTERキーを押す。

==>0 
(6 iT 以上}
(1 0文字以よ)
(1:6LPI2:8LPI) 
(1:111 2:2fT 3:3fT) 
(j : 9ポ 2・12ポ 3: 1ポ}
(1: OPR 2: HNLP. NLPE 
(3: NLP 4: BGP. NPR) 
(5: NDP. WDS. BGD. IDP) 
(1 :有 2: I!R) 
(1 :標掴 2 :肱張)
(1:要 2 :不要)

〉ー-ーーーーーーーーーー一一一一一一ー

3:A54:B5) 
(42から 108) 
(1 0から 136) 

2:B4 

2 :慣}

(1 : A 4 
車 =>66
置噌>61 
(1 :縦

ページ形式

=->1 
定型用紙 ==>1 
非定型用紙回. . la (行数}

償(文字放}

方向 (A4またはB4) =-=> 1 
本文開始行 司曙>1
本文開始m ==>6 
段~ ==>1 
l 一段級
2 二段組.. • • 段間文字数
行致 事 =>54
一段当り文字数 ==>39 
行間隔 ==>1 
行送り間隅 ==>1 
文字の大暑さ ==>1 

滑奮タイプ ===>1 

ーーーーー-ー一ーー一ー一ーー一ー〈

式

1
2

形用紙

本文

=置>1 
=--> 1 
-=> 1 

実小文字単角

砲縫レベル

イメージ出力
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ENTERキーを押す。

〉・・・・・・---------------------

はから 9999)
< 1:有 2:祭}
〈γV附例00)

<HH例例55)

<16j筆致で入力3
<16進壁で入力〉
< 1:表君主 2:奔表示3
< 1:表示 2:非表示J

印刷条件

内
U
W

内
uw

，‘，‘ 
内

u
n
u

噌

h.，
，
.
，
‘
，
‘
，
E
・

噌

晶

、，、，、，、，，、，、，、，、，

=・・
2

2

a

・2
g

s
s

・-
=
a
-
a
s

z

g

g

a

z

-

-

2

2

 

号番
字

J
Y

文

-

換

{

干

ベ

置

文

始
剛
刷
付
刻
ス
倹
ジ

開
国

g
時
四
圏
直

7
-

付
釈
付
付
ベ
白
ラ
メ

割
注
割
劃
ス
空
グ
イ

-・・ーー・・ー・・・ーーー・・・・・・・・ー・・・ーーー・〈

置換文字の例

A1BO 
o A1FE 

A1BE 
A2A4 c. 5::1;; 

V 
ENTERキーを押すと、文書入力可能な画面になる。

文書名 テキスト入力待ち
コマンド==> 縫==> HALF 
(001) 入力モード 横目>HALF 
--------+---------10・ー-ー-ー・-+---噌.噌--噌20・・・・帽司・・・--ーーー----30・・・・・・・・・・・・・・・・・・ι

日
付
〉

φ 

この画面で、文書の作成を始めることができ、ローマ字、カタカナ文字をコマンド入力行に入力す

文書名 テ亭スト入力待ち
コマンド=..> NAGASAK! 

副長 =..> HALF 
<001l 入力モード 議日>HALF 
--ーー-+--・・司-ー・ー10----ーー・ー+・・ー・・・・ー-20・・ー・ー・・司令・・・・・・・・・30・・・・司---....--..._---・・4

る。

• 
ENTERキーを押すと変換される。

文書名 0001 ページ 移動量
コマンド==> 織==> HALF 
(001) 入力モード 演目>HALF 
・・・・ー・・ー・------~--10・・ー・----+--・ー-----20・・・・・・・-+ー・・・ー・ーー・ 30・・ーー----・ー・・・・ーー・・ 4

妄揖

+ 
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文書作成の詳細は、センタ一発行の「文書処理システムODMの使用法」を番照されたい。

文書作成を終了する時は、 ENDキー (PF 3)を押す。以下の画面が表示される。

〉ーーーー-ーーーーーーー一一一ーー

文奮の表示
私用・共用ライブラリへの保存

文也の〆ール発信

文笛の印刷

文書の再樋集

グラフ組込み処理

編集後処理ーーーーーーーーー一一ーーーーーー〈
処理選択置瞳> 1. 

表示

保存

〆ール発信

印刷

再編集

グラフ処理

.，E・
内
J
U
内
《

u

，A-
E
，
、
“
内
向
U

U 
「保存」する時は、項目 f2Jを選択し、 ENTERキーを押す。

ライブラリ1I定 〉ーーー一ーー一一ーーーー一一ーー〈-

〉
-

z

 ---
一
別-a
 

-
-
フ
-
ブ
-
d
l
 

-
z
?
 

弘周ライブラリ

共用ライブラリ2 

Z 耳〉

==> 
ライブラリ:名

文嘗タイプ

文嘗lo1UJll番号11l! ==> 
(釆入力のli会はシステムによ勺て割り付けられる.) 

~=> 直信11定

(来入力は 1)

{来入力は99999)
==> 
==> 

範回帰定{始繍}

(*i~) 

保存すべき文書は、私用ライブラリに登録するので flJを選択する。

ー一一ーー一一ー一一--ーーー〈 文革E!trfQ変更湿示
文嘗情報.

〉ーーー一一ーーーー一一一ーーー

」

{日本語)

85.05.25 
P 9999 
7177 "呈

〉

〉

〉

〉

〉

=
串
=
=
=

=
=
-
-
E
-
-

文寄名「

カナ文嘗名

作成日

所有者

」
保得朋隈

注択「

U 
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ENTERキーを押す(文書名は省略可)

文書名を入れる時は、本文の中でコマンドにより入力することができる。

(保存)と入力する。画面右上に「保存完了」と表示される。再び「編集後処理」画面に戻り f2J

文雪作成一一一一一一一一一一一・〈編集後処理〉・一一一一一・深存完ア
処芝選択日り2

存保の

理
へ

処

リ

み

-
7

込

プ

活

経

イ

義

一

の

ラ

ル

集

形

一
木
一
清
一
刷
織
歯

車
叫
共
メ
町
一
一
再
・

の
・
の
の
の
フ

害
肩
書
害
警
ラ

文
私
文
文
文
グ耳

目処形

沼

図

bπ

・

ル

集

フ

一
一
小
存
一
刷
編
ラ

麦
保
メ
町
一
丹
ク

守
-
-
『

d
'
a
，‘
q
d
a

。

(印刷)と入力し、 ENTERキーを押す。f4J 作成文書を印刷するときは、

文書作成一一一一一一一一一・2印刷出力先〉一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

Hl力先 ==z>2 
1 ~昔宋. .. .. . .. .... ~書交プリンタ名目吋 Lι87 文審議.8IJ番号:

~~ 2 -i:!:ンタ・・・・・・出力クラス ===>口 一一一一一一一一一一
'冒F

弓=- ・ 4炉ー・・・司令・・・・・・・・・・・・・・司令
印刷認数子ロ> 1 (1・255) I 1 ZZ_> 0 

ベー γ 復号iA ....一一一一一一一一一一一一一一..I I 2 a==) 0 
割付開始ベージ番号目=> 1 (1・9999) グ I:3目的 o
印刷ベージ筏盟 ( 1・9999) 1)レ 4......) 0 
開始::=:r) 1 終7==，，) 9999 I 5 ===> 0 

印刷文書形式===) 1 タ I6 ===> 0 
1 標古瞳 2 印刷時指定 I 7 -==> 0 

印刷方式==吋 I8 :::1_> 0 
1 パッチ 2 オンライン ・-ー・・+・・ー・・噌ー・ーーー・--・

ジョブ文指定(パッチ印刷方式野有効)
==・> //FOOll? J09 ，CLASS=F 
==-> 11* 
=.:a=> 112 
=-=) 11-

flJを指定し、端末プリンタ名==>の所にプ-出力先……プリンタ装置に出力させたい時は、

リンタ端末1Dを入力する。センター内の日本語ラインプリンタ装置 (NLP)に出

力する時は、出力先==>2を指定し、出力クラスDを入力する。

オンラインの2通りあるが、少量文書の時は、 2オンラインを使用2. -印刷方式…1.パッチ，

flパッチ」を指定した時は、パッチ処理が自動的に起動されるので、ジョブする。

る肘

H
H八
〉

作を文B
 
O
 

T
t
d
 

〉の定
属
国文
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H
V
 

ENTERキーを押す。

形式白書> 2 
1 定型肩書正 :2吋 (1:A4 

z非定型局経.......凝<f手 数) ===> 68 
横〈文字数】::=) SO 

方向( Aらまた:-:B4 ) === > 1 (1 :議長 2: ~員長}
本文明始行 ===>ι <t行 (NLP ， HNLP ， ~L?EIま 3行
::;;;;文開始好===)品 (1 Il庁以よ〉
段組===> t 
1 一食糧
2 二~組.. .. .. ...... .. .. ~是間文字数
行数 ===) 50 
-~当文字数目的刊
行間陽 電==) t 
行送り胡繍 ==.a) 
文字の大きさ ロ=> t 
文三日字明隔 日=> 1 

本文の配置形式白書> 1 
1 t用紙 1ページ
2 1用紙 Zベージ.....ベージ間文字数===)0 

文書作sx.----一一一一一一一・〈ベージ形式〉一一一一一一一ベージ文字数が用是正より大

2:94 3:"'5ι:B5 
半行間隔の倍致

用紙

以よ

'丹

-

-

の

司、，
h

・

-

何

回

r

.

，，、

-

F

H

w

-

m

F

 

-

S

0

・

pu

-

-

m

O

 

司
書
昆
.
、
，
、
，
‘
，
‘
、
，

一
日
一
行
」
巾
内
効

一

日

一

な

げ

M
寄

一

υ
一

}
3
3
3
み

.
t
-
1
円

-TJド
刊
の

こ
し
'
r
l
z
I

-
a

。，4
4
L
'
a
守
1

・

1
1
:
・・

」「一

2
2
2
Z
Z
は

以
{
干
円

-
T
H
S
忽

'T
文
札
，
H
r
v
変

パ
引
叩
じ
い
い
い
二

内

U、，

本文

(1定型用紙はOPRに出力する場合、-用紙形式には1定型用紙、 2非定型用紙の2通りがある。

NLPに出力する場合)NPR. 2非定型用紙はBGP.

-用紙を本文聞で、矛盾を生じないように値を設定する。もb値の設定ミスがあれば、 ENTER

キーを押した時、画面の右上にメッセージが表示される。

(注)
定型用紙の印刷方向

横長が

B dは

B 5 :ま

横長である.

可能である.

A 4 ， 
山富

祇支，

， A 5， 

用紙の型と出力形式

用紙
縦 横

6LPI 8LPI 7ポ 9ポ 12ポ

非定型用紙 30-72 30-9晶 136 109 68(90) 

A 相横E主長走 66 88 77 61 38 (51) 

4 45 60 110 88 55(73) 

:lE罵年桝z ι E B 縦横長長 81 108 95 76 47(63) 

4 57 76 131 104 6S (87) 

.A. 5 30 ムD 77 品1 38 (51) 

B 5 39 S2 95 76 47(63) 

る占のA
口

信
明の隔

司
JF--

困
w
t
l
{子印円υ

ワ
ι
.
/
 

ヲ
匂
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J

れ
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文
、
ゆ
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る
処
に

れ
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さ
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処
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で
に
ポ
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ハ
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ENTERキーを押す。

a.... 
KDP8001 REQUE5T 5TARTED， REQUE5T NUMBER 15 00439 

ENTERキーを押す。

.aa 
KDP8001 REQUE5T 5TARTED， REGUE5T NU門BER 15 0043守
KDP8011 REQUE5T ENDED， REQUEST NU阿BER 15 00439 

ピ!こJ

H
H八
V

す押をキR
 
E
 
T
 
N
 
E
 

「編集後処理」画面

…一 (PF 3)加。
|文書処理シ山初期パ川

…-(P F 3)加 O
ODM終了
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6. 英文清書システム(富士通ATF)について

英文清書システム (Advanced Text Formatter for 

sc ence)は、 TSS処理のもとで、英論文の作成・清書出力を行うシステムです。

文章ばかりでなく、表・グラフ・数式・図版なども作成することができます。字体には、

ローマン体，イタリック体，サンセリフ体，スクリプト体があります。次に出力例を示し

ます。

<文章>

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrsluvwxyz 

ABCDEFGHIJKLHNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

¥IJCDEFGIII J I，VINOPQRSTU¥'It''¥)'Z 

u/.lcde.fυlIijl.:llllnopqrslullwXlIZ'  

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwryz 

ABCDEFGHIJKLHNOPQRSTUVWXYZ 

。bcdefghijklmnopqrstuvwxyz
α~eDe~gx9~Kf~~o~~~~ruuw主~ð

a.6..c.dιt手Aι許H 凧凡o./l雫凡屯tu也凪弘併包

0123456789 

0123456789 ローマ γ体太字

0123456789 

0123456789 イタリヲタ体太字

0123456789 サ Yセリフ体

01231/.Sb7Kq スクリプト体
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Fig.4.2 BAR侃APH

く表>

Tαble 2.1 VALUE OF rn W3S-1 

D-T 

2.0x 10-28 

1. 5x 10-25 

TD1lコ'ERATIJRE

1.5阻V
15.0 

YーにexpZdZ 

く数式〉

21h+Qz→21120 
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ATFでは、 TSSのEDITコマンドにより、文章、文章に対する種々な命令(強制

改行、字体)、清書する場合のレイアウトをテキスト(入力データ)として作成し、端末

装置または日本語ラインプリンタ装置に清書出力を行います。

ATFの処理一覧は、次の通りです。

ATFプuグラム一覧

プログラム名 対応コ 7 ンド 機 tì~ +既嬰

文章版編集/荷量?フ.ログラム FORMAT 英文容章を端末， ラインプリンタす装;l~l(文は端末
}司1青 済みファイルに編集j荷主f る.

文章It反I背番I:I~，カプログラム PAGEOUT 端!旨末用昔日に編集清1脅古されたす英文景のファイルの
定分だけを諮出力る.

数式版編集清嘗プログラム NLP 英フ文章. 表装普 グラフ及び数式沓を日本語ライン
リンタ 字文はNLPifJi青済みファイルl
に編集滑 る.

数式版i奇書出力プログラム NLPPAGE NLP用手に編集された表， 指グラフ及分び数式をrを奇 | 
含んだ文章のファイルの定都だけ
書出力る.

つづりチェックプログラム SPELL 入力をデータしの単語のつづり誤入り力を調べ， つづ
成り 修正て読しいつづりの すータを作

確認表示プログラム DISPLAY 表カを1奇書イメージに類似した形式びで端式末末に出 I 
する. また， グラフデー結タ及巣 数端 デー力タ
のシンタックスチェックの を に出
する. . 

問合せプログラム TEACH ATF命会の術文の説明やATFの使用例を|
端末に出する. 一一一」

t世話帳作成プログラム WORDS 2i吾帳ファイルの作成や 1悶の訓[1 削除 l
イ丁つ.

化学式辞書更新プログラム SYMBOL 化つ.学記号ファイルの化学式の追加 削除を行J

文字パターン確認プログラム FONT ユーザ定義の本文字語パターンを花文字装で置表現出力し I 
たものを，日 ラインプリンタ に
する

文字パターン変更プログラム UPDPAT ユーザ.定義登の文す字パターンを文字パターンフ
ァイルに録る.
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入力データ

テキストファイルー「一文 革ー
'---ATF命令

表ファイル 表データ一寸ーー@TP命令
トー@HL命令
トー@VL命令
トー@BX命令
」ー表テキスト

グラフファイル戸ーグラフデータ一寸一@GP命令
トー@LN命令
仁8BA命令
トー C 1命令
」ー@DA命令

号
号
字
体

記
記
文
フ
体
字

式
式
ヤ
リ
ン

数
数
シ
セ
マ

般
殊
リ
ン
一

一
一
符
ギ
サ
ロ
添

令
一命現
P
表
N
式
@数て

S
J
 

-ア式数

一
d
H
，
 

アフ式数

図版ファイル一一寸ー図版データ
」ー@IP命令
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清書論文のレイアウトのためのATF命令

@ LL (ベージの桁数)

@ItT (トヲプタイトル)@TM (トップマージン)

@IIi¥1 (ヘッディング7 ージン -iU込み禁止削減)

@ RII (ランニングヘッディング)

) @ IN (桁下け〉

@CW (本文の桁数)

(3段組の場合)

@CD (本文の開始桁)

本

文

領

戚

@PL 

(ベ

l
ジ
の
行
数
)

@CD (各段の開始桁)

@CD α邸注の開始桁)

) @ IN (桁下げ〕
@FN (脚1U

@のW (脚注の桁数)

@HF (ランニングフッティング〕

@ Fi¥1 (7，ティングマージン:書込み祭止領威)

@ B~I (ボトムマージン)
@RT (ボトムタイ|山〉
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使用例 (テキスト名:ATFN 1. TEXT) 

LOGON TSS Fxxxx P(ATF) 

READY 

EDIT ATFNl TEXT 

00010 @PL 30 
00020 @しし 70 
00030 @IN 0-4 
00040 @OS ON 

ー下線は入力を示す

00050 ---- Advanced Text Formatter for science ----@BR 
00060 1. A conversationaL system for editing 
00061 and printing scientific papers.@BR 
00070 2. ELeven kinds of usefuL commands 
00071 for formatting the paper.@BR 

00080 3. Sixty-five kinds of controL words 
00081 for editing paragraphs， tabLes， graphs， 
00090 mathematicaL expressions， and chemicaL 
00091 or physicaL formuLae.@BR 

00100 4. Four kinds of p!int types for printing on the NI 

E ND SAVE 

READY 

① N LP FROM(ATFN1.TEXT) JOB(川

②し..*... .1... .*... .2... .*... .3....泳.. . . 4. . . .事. . . . 5 

③ /IFXXXXA JOB ，CLASS=B 

NLPコマンドでは、 ATFN1.TEXTの内容を日本語ラインプリンタ装置へ清書出力

するパッチジョブを起動しますが、 JOB文の生成を行いませんので、②が出力された後③の

ようにJOB文を入力してください。 JOB文には、リージョンサイズの関係でBクラス以上

のジョブクラスを指定して下さい。 この後、出力要請をかけ、出力結果を受け取って下さい。
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出力結果

一一一一 Advanced Text Formatter for science ー

1. A conversational system for editing and printing scientific 

papers. 

2. Eleven kinds of useful commands for formatting the paper. 

3. Sixty-five kinds of control words for editing paragraphs， 

tables， graphs， mathematical expressions， and chemical or 

physical formulae. 

4. Four kinds of print types for printing on the NLP. 

<ATF命令について>

@PL. • • • • • .ページの行数

alL L • • • • • • .ページの桁数

@IN. . . • • • .桁下げの桁数

@DS ON....清書出力を1行おきに出力

alB R • • • • • • .強制改行

ATF命令iこはその他いろいろありますが、詳しい説明は下記マニュアルを御審照下さい。

1. FACOM ATF 解説書(英論文編集清書システム)

2. FACOM ATF 使用手引書(英論文編集清書システム)

この例のATF入力データは、英小文字の使用できる端末で作成しています。しかし、

英大文字、英小文字を指定するATF命令がありますので、英小文字の使用できない端末

(センターの第lTSS端末室の装置)で英大文字のみを使用しでも、英小文字のATF

清出力を得ることができます。
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7. TACライブラリについて

TACライブラリは、高級言語 (FORTRAN.COBOL等)で作成するには困難

な機能や、高級言語で直接利用できないマクロ命令などの機能を高級言語で作成したアプ

リケーションプログラムから利用できる様にしたライブラリで「基本ライブラリ、 「サー

ピスライブラリJ. r制御ライブラリJ. r端末入出力ライブラリ」及び「データセット

ライブラリ」の5種類に分類されています。

次にライブラリー覧を示します。

表1 ~本ライブラリー覧表(続<)

ヲイソラリr. 人11点f，
機 {彪 概 弘t

(ロードーをジ s ール名) {呼Il:lし名)

一
QALTEIt QALTER キーワード文字列で閉まれたテキスト文字列の変更をfjう目

QAND QAND パイト単位に論l'Ito1をとる

QANUCI< QANUCI{ 文す列が英数7か調べる

QAPIICI< QAPHCK 文字列車:英宇治、調べる

QIIDCNV QsDCNV 2 逆数 f~ 散をパ γ タ形式の 10 進敏に変換するー

QBECI、JV QBECNV 2 進数鞍散を ERCOIC 数I~í チ1I に変換する.

QIHT QsITOF ビァトのオ 7操作をfjう.

QBITON ビァトのオンI量 f~; を ír う.

QsITBL QsITsL ビ γ ト単位のプール ~11 を行う.

QBITCK Qs 1 TCI{ ビァトのオン/オ 7状態を調べる.

QBITCP QBITCP ピット '1¥似の比較を行う.

Qs 1 TMV 'Qs 1 TMV ビ γ ト11¥.伎の転i五をfrう

QBITNO QBITNO オンビ γ トの歓を調べる

QBNKCK QsNKCK 文字列が空白が調べる

QBSRCII QBSHCH 32ビ y ト織成のキーワート'の検索を行う.

QCHANG QCHANG 文字列の変更を行う

QCOMPA QCOMPA 文才列の比較を行う

QDBCNV QDBCNV パァク形式の 10進散を2進数噴き数に変換する

QDsLNK QDsLNK 文字列から号刊誌のみ消去する

QDMPET QDMPET 連統領岐を. JI.ンプtlJJJ形式に変換する

QEBCNV QEBCNV EsCDIC敬前列を2進数整数に変換する
」
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表1 基本ライブラリー覧表 f絞き)

ライブラリ名 入口点名
1ft 能 僚 要

(ロード骨ジ sール名) (呼出し名)

QEOR QEOR パイト単位に排地的論照和をとる

QERROR QERROH 

QERR01 QERROl 

QEXCNV QEXCNV 16進表現のEBCDlC敬筋抑lを2進数笹数に変換する.

QFIELD QFIELD 文字列を，空白を区切り記号にして任意の数の 7 ィールドに分ける.1
QINDEX QINDEX 文字列よりキーワードを侵す.

QMOJCK QMOJCK 文字列がキーワード文字列と一致するか調べる

Q-NUCHK QNUCHK 文字列が数値 ~II として正しいものか調べる.

QOR QOR パイト単位に諭慶和をとる.

QPCKUP QPCKUP キーワードに閉まれた文字列を取出す.

QSBSTR QSBSTR パイト単位の伝送を行う.

QSETLR QSETLR 文字列を指定位置に右詰め叉は左詰めで格納する.

QXECNV QXECNV 2進歓盤数を 16進表現のEBCDlC数値列に変換する.

QXFILD QXFILD 文字列を.指定区切り記号に従い任:r.の敏の 7-1ールドに分ける.

QXINDX QXINDX 文字列より存在するすべてのキーワード文字を復す.

表2 端末入出力ライブラJ一覧

ライブラリ名 入口点名
11 能 概 要(ロードモジ aール名) (呼出し名)

￥ANSWR ￥ANSWR 継続指定を許した.矯末からのデータ入力を行う.

ザDUMP 亨DUMP 領蟻ダンプを繍末に出力する

￥STSIZ 干STSIZ 端末の治理行サイズを変更する.
. 

￥TGET 苧TGET 端末からデータ入力を行う

￥TPGOl ￥TPGOl 

子TPG05 ￥TPG05 

'l'TPG06 

子TPG07

￥TPG08 

￥TPUT ￥TGET 機末へのメ?セージ世iカを行う.

￥TPUTG YTPUTG 端末へ促進メッセージを出力し.返答データを端本から入力する.

T￥ATTN T子ATTN アテンシ.'/出口の登録.削除を行う

TYCLOS TYCLOS 制..f.;入j)号イプラザの終 f処.1'1'.をfTう

T￥PUT T￥PUT 鵠末叉はSYSOUTへのメッセージ出力を行う (EDITモード)

T￥PUTl 端末叉は SYSOUTへのメッセージ出力を行う (ASISモード)

T￥PUT2 宛先指定でメッセージを骨量末に出力する

T￥PUTG T￥PUTG 端末叉はSYSOUTへ促進メァセージを出力し，返袴データを:-，a叉
はSYSINから入力する

TYTYPE T苧TYPE 機末のタイプや属性を取り出す.
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表3 サービスライブラリー覧

ライブラリ名 | 入口点名
(ロードモジーール名! (呼出し名)

機 能 概 要

￥ABORT l￥ABORT ABENDマクロ命令を発行し， タスクを異常終了する

￥BLNKC ￥BLNKC 文字列の後部の連続した空白を消去する.

￥LMDLT ￥LMDLT DELETE守クロ命令により. ロードモジ~ -/レを消去する

￥LMLOD ￥LMLOD LOAD マクロ命令により， ロードモジ s ールをローディングする.

￥RECFM ￥RECFM ビノト表現のレコード形式を文字表現にする

￥STORE ￥STORE 領戚の初期クリアを行う

子TIME ￥TIME 日付と時刻を得る

￥WTOLG ￥WTOLG 行先がSYSOUTのWTOマクロ命令を発行する

CKYDSN CKYDSN ソ.ータt:' 1. y，のIi吋1'1:1 ， ，クを11う

FR 干MAN FR￥MAN 仮想記憶領厳の返却を行う

GT ￥MAN GT￥MAN 仮想記憶領減の動的確保を行う.

10 ￥SUB ￥OPEN データセ y トをオープ Yする

￥CLOSE データセァトをクローズする.

￥TCLOS データセ γ トを一時クロース;する.

￥READ レコート単位の入力を行う. 
￥WR ITE レコード単位の出力を行う

￥BREAD プロァタ単位の入力を行う

￥BWRIT ブロ γク単位の出力を行う.

￥FIND メンパへの位置付けを行う

￥GDTRY メンパ名を取り出す.

￥STOW メンパの琵録，置換え，削除及び変更を行う

￥BSP 7'0γ ク前へ位置づける.

￥NOTE ブロァタの相対使置情報を取り出す

￥POINT プol グの柏対位置情報に基づき 7・P'1クの位置付けを行う

LM￥ATT LM￥ATT 子タスクを生成するー

LM￥CHK LM￥CHK ロードモジ>-;レの存在有無を調べる，

LM￥JMP LM￥JMP ローデインクしたロードモジュールに分岐する

LM￥LDG LM￥LDG ロードモ:/....ーノレのローディングと実行と消去を行う

LM￥LNK LM￥LNK ロードモジ s ーノレをリンクする

LM￥LOD LM￥LOD ロードモジ~ -/レのローディングや消去を行う

MSG ￥MV MSG ￥MV メ γセ-'/プールよりメゾセージを取り出す

TS ￥FLG TS ￥FLG TSSの制御下か調べる

TS ￥UID TS ￥UID ユーザ登録名を取り出す
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表4 :1:/J~ll ライブラリー民

ライブラリ名 入/:1点名
ll1! 能 械 要(ロードモジュール名) (呼UJし名)

ー一
TSS ￥CM TSSVCM 共j泊ライ 7'ラリ川の:IiIJ御テー 7'J~ が'iE Iをされている

TSS'l'ER TSS ￥EH 共通ライブラリ川のエラ-'lli JJ :を行う

TSSYIN TSS ￥IN ~J御テーフ)レの初期設定を行う

〈使用例〉

2進数整数(701413)をEBCD1Cコードの数値列に変換する。

一一変換値一一
h
r
-
q
o
 

イ一

F

.、
F，-
1
1
 

。om-
F
 

-
a
a
z
 

-
p
r・

-
'
E
a
 

-
p
a
 

-Aυ 一pa-守，
-
F
 

-
A
U
 

・
4
a
'

-
A
U
 

-
d
a市
るすスレプサロゼ

一一変換結果一一

|CALL QBEC川 (11.12.13.14L 15J) 

11:変換された結果が返えされる領域
12:変換結果格納バイト位置(先頭1)
13:変換結果格納バイト長
14:変換値

15:ゼロサプレス指示サイン(0ゼロサプレス，0以外ゼロサプレスしない〉

FORTRANフ・ログラム例

CHARACTER本8 11 

12=1 

13=8 

14=701413 
CALL QBECNV(11，12，I3，14，9) 
WRITE(6，1)I1 

1 FORMAT(lH ，A8) 
STOP 

END 

詳細は下記マニュアルを番照して下さい。

fFACOM OSN/F4 TAC/L1B解説書」
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8. ジョブの状態表示について

ジョブの終了時刻(ターンアラウンドタイム)、およびTSSの使用端末数を表示するコマ

ンドに、 rSTATEコマンド、 @STコマンド」があります。御利用下さい。

使用例1. (ジョブの終了状態、 TSS使用端末数)

READY 

STATE 

JDE1361 TIME=14.20.34 DATE~85.02.06 
JDE3271 USERS=0024 ・ー・ーー ① 
車毒事 PROCESSING ANS (A--06'TH 14:17 B--06'TH 14:20 C--06'TH 13:15) ーーーーー ② 

① TSSの使用端末は、 24台である。

表示された時刻の受け付けジョブが、現在終了していることを表わしている。

② クラス別ジaプの終了した日と、時刻を表わす。

Aジョブ…14:17.Bジョブ…14:20.Cジョブ…13 : 1 5 

畳屋盟主. (ジョブの待ち状態)

READY 
alST 
WAITING 2 JOBS ON B CLASS CN(11) 
WAITING 1 JOBS ON F CLASS CN(11) 

Bクラスに2件. Fクラスにl件の実行待ちジョブがあり、その他のクラスには実行待ち

ジョブが煩い。

9. 磁気テープ利用TSSコマンドについて

磁気テープへの書き込み処理をした後、書き込まれたデータの確認の為に、次のコマン

ドを作成しましたので御利用下さい。

1) @MTLISTコマンド

磁気テープ上のボリューム名、データセット名、順序番号等をリストアップする。
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く入力形式>

READY 

OlMTLIST 

コマンド入力後、会話型リモートパッチジョブ(JOB識別名:L)が起動され、コン

ソールへ磁気テープのマウントメッセージが表示されます。

マウントメッセージに従い、磁気テープをセットします。その後は、デマンド出カジョ

プと同じです。

<出力例>

FACO阿 OS1V/F4 SYSTEM UTILITY 

TAPE LABEL INFOR例ATION

-阿TL1ST- OATE=85.07.12 

VOLUME U00005 

ER=U00005，LABEL=(OOOl，SL)，OCB=(RECFM=VS，BLKSIZE=01220，LRECL=01216)，OSN=ACTLM.LOAO 

ER=U00005，LABEL=(0002，SL)，OCB=(RECFM=F ，BLKSIZE=00768，LRECL=00768)，OSN=ZUKEI.OATA 

2) @MTDUNPコマンド

磁気テープ上に書き込まれているデータの内容を、 16進コード及び文字型でリストア

ップする。

く入力形式>

READY 

OlMTDUMP N(X) 

Xは、データ順序を10進数で指定する。

但し、槙準ラベル形式 (LABEL=SL)の磁気テープは、下図の構成になっており、

見出しラペルや終わりラベルもデータと見なされますので、データ順序番号の指定に御注

意下さい。

ノンラベル形式 (LABEL=NL)では、データのみで構成されているので、データ

順序の通りです。

コマンド入力後は、 @MTL1 STコマンドの場合と同様です。
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磁気テープボリューム上のラベIL-fi高成

回巴白IBOI図面i回国fB(]回国11ω{
パラメータ N (1) 

<出力例>
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1 O. 私信メッセージの送信コマンドについて

ほかのTSSユーザに、私信メッセージを送信するコマンドに'SENDコマンド'が

あります。これは、相手がLOGON中にただちに送信する場合と、 LOGONコマンド

によりセッションを開設した時に出力される場合とがあります。この機能によりコンピ品

ータを使った簡単なMAIL処理を行うことができます。

<入力形式〉

コマンド オ J、-、 フ ン ド

SEND 'メッセージテキスト USER(課題番号.. . ) . 
SE 

lNowi  LOGON 
SAVE 

U s e r. . .メッセージを送信する相手のユーザ課題番号. 2 0課題まで

NOW. . . .即時に送信

L 0 g 0 n. .即時に送信を指定.但し、相手がLOGON中でない時は、

メッセージは保存され、次のLOGON時に出力される

Save 即時に送信しないでメッセージは保存さオ1、次のLOGON

時に出力される

<使用例>

課題番号Fxxxxの人ヘメッセージ「ショクジ ニ イキマショウJを、即時に送信

する。

READY 

SEND 'ショクジニイキマショウ'.USER(FXXXX). NOW 

送信相手(FXXXX)が使用中でないときは、次のメッセージが表示されます。

USER(S) FXXXX NOT LOGGED ON.MASSAGE CANCELED 
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送信相手が使用中の時は、 BNTERキー(RETURNキー)が押下された直後に送信メッセージが

出力され、末尾に発信者の課題番号も出力されます。また、数行にわたるメッセージを送

借する場合は、コマンドプロシジャでメッセージテキストを作成してから送信すると便利

です。以下に、その例を示します。

畳居盟

(コマンドプロシジャのデータセット名A.CLISTとする)

EDIT A CLIST 

010 SEND '-ーーー-ーー--ーーーーーーーーーーーーー『ーーーー-ーーー-------ー'，USER(FXXXX)，NOW
020 SEND ・--ZEMI NO KAISAI NI TUITE ーーーーーーー-'，USER(FXXXX)，NOW
030 SEND '--- 14:00 KARA 17:00 MADE ー四ーーーー四・，USER(FXXXX)，NOW
040 SEND 'ーーー DAI 123 KYOUSITU Nl OITE -ーーーー『・，USER【FXXXX)，NOW
050 SEND ・-------ーー------ーーー申ーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーー'，USER(FXXXX)，NOW

EDIT 

END SAVE 

RBADY 

EX A 
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1 1.グラフィックディスプレイ装置の利用について

現在、作図処理においてはXYプロッタ装置がよく使用されています。何回もプログラムの

修正が必要になる場合には、図形をグラフィックディスプレイに表示しながら修正を行い、完

成図をXYプロッタ装置かNLPIこ出力するようにすれば効率よく図形処理ができます。

例 PSPを組み込んだFORTRANプログラムを実行して出力した図形データを、グラ

フィックディスプレイ上に表示する。

(1)プログラムの作成

OIMENSION X(903)，YS(903)，YC(903)，Y(903) 
CALL PLOTS(0.，0.，16，'EXAMPLE') 
CALL PLOT(10.，10.，-3) 
RAO=3.141S926S3/180. 
00 10 ITH=1，901 
X(ITH)=FLOATCITH-l) 
YS(ITH)=SIN(X(ITH)*RAO) 
YC(ITH)=COS(X(ITH)*RAD) 
Y(ITH)=YS(ITH)+YC(ITH) 

10 CONTINUE 
CALL SCALE(X，2S.，901，1) 
CALL SCALE(YS，10.，901，1) 
CALL SCALE(YC，10.，901，1) 
CALL SCALE(Y，10.，901，1) 
YSO=-YS(902)/YS(903) 
CALL AXIS(0. ， YSO ， 8H-ー >THETA ， -8 ， 2S.0 ， 0.O ， X~902) ， X(903))

CALL AXIS(O.，0.O，8HFCTHETA)，8，10.0，90.0，Y(902)，Y(903)) 
YS(902)=Y(902) 
YS(903)=Y(903) 
YC(902)=Y(902) 
YC(903)=Y(903) 
CALL LINE(X，YC，901，1，0，0) 
CALL LINE(X，YS，901，1，0，0) 
CALL LINECX，Y，901，1，0，0) 
CALL PLOTECPSP) 

STOP 
ENO 

①画面に表示する場合は、サブルーチンPLOTSで図形データセットのメンパ名(この場合

は EXAMPLE)を指定する。
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(2) TSSコマンドによる図形表示

READV 
ALしOC F(FT16F001) DA(TEST.GRAPH) NEW -

DIR(l) SP(20 20) T -ーーーー ① 

READV 
FORT77 PSP.FORT77 FIXED ー四--ー ② 
FORTRAN 77 COMPILER ENTERED 
END OF COMPlしATION
END OF GO，SEVERITV CODE=O 
READV 
GDPGO TEST M(EXAMPLE) ーーーーー ③ 

GDP ENTERED 

①新しく図形データセットTEST.GRAPHを作成する。既存のデータセットに機番16を割り当

てる場合には、 NEW以下のパラメータを省略する。

②ソースプログラムPSP.FORT77を実行して①で割り当てられた図形データセット

TEST.GRAPHにメンバEXAMPLEで、図形データを格納する。

③GDPGOコマンドにより、図形データを両面に表示する。

0: EX~~?LE .xxxxxx.x~xxxx 

わくア"
¥J 

図1. P S Pによる出力図

最後に ENDを入力して図形表示を終了する。
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グラフィック端末におけるPFDコマンドの使用方法について1 2. 

今回、センター2階、特殊端末室に設置しましたグラフィック端末装置で、 PFDコマ

ンドが使用できる様になりましたのでお知らせします。

カラー 2台)の場合F9434B端末 (20インチ，

，d
 

V
1

一

円

υ
一-FU

A
H
-
n
u
 

E
戸

r

n
R
一円「

モノクロ;1台)の場合F9431C端末 04インチ，

A
円

v'-
nu--FU 

A
円一

-nu

F
E
F「

n
w
H
『円「

上記のコマンドを投入すると、次の様なPFDの初期メニュー画面が出力されます。

〉ーーーーーーーー・ーーーーーーー一ーーーーー-ーーーー

USERIO -F0011 

-ーーーーー直司ーーーー---ーーーー-ーーーーー司ーーーーーー一ーーーーー--一一-ーーーーーーーーーーーーー-TIME -15=33 

ATTRIBUTES -OEFINE PFO ANO TERMINAL ATTRIBUTES TERMINAL -F6650 

BROWSE -REAO SOURCE OATA OR OUTPUT LlSTINGS PF KEYS -24 

EOIT -CREATE OR CHANGE SOURCE OATA KANA FEATURE -YES 

UTILITY -PERFORM PFO UTILITY FUNCTIONS 

FOREGROUNO -COMPILE， A5SEMBLE， LINK EOIT， OR OEBUG IN FOREGROUNO 

BACKGROUNO -SUBMIT JOB TO COMPILE， ASSEMBLE， OR LINK EOIT 
TSS -EXECUTE TSS COMMANO OR CLIST UNOER PFO 

TEST -TE5T MENUS， MESSAGES ， OR PROGRAMS 
HELP 骨 GETINFORMATION ABOUT PFO 

EXIT -TERMINATE PFO USING LlST/LOG 日正FAULTS

PRE5S ENO KEY TO TERMINATE PFO THROUGH PFO TERMINATION MENU 

PFO PRIMARY OPTION MENU ーーーー'ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-<

OPTION ===> 

n
U
4
1
q
t

ヲ
J

L

q

c

J

ζ

U

ヲ
f
u
n
v
A

PFDGでJ又はA以外を入力した時はコードエラーとなり、下記のメッセージが表示さ

れます。

PFD使用手引書」を容して

耳障司脚本

MSP 

IN 

尚、 PFDの使用方法については rOSIV/F 4 

下さい。

TYPE 
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1 3. データセットの整理について

センターでは、 1課題当たりのデータセット使用量を3MB.20個までに制限しています。

不要なデータセットは、早めに削除して下さい。個数が20個以上の場合は、区分データセッ

トに複写し直すなど適当な処理を行って下さい。なお、データセットの確保量はDSLIST

コマンドで表示した場合、 PHYSICAL SPACEにあたります。

【次にTSSによる処理例を示します。】

(1) データセットの未使用領域を解放し使用量を減らす。

〈イ )Fnnnn.ABC.FORTの解放
READY 
RELEASE ABC.FORT 
〈ロ)Fnnnn.DEF.FORTとFnn n n .GHI .DATAを解放
READY 
RELEASE (DEF.FORT GHI.DATA) 

データセット名は先頭の課題名を除いたデータセット名すべてを指定する。

( 2 ) データセットを削除する。

〈イ)F n n n n • AAA. FORTの削除
READY 
DELETE AAA 
〈ロ)Fn n n n .BBB. FORT(A)の削除〈区分データセット〉
READY 
DELETE BBB(A) 

(3) 区分データセットに複写し直す

順データセット Fnnnn. AAA. FORTを区分データセットFn n n n. 

BB. FORT (AA)に複写する。

READY 
COPY AAA.FORT BB.FORT(AA) 

(4) 同一課題の不要領域を解放する。

同一課題すべてのデータセット中での不要領域を解放するTSSコマンドで

"61RELEASE"コマンドがあります。
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使用例

READY 
alRELEASE 
F nnnn.PS.DATA RELEASED 
K EQS26401 CONDENSE PROCEEDING 
F nnnn.PO.DATA RELEASED 
TOTAL RELEASE SPACE=10KB 
READY 

但し、このコマンドの実行には、時聞がかかりますので、なるべくセッション開始時に実行

する様にして下さい。

1 4. T S Sデータセット (DSPRINT)の利用について

データセットの内容を、直接プリンタ装置に出力する処理プログラム (DSPRINT)が

使用できます。以下にDSPRINTの主な特長を示します。

(1) TSS端末と同じ場所にあるプリンタ装置に、センターのラインプリンタに出力されるよう

なリストが得られる。(印刷制御文字付きのデータセトの場合)

(2 )複数のTSSユーザから、同時に同じプリンタ装置に出力依頼ができる。

(3)出力依頼したTSSユーザはプリンタ出力の開始/終了を待たずに、直ちに次のコマンドが

入力できる。

(4)データセットの内容の必要な部分を、編集(行範囲，カラム範囲の指定)して出力すること

カfできる。

(5)プリンタ装置に対する印刷(1ページの行数，行間隔.用紙の前後の空白行数)の指定がで

きる。

DSPRINTを使用する時、出力先の'プリンタ装置名'を指定します。この'プリンタ

装置名とは、ホストコンピュータがその装置を識別できる様に決めた英字で始まる4文字の

固有名のことです。
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くセンター内〉

設置場所 プリンタ装置名 機種 出力文字種

第lTSS端末室 180 1 PR 英数字，カナ

182 1 PR 英数字.カナ

第2TSS端末室 1 609 BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

日本語端末室 1 608 OPR 英数字.カナ，漢字，罫線

特殊端末室 1 60 A BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

1 0 2 B PRs 英小文字
L一一一一一 一一一一一 '--

くセンター外〉

設置場所 プリンタ装置名 機種 出力文字種

文 庶務部 人事操 T3F7 OPR 英数字.カナ.漢字.罫練

経理部 経理楳 T3F8 BGP 英数字，カナ，漢字.罫糠

教 施設部 企画標 T3FB BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

学生部 学生課 T3FA BGP 英数字，カナ，模字.罫線

地 教養部 事務部 T3F9 NPR 英数字，カナ，漢字. 
教育学部事務部 T458 BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

区 薬学部 事務部 T45B BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

工学部 事務部 T459 BGP 英数字，カナ，漢字，罫線

水産学部事務部 T45A BGP 英数字.カナ，漢字，罫線

片 . 

淵 経構学部事務部 T297 NPR 英数字，カナ，漢字，罫線

地 附属図書館分館 T296 OPR 英数字，カナ.漢字，罫糠

区

坂

本

地 医学部 事務部 T207 NPR 英数字，カナ.漢字.罫線

区 附属図書館分館 T206 OPR 英数字，カナ，漢字，罫線

坂

本

地 歯学部 事務部 T467 NPR 英数字，カナ，漢字，罫線

区 歯学部 電算室 T466 OPR 英数字，カナ，漢字，罫線

E 
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DSPRINTの使用例

FORTRAN原始プログラム(データセット名:PROG. FORTIこ格納されているも

のとする)のプログラムリストを、プリンタ装置{プリンタ名:1801)に印刷する。

READY 

DSPR1NT PROG.FORT 1801 
R EQUESTED QUEUED (がnnnnn)

通番
READY 

傾詳しくは、下記マニュアルを書照して下さい。

排nnnnnはシステム発行の処理

FACO例 OSIV/F4 TSSデータセットプリント (DSPR1NT)使用手引書VOl用
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1 5. D S P R 1 NTコマンドによる印刷依頼の状態表示について

rDSPRINTコマンド」入力後、 rDSPOPERコマンド」を用いて、印刷状況の閑

い合わせができます。入力は次のとおりです。

入力形式

データセット名

依頼番号
Q [ (プリンタ名)

(AL L) 

DSPOPER STATUS N[ プリンタ名) ] 
(AL L) 

P [ (プリンタ名)
(AL L) 

データセット名: 内容識別修飾子まで含めて指定る。データセットが区分編成である場

合は、メンバ名も指定する。

依頼番号 依頼番号に対応する出力依頼の状況が表示される。

Q 現在出力待ちとなっている出力依頼の数を知りたいとき指定する。

LLを指定するとすべてのプリンタに対する出力依頼の数が表示され

る。

N 現在出力侍ちとなっている出力依頼のユーザ登録名、依頼番号を知り

たいときに指定する。

P 出力依頼を行ったプリンタの状態を知りたいときに指定する。

1 6. 日本語文字(JEF濃字拡張漢字)の出力について

拡張漢字(J1 S第l、J1 S第2水準文字以外)を日本語ラインプリンタ装置へ出力

させる場合には、次に示すようにDD文のパラメータ1;::" 0 C B = ( 0 P T C 0 = u ) "を指定

して、処理を行って下さい。
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(例)DD名:FT06FOOlの場合

-パッチ処理

IIGO.FT06FOOl DD DSYOUT=O， 
11 DCB=(OPTCD=U，RECFM=UA，BLKSIZE=384) 

.TSS処理

READY 
ATTR A OPTCD(U) 

READY 
瓦LL百C F(FT06F001) SYS(D) US(A) 

1 7. 日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)への英小文字出力について

1階、オープン入出力室に設置している日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)

には、英小文字を出力できます。出力させる場合、次に示す様に、 DD文のパラメータ

に"UCS=SC2"を指定し、処理を行って下さい。但、この時、カタカナ文字は出力さ

れません。

(例)DD名 :GO. FT06FOOlの場合

IIGO.FT06FOOl DD SYSOUT=A，UCS=SC2 

(出力例)

abcdefghijklmnopqrstuvwxyZ 

問ain CPU 
memory 
fixed disk unit 
magnetic tape 
card & mark card reader 
Japanese line printer 
xy protter 
CRT display terminal 
keyboard printer terminal 
Japanese CRT display terminal 
Japanese printer terminal 
Remote Station 
Remote terminal 
Graphic terminal 
lmage terminal 
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16Mbyte 
5.352 Gbytes(12sp) 
3 units 6250/1600 rpi 
600 cards/min. 
2 units 4000 line/min. 
1000 steps/sec. 
66 units 
4 units 
53 units 
17 units 
4 station 
83 units 
4 units 
2 units 



1 8. 日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)へのカタカナ小文字の出力について

1階、オープン入出力室に設置している日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)

には、カタカナ小文字も出力できます。

出力させる場合は、次に示す様に、 DD文のパラメータに 'UCS=SC3'を指定し、

処理を行って下さい。

(例)DD名 :GO. FT06FOOlの場合

IIGO.FT06F001 DD SYSOUT=A，UCS=SC3 

(出力例)

アイウ工オカヰクケコ ヲヲヲヲヲ ヤヤヤヤヤ 宇ヤヤ宇宇 ABCD 12345 

但し、出力例の様にUCS=SC3を指定すると、英小文字は出力できません。

1 9. オフィスプリンタ装置 (OPR)の使用について

事務局人事課、附属図書館経済学部分館、附属図書館医学分館、歯学部電算室にオフィ

スプリンタ装置を設置していますが、この装置は、通常のプリンタ装置(連続用紙使用)

と比べ種々の点で使用上異なる所があります。

(1) DSPRINTコマンド使用時に用紙の選択ができます。

(オペランドに LA (A4) ， LA (B4)そ指定)

(2) DSPR 1 NTコマンドで図形出力ができます。

(使用の詳細は、次項へ説明する)

(3) COBOLプログラムにおいて、あらかじめ定めた形式(フォーマット)で印刷す

ることができます。

文、画面のハードコピーをとる場合には、 A4版の用紙のみをセットしてPRINT

キーを押下すれば、コピーが早くなります。
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20.オフィスプリンタ装置 (0P R)への図形出力について

オフィスプリンタ装置には、文字ばかりでなく図形情報 (XYプロッタ情報)も出力させる

ことができます。これは、 XYプロッタへ出力する機番 (FORTRANの場合FT16FO

01)をファイル(データセット)へ割り当てて、 XYプロッタ出カジョブを実行させて、 D

SPRINTコマンドでオフィスプリンタ装置へ出力させる方法です。

但し、図形情報のファイルを作成するためのFORTRANプログラムは、ロードモジュー

ルの形式で実行させ、オペランドに . PSP (NLP) .を指定します。

次に使用方法を示します。
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使用例

.FORTRANプログラムソースリスト

(データセット名をFnn n n. XYP. FORTとする:標潜形式)

00010 C 
事事事事事事事 PSP CIRCULAR POLYGON 事事事事事事事00020 C 

00030 C 
00040 
00050 
00060 
00070 
00080 
00090 
00100 
00110 
00120 
00130 
00140 
00150 
00160 
00170 
00180 
00190 
00200 
00210 
00220 
00230 
00240 
00250 
00260 
00270 
00280 
00290 
00300 
00310 
00320 
00330 

OIMENS10N 1BUF(1024)，PX(24)，PY(24) 
1HEN=24 
SR=6.2831853/1HEN 
R=6 
00 10 I=l，lHEN 
F1=SR牢(1-1) 
PX(I>=R本COS(FI>+10.
PY(I)=R事SlN(FI>+10.

10 CONTINUE 
CALL PLOTS(IBUF，1024) 
IHLF=(!HEN-1)/2 
1=1 
J=l 
CALL PLOT(PX(1)，PY(1)，3) 
00 30 L=l，lHLF 
00 20 KKK=l，IHEN 
J=J+L 
1F(J.GT.IHEN) J=J-1HEN 
CAしL PLOT(PX(J)，PY(J)，2) 
1F(J.NE.l) GO TO 20 
lF(KKK.EQ.lHEN) GO TO 20 
lF(J.EQ.IHEN) J=O 
J=J+1 
l=J 
CALL PLOT(PX(J)， PY(J)，3) 

20 eONTINUE 
30 CONTINUE 
CALL PLOT(O.O， 0.0， 999) 
STOP 
ENO 

このFORTRANプログラムのロードモジュールを作成する。

REAOY 

FORT XYP FIXEO OBJ(ABC) 

LINK ABC LOAO(XYP(N01)) FORTLIB 
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DATAとし、LOAD (NO 1)を実行させ、図形情報データセットをZUKEI.XYP. 

OPR装置:1 6 0 8のA4肢の用紙へ出力する。

F
E
 

T
E
 

A
円

V
I
-
-
F
U
 

n
u

一nu

a
H

一'」
F
E
-
-
E
L
 

n
R

一A円 DA(ZUKEI.DATA) NEW-
UNIT(PUB) SP(10 10) TR 

DOC 

'PSP(NLP)' 

LA(A4) 

注

1608 

F(FT16F001) 

CAT 

ZUKE1.DATA 

4
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M
問nu
 

A
円nu
 
a』D'
 v'

干

I

X
鰻

N

V
F

一
V
I
-
-
T
A
V
-
-

n
u
-
-
E
L
R
U
-
n
R
h
u
一

A
円一
-E
」

A
同一

-
n
F
A
H
-

F
E

一A円
F
E
-
e
d
F
E
-

nHH
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h
n円
r
n
u
n
R
一
(注 :B4版へ出力させる場合は、， B 4 'とする。)

但し、現在のところオフィスプリンタ装置へ図形情報を出力させる場合、その情報量が

32Kバイト以上になると、完全な形では出力できません。

く出力例>
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8.業務報告

I.講習会

ーセンタ一利用入門講習会一

〔講習内容〕センタ一利用入門(センターシステム紹介とその利用法)

〔日時)5月29日(水 10:30-12:00

〔会 場〕情報処理センター利用者控室

〔対 象〕初心者

-TSS利用入門講習会一

〔講習内容)TS S利用入門 (TSS概要・データセットの作成・プログラム

の実行)

〔日時)5月30日(木 10:30-12:00

〔会 場〕情報処理センター第1TSS端末室

〔対 象〕初心者

-TSS応用講習会一

〔講習内容)TS S応用 (TSSコマンド解説・会話型リモートパッチ処理・

出力検索)

〔日時)5月31日(金 10:00-12:00

〔会 場〕情報処理センター第1TSS端末室

〔対 象)TS S利用経験者

-TSS中級講習会一

〔講習内容〕フルスクリーン・エディタ (FS 0)を使用したテキスト

(コンピュータ入力用データ)の作成方法の詳細を中心に，

TSSコマンドの解説を行う。
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〔日時)7月5日(金 9:30-12:00

〔会 場〕情報処理センター第1TSS端末室

一統計データ処理パッケージANALYST講習会一

〔日 時)7月30日(火) 10:00-12:00 (講習)

13:00- (潰習)

〔会 場〕情報処理センター利用者控室

〔講 師〕富士通株式会社九州営業所システム部桜井向子氏

〔対 象〕教職員及び大学院生

一会話型の設計・製図システム-1CAD講習会一

〔講習内容〕富士通のCAD/CAMの概要

〔日時)7月30日(火 14:00-16:00

〔会 場〕情報処理センター利用者控室

〔講 師〕富士通株式会社九州営業所システム部進藤淳子氏

〔対 象〕教職員及び大学院生

一ODM講習会一

〔内 容)ODMの使用法説明と実習

〔日 時)9月27日(金 10時-15時<12時-13時昼休み)

〔会 場〕センター1階利用者控室，日本語端末室

〔講 師〕富士通株式会社九州支庖システム部矢次恵美子氏

〔対 象〕教職員及び院生
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一英日自動翻訳講習会一

〔日時)1 0月24日(木 10:00-12:00

1 0月25日(金 10:00-12:00

〔会 場〕情報処理センタ一利用者控室

〔対 象〕教職員及び院生

II.公開講座

〔講座名〕市民公開講座「コンピュータ入門」

〔内容〕コンピュータの基礎知識

BASICによるプログラミング入門

コンビュータ利用漬習

〔期日)7月 9日(火)

7月16日(火)

7月23日(火)

7月30日(火)

8月 6日(火)

〔時間)1 8時-20時

7月12日(金)

7月19日(金)

7月2.6日(金)

8月 2日(金)

8月 9日(金)

〔対象〕一般社会人(性別，年齢は間いません)

〔定員)8 0名

〔受講料)3. 0 0 0円

〔場所〕長崎文教町1番14号長崎大学情報処理センター

年 齢 申込数 受講許可者数

2 0歳以下 8 2 

20-29 103 30 

30-39 7 0 28 

40-49 3 5 1 4 

50-59 1 3 4 

6 0歳以上 6 2 

ぷ1::1泊、 計 241 80 
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III.講演会

〔日時)1 1月15日(金 13:30-16:30

〔会 場〕長崎大学事務局第2会議室

〔講師、漬題〕

①東京大学文献情報センター

教授井上如氏

「文献情報センターから学術情報システムへ」

②九州大学大学院総合理工学研究理科

教授田町常夫氏

「機誠翻訳研究の変遷と動向J

N.来訪者一覧

昭和60年3月 7日 東京工業大学総合情報処理センター

システム管理掛長清水二郎氏.技宮戸井田竜二氏

3月13日 筑波大学学術情報処理センター

3月18日

3月13日

3月20日

4月26日

6月 5日

6月10日

7月 1日

8月31日

1 0月23日

1 1月14日

1 2月 3日

事務官井上正六氏

広島大学総合情報処理センター

事務官馬場一三氏技官吉田朋彦氏

鹿児島大学

技官牛蝿裕氏、他3名

図書館情報大学教授松村多美子氏

トロント大学教授 W. Jan i schewsky i氏

福州大学工学部部長教授長冠生氏、他2名

シンガポール大学学生 GOH ENG-SW郎氏

文部省より研修員渡海腸氏

東京大学文献情報センター

助教授根岸正光氏、他4名

東京大学教授井上如氏

九州大学教授 田町常夫氏

長崎県庁猪俣氏、他1名
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センタ一利用状況
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磁気テープ処理件数
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昭和60年度申請課題一覧表

部局 学科 身分 氏名 課 題

【 研究用課題

教育学部 地 理 助教授 西原 純 .日本の都市データ解析

J〆 H 助 教授 西原 純 長崎における都市構造解析

11 H 助 教授 西原 純 地理的事象の統計的解析

11 数 学 助教授 鷲尾忠司 代数関数体論

ノノ H 助 教授 鷲尾忠司 組み合わせ論

〆~ 地 学 助教授 荒生公雄 太陽放射の気象および気候学的作

用

11 H 助 教授 荒生公雄 気象統計解析

J〆 H 助 教授 荒生公雄 長崎市の気象環境

H H 助 手 近藤 寛 推積物の電算機による数理処理

11 理 科 教 授 東 幹夫 生態調査資料の統計計算

λ， 11 助教授 谷本光璃 磁性体混晶のスピンダイナミック
. 
スの数値解析

H H 助 教授 谷本光穂 電子スピン共鳴による股収曲線の

線型解析

H 保健体育 講 師 山内正毅 運動中の情報処理能力に関する研

究 . 
H 家庭科 助教授 鈴木 淳 繊維の物理的特性に関する研究

H 教育心理 助教授 進野智子 幼児の遊びに関する研究

経済学部 経済学科 教 授 田中一芳 理論経済学研究教育

，ペγ H 助 教授 井上詔三 内部労働市場の計量分析

11 H 助 教授 内田 滋 金融構造及び産業組織に関する計

量分析

H H 助 教授 越智教文 尤度関数の近似，将来人口予測，

死亡率の標準化

ノ~ 11 助教授 藤森利美 環境データの統計解析

〆〆 H 助 教授 細内 勇 計量経演学の研究

11 H 助 教授 細内 勇 消費者需要の測定及び推定法

11 経営学科 教 授 梶原禎夫 市場データ解析
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部局 学科 身分 氏名 課 麺

経済学部 経営学科 教 授 梶原禎夫 市場調査論データ処理実習

H 11 助教授 岩田憲明 生産管理におけるコンビュータ利

用

11 H 助 教授 小林みどり データ解析

H H 助 教授 小林みどり 経営情報論

H H 助 教授 小林みどり 計算機プログラミング<10課題)
11 貿易学科 助教授 吉田道夫 経済、貿易の計量的研究

医学部 細菌学 助教授 日野茂男 HTLV-Iの疫学

11 公衆衛生学 教 授 竹本泰一郎 慢性疾患の疫学

H H 教 捜 竹本泰一郎 熱帯における高度順応

H H 助 教授 兜 真徳 癌と内分泌機能との関連性に関す l

る疫学的研究

必， H 講 師 和泉 喬 漁村保健

H H 5昔 師 和泉 喬 感染症の疫学

11 H 助 手 守山・正樹 思春期の身体発育の解析

11 1.〆 助 手 守山正樹 学童保健、学童における健康障害

の発生と発育の関連

H 第一内科 講 師 岡本純明 甲状腺ホルモンに関するデータの

分析

H 公衆衛生学 院 生 青桝 潔 地域保健情報の解析

H H 院 生 坂井秀章 腎疾患における疫学的解析

H H 院 生 重藤和弘 成人病の疫学

11 原研遺伝 助教授 音川 勲 有害遺伝子の集団動態

H H 助 手 巽 純子 生物、医学のデータ処理

H 原爆被災学術 助教授 岸川正大 ATLAS使用による文献処理

資料センター

歯学部 口腔解剖学 助 手 真鍋義孝 形質人類学における統計処理

第一

H 口腔解剖学 教 授 高野邦雄 生物化学に関する文献情報の収集

第二

H H 助 手 村木佳代子 化学に関する文献情報の収集



部局 学科 身分 氏名 課 踊

歯学部 口腔生理学 助教授 山田好秋 生体情報の自動認識

H 必， 助 ‘手 宮本武典 生体情報の自動認識

必F 歯科理工学 助 手 有働公一 歯科用合金の物性

H 予防歯科学 助教授 小林清吾 フッ棄によるう蝕予防、およびう

蝕の進行抑制効果に関する疫学的

研究

H 歯科矯正学 助教授 鈴木弘之 Orthopaedic forceによって顎骨

におこる応力について

〆~ H 助 教授 鈴木弘之 骨の応力分布と Remodelingの関

係について

H 11 助教授 鈴木弘之 Bone Remode 1 ingと応力との関係

について

H 歯科保存学 助 手 久保至誠 有限要素法による唆合時の高調内

第l
. 
応力分布解析

H 歯科補綴学 助教授 佐藤博信 頼機能に関する補甑学的研究

第二

揖学 予防歯科 講 師 中村宗達 フッ棄洗口法によるう蝕進行に及

(病) ぼす影響を調べるための疫学的研. 
究

薬学部 薬学科 教 授 柴崎寿一郎 薬物の生体内挙動に関する速度論

的研究

H H 助 教授 松田芳郎 シクラジン誘導体のHMO法によ

る計算

H H 助 手 河野 功 X線回折による天然物の構造決定

H 製薬化学科 助教授 木下敏夫 分子軌道法の利用研究

H 11 助教授 八木沢暗記 タンパク質の半合成の研究

11 H 助 教授 芳本 忠 蛋白質構造解析と酵棄反応速度解

析

H H 助 教授 芳本 忠 ケミカルアブストラクト

(CAS) DNAの情報解析
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部局 学科 身分 氏名 課 題

薬学部 製薬化学科 助 手 大串 伸 データベースを利用した酵素タン

パクの情報検索

11 薬用植物園 助教授 池永敏彦 薬用植物の生長解析と文献検索

工学部 機械工学科 教 授 今井康文 機械材料の弾塑性変形と強度

11 H 教 授 今井康文 アイソパラメトリック要素を用い l

た有限要棄法

〆〆 H 教 授 栗須正登 大村湾の汚染改善に関する研究

H H 助 教授 児玉好雄 送風機騒音に関する研究

ノノ H 助 教授 児玉好雄 一様流中の平板から発生する離散|

周波数騒音の研究

H H 助 教授 茂地 徹 外部流動沸騰熱伝達の研究

11 H 助 教授 茂地 徹 冷媒熱物性値のプログラム・パッ|

ケージの作成

H H 助 教授 茂地 徹 伝熱の計算

H H 助 教授 茂地.徹 熱力学の計算

H H 助 教授 茂地 徹 膜沸騰における放射伝熱の影曹

H H 助 教授 茂地 徹 冷媒熱物性の計算

H H 助 教授 茂地 徹 伝熱促進の計算

H H 助 手 山田 帽 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的

性質の研究

11 H 助 手 山田 帽 伝熱促進に関する研究

11 H .技 ，回... 梶 聖梧 多結品体の強度

H H 院 生 下田正浩 下向き面の膜沸騰熱伝達に関する

研究

H 11 院 生 矢野輝昭 吸収式冷凍機に関する基礎的研究

11 H 院 生 山田雄一 管内伝熱促進に関する研究

H 機械工学第E 教 授 石田正弘 高速ディーゼル機関における燃焼

解析

H H 助 教授 石松隆和 気液二相流の実験データの解析

H H 助 教授 金丸邦康 混相媒体による伝熱流動の数値解

析
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 機械工学第E 助教授 金丸邦康 環状流路体型における冷却法の数

値解析

ノノ H 助 教授 木須博行 境界積分法による力学的解析

11 H 助 教授 木須博行 表面損傷モデルの解析

H H 助 教授 木須博行 接触解析

H H 講 師 植木弘信 テ'イーゼル機関に関する研究

11 H 講 自活 高瀬 徹 有限要素法による解析

11 H 院 生 内田勝櫨 高温域の混相流動媒体の伝熱解析

(フォートランによる数値解法)

必Y H 院 生 杉本 直 高温域における混相媒体による伝

熱解析FORTRANによる数値

計算

11 電子工学科 教 授 田中和雅 レーザ通信に関する研究

H 必F 教 授 山田英二 逆変換装置変圧器の偏磁に関する

. 研究
H H 助 教授 辻 峰男 現代制御理論の応用に関する研究

1.ノ H 助 教授 辻 峰男 ACサーボシステムの解析

H H 助 教授 辻 峰男 サイリスタ変換器ー電動機系の解

析と設計

11 H 助 教授 辻 峰男 サイリスタ変換器一電動機系の解

析と設計

H H 助 教授 辻 峰男 パワーエレクトロニクス回路の解|

析と設計

11 H 助 教授 鶴丸弘昭 階層関係付けシステムの開発

H H 助 教授 鶴丸弘昭 日本語処理に関する基礎的研究

H H 助 教授 鶴丸弘昭 国語辞典活用システムの開発

H H 助 教授 鶴丸弘昭 言語情報処理に関する基礎的研究

H H 助 教授 鶴丸弘昭 自然言語の機繊処理に関する研究

H H 助 教授 鶴丸弘昭 意味辞書作成の機会化に関する研

究

H H 助 教授 鶴丸弘昭 意味辞書の自動作成に関する研究|
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 電子工学科 助教授 鶴丸弘昭 シソーラスの自動作成

H 11 助教授 鶴丸弘昭 国語辞典活用システムの開発

必F ，ゲ 助教授 松尾博文 太陽電池の最適動作点追尾に関す

る研究

H H 助 教授 松尾博文 電力変換装置の高速ディジタルP

-I-D制御に関する研究

H 11 助 手 泉 勝弘 GTOを使用したPWM制御に関

する研究

H 11 助 手 泉 勝弘 誘導電動機のディジタル制御に関

する研究

H 11 助 手 泉 勝弘 電圧形インバータシステムの制御

に関する研究

H 11 助 手 泉 勝弘 現代制御理論のパワーエレクトロ

ニクスへの応用に関する研究

. 

H ノ〆 助 手 泉 勝弘 チョッパ駆動直流電動機系のモデ

リングに関する研究

11 H 助 手 黒川不二雄 マイクロプロセッサを用いた高速

スイッチングコンパータの制御

11 H 助 手 佐賀信裕 レーザ通信に関する研究

H H 助 手 森 正寿 画偉処理の基礎的研究

H 11 技 宮 岩崎昌平 レーザ通信に関する研究

H H 技 官 浦憲一郎 現代制御理論のパワーエレクトロ

ニクスへの応用に関する研究

H H 技 官 浦憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究

H H 技 官 高田謙次 レーザ通信に関する研究

11 必〆 技 官 本多省二 高周波トランジスタ増幅器の非線

形性の解析

H H 院 生 相浦 司 ランドサットMSS， RBVデー

タの重ね合わせに関する研究

H H 院 生 江崎 裕 レプ‘通信に関す予研究 | 
'--
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 電子工学科 院 生 太田直幸 レーザ通信に関する研究

H H 院 生 神崎 修 レーザ通信に関する研究

11 H 院 生 瀬戸浩昭 地形図の自動処理

11 H 院 生 田中孝一 レーザ通信に関する研究

11 H 院 生 田中敬善 電圧形インバータ駆動誘導電動機

のベクトル制御に関する研究

11 H 院 生 田中英紀 現代制御理論のパワーエレクトロ

ニクスへの応用に関する研究

ノJ H 院 生 津田義典 高速モンテカルロ・シミュレーシ

ョンの研究

11 H 院 生 日置一昭 レーザ通信に関する研究

11 H 院 生 星野浩二 クラスタ分析による画像処理

11 11 教 務員 広田芳仁 画像処理の基礎的研究

H 電気工学科 教 授 小山 純 サイリスタによる回転機の制御

H 11 教 授 小山 満 リニアインダクションモータの電

磁界解析

H H 教 授 富安隆一 非線形問題の研究

H H 教 授 富安隆一 パラメータ振動の研究

11 ノノ 教 授 松尾寿夫 導電性沿面における放電現象

H 11 助 教授 樋口 岡t 高速リニアインダクションモータ

の最適設計

H H 助 教授 樋口 闘。 境界要素法による高速LIMの磁

界解析

H H 助 教授 福永博使 巻鉄心形式を有する変圧器内部に

於ける鉄損分布の解析

必， H 助教授 福永博俊 垂直ブロッホラインメモリ動作の

計算機解析

λγ 11 助教授 藤山 寛 プラズマ中の不安定性解析

H 11 助 手 清木泰司 情報とシステムの組織化に関する

研究

11 11 助 手 清木泰二丈 S-3500 DSCの運用管理
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 電気工学科 技 官 岩永雅洋 サイリスタ変換器一電動機系の

シミュレーション

11 H 技 官 岩永雅洋 高速L1 Mの磁界分布

H H 技 官 筒井宣雄 三相サイクロコンパータの高調波

解析

H H 院 生 高井和成 Plasma Maserの数値

計算

H H 院 生 高沢彰宏 三相サイクロコンパータの高調波

解析

H H 院 生 花田恒弘 高速片側式LIMCADシステム

の開発

H 構造工学科 教 授 小森清司 部分荷重を受ける床板の応力解析

H H 教 授 小森清司 鉄筋コンクリート床スラブの耐力

とたわみ

H H 教 授 末岡鴻佑 鉄筋コンクリート構造要素の解析

H H 教 授 末開禎佑 曲面坂に関する研究

H H 教 授 築地恒夫 板構造物の塑性解析

H 11 教 授 築地恒夫 曲線構造物の解析

H H 教 捜 築地恒夫 殻の振動解析

H H 教 授 築地恒夫 低次元モデルによる榎の変形解析;

H H 教 授 築地恒夫 レイレ・リッツ法による力学問題

の解析

H H 助 教授 崎山 般 斜板の曲げに関する研究

H 11 助教授 崎山 般 複合境界をもっ矩形板の座屈に関

する研究

11 H 助 教授 崎山 毅 アーチの耐荷力解析

H H 助 教授 崎山 毅 非対称アーチの耐荷力解析

11 H 助 教授 崎山 般 矩形板の非弾性曲げのー解析法

H H 講 B市 修行 稔 鋼構造立体骨組の動的弾塑性応答

に関する研究

H H 講 師 修行 稔 立体骨組構造の大変形解析
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 構造工学科 講 師 修行 稔 鋼管構造物の弾塑性解析法につい

て

H H 講 師 修行 稔 薄い肉シェルの極限解析法に関す

る研究

H H 講 師 事原真一 鉄筋コンクリート部材のせん断破

壊に関する研究

H H 講 師 事原真一 コンクリートの破膿機構に関する

研究

H H 助 手 勝田順一 破壊力学の数値解析

H H 助 手 原田哲夫 静的破砕剤を用いたコンクリート

構造物の解体に関する基礎的研究

H 11 助 手 松田 浩 変厚矩形板の弾塑性解析

H 11 助 手 松田 浩 不均一な弾性地盤上の変厚矩形板

のー解析法

H ノノ 助 手 若葉啓孝 構造物の座屈解析

11 H 助 手 若葉啓孝 補剛材を有する斜板の座屈解析

H 11 技 官 白漬敏行 平面応力問題の解析

11 11 技 官 白漬敏行 せん断を含む坂の曲げの研究

11 〆ノ 技 官 永藤政敏 PC板埋設型枠を用いた鉄筋コン

クリート床スラプの応力解析

H H 技 官 山下 務 レイレ・リッツ法による構造物の

解析

H H 院 生 竹尾勝哉 鉄筋コンクリート構造要素の解析

的研究

11 11 院 生 道向 泰 構造解析における境界要素法の適

用性について

11 H 院 生 安武資博 曲面榎に関する研究

H H 研 究生 徐 建年 鋼構造立体骨粗の動的弾塑性挙動

について

H 土木工学科 教 授 小西保則 構造物の最適設計に関する研究
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 土木工学科 教 授 小西保則 SLp.SUMT法による構造物

の最適設計

H 11 教 授 小西保則 骨粗構造物の最適化汎用プログラ

ム開発に関する研究

H H 教 捜 小西保則 多変数・多制約条件式の最適設計

手法の研究

H 教 授 小西保則 大変形骨組構造物の最適設計に関

する研究

H H 教 授 富樫宏由 長波の変形と遡上に関する解析

H H 教 授 富樫宏由 湾水振動解析

11 11 教 授 富樫宏由 アピキの数値解析

H H 教 授 富樫宏由 有限要素法による振動解析の問題

点

H λ， 助教授 後藤恵之輔 舗装構造の最適設計

H 必， 助教授 後藤・恵之輔 リモートセンシングの土木工学へ

の応用に関する研究

H H 助 教授 後藤恵之輔 地すべり防止杭の力学的挙動に関

する研究

H H 助 教授 高橋和雄 ケーブルの振動

H H 助 教授 高橋和雄 構造物め動的安定性

H H 助 教授 高橋和雄 長崎豪雨災害時の交通のアンケー

トの分析

H H 助 教授 高橋和雄 自治会アンケートの分析・整理・

データバンクの作成

11 11 助教授 高橋和雄 アーチの動的安定性

H 11 助教授 野口正人 流域降雨の処理ならびに水質ハイ

ドログラフに関する研究

H H 助 教授 野口正人 都市域での泊濫解析

H H 助 教授 野口正人 洪水流出の数値計算

H H 助 教授 古本勝弘 感潮河川の水理
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部局 学科 身分 氏名 課 麺

工学部 土木工学科 助 手 岡林隆敏 確率変量を有する力学系の非定常

不規則応答解析

H 11 助 手 岡林隆敏 走行車両による道路橋の不規則援

動解析

H H 助 手 岡林隆敏 確率境界値問題の数値解析に関す

る研究

H 11 助 手 岡林隆敏 橋梁の振動解析に関する研究

H 〆〆 助 手 岡林隆敏 伸縮継手部段差による道路橋振動

と動的倍率に関する研究

H H 助 手 岡林隆敏 確率論的構造力学に関する研究

H H 助 手 岡林隆敏 確率有限要素法の開発

H H 助 手 武政剛弘 地表面付近の温度挙動に関する研 l

究

H H 助 手 棚橋由彦 土質材料の構成則とその応用に関|

. する研究
H H 助 手 棚橋由彦 豪雨災害被災地の再生に伴う災害

環境の変化の追跡評価と防災意識

の定着化について

H H 助 手 欄橋由彦 土構造物の応力、変形、安定解析

H H 助 手 欄橋由彦 土質工学潰習と日本語文章処理

H H 助 手 棚橋由彦 土砂災害の統計処理

H H 助 手 欄橋由彦 二次元非定常浸透流解析とその応

用

H H 助 手 中村武弘 内湾の海水交換に関する研究

H H 技 官 永田正美 ケーブルの掻動

H H 院 生 川野随太 長方形甑の動的安定性

H H 院 生 川野隆太 プレートガーダ一橋の腹板の面外

振動の発生機構の解析

11 H 院 生 桑元伸二 流体運動の三次元性に関する研究

11 H 院 生 新田喜浩 有限要素法による長崎湾のアピキ

解析
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部局 学科 身分 氏名 課 題

工学部 土木工学科 院 生 原口哲幸 ケープルの非線形解析

H H 院 生 山手弘之 確率有限要素法による活荷重を受

ける床版の解析

H H 院 生 米倉広幸 流域特性量を考慮した流出解析に

関する研究

H 材料工学科 助教授 近藤寛樹 酵嚢および酵素モデル反応の速度

論

H H 助 教授 羽坂雅之 材料の統計理論

11 H 講 師 古川睦久 ポリウレタン網目のキャラクタリ

ゼーション

H H 助 手 内山休男 鉄過飽和亜鉛融液からのFe-

Zn系金属間化合物結晶の核生成

および成長

H H 助 手 内山休男 ガラスの動径分布解析

H H 助 手 馬場.恒明 金属中の水素の拡散機構に関する

研究

H H 技 官 中島弘道 材料の物性研究

H 工業化学科 助教授 大西正義 遷移金属錯体のスペクトロスコピ

一
H 研究生 渡海 陽 大型計算機システムのベーシック

言語の研究

水産学部 漁業管理学 教 授 西ノ首英之 漁船の耐航性に関する研究

H 資源生物学 教 授 水江一弘 板鱒類の資源管理

H H 助 教授 松宮義晴 水産資源、解析の推定法に関する研

究

H 海洋生物学 助教授 夏苅 豊 頭足類分類形質の多変量解析

H 海洋生物化学 助教授 原 研治 魚筋肉のフ.ロテオリシスに関する

研究

11 水産情報学 助 手 高山久明 漁船漁具データの一般統計解析

教養部 心理学 教 授 川崎 宏 Analysis of Hand Writing 

11 統計学 助教授 藤津秀雄 アンケート調査の解析
」
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部局 学科 身分 氏名 課 題

教養部 統計学 助教授 寺崎康博 所得分布の変動に関する研究

11 H 助教・授 寺崎康博 植民地経済の分析

11 11 助教授 寺崎康博 情報処理教育のための教材作成

11 数 学 教 授 小関道夫 二次形式の理論と組み合わせ理論

ノノ 物理学 教 授 松島 愚 イオン結晶中の不純物による光の

発光及び眼収について

11 H 助 教授 古賀雅夫 ワーフ.ロを用いた学生実験指導書

の製作

H H 助 手 冨塚 明 合金の結合エネルギーの計算

H イ包 学 教 授 竹清章三郎 分子積分の計算

H H 教 授 竹膚章三郎 分子の電子状態の量子力学

H H 助 手 田遁秀ニ EXAFSスペクトルのデータ処

理およびシュミレーション

11 生物学 教 授 伊藤秀三 植物群落組成の多変量解析

11 保健体育 講 師 今中国泰 運動記憶に関する研究

熱帯医学 寄生虫学部門 講 師 崎田雅暁 ケニアにおける住血吸虫症の疲学

研究所 的研究

H 防疫部門 助 手 住吉日出夫 DNA塩基配列の解析

商科短大 数 学 教 授 奥田英輔 モンテカルロ法と経営計画

11 経営情報論 講 B市 前田 障 線形多目的計画法

計算機プログ

ラミング、

医 短 作業療法学 講 自市 長尾哲男 作業の重心変動に及ぼす

影曹の分析

【 事務用課題

事務局 情報処理係 情報処理係 川添忠久 漢字氏名ファイルのメンテナンス

長 と勤務時間報告書の作成

11 H 事 務官 浦川賢治 漢字氏名ファイルのメンテナンス

と勤務時間報告書の作成

11 庶・庶務課 企画調査係 大塚二三男 企画調査係書類作成

長
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部局 学科 身分 氏名 課 届

事務局 庶・人事課 人事課長 国守勝己 人事事務の電算処理

H 〆ノ 任用係長 糸永憲義 人事事務の電算処理

H H 給与係長 村上弘行 給与事務資料作成

11 H 職員係長 森田 • 公文書の作成学生部 入学主幹 入学主幹 品川 満 入学試験業務

入学試験に関する統計等の処理

H H 入学主幹 品川 1葡 入学試験処理

H H 入学主幹 品川 満 入学試験処理

H H 教務係長 峯 徳顕 学生部・教務事務電算化

H 入学主幹 入学試験係 谷川憲二 入学試験統計処理

入学試験係 長

H 学生課 学生係長 高谷一栄 事務の電算化

H H 総務係長 小JII 源吾 日本語文章処理

H 厚生課 厚生係長 早川 Jt 事務の電算化

図書館 学術情報係 学術情報 戸)11.和夫 図書館業務の電算化

係長

医学部 閲覧課 運用係長 垣内禎介 図書館業務の電算化

図書館

経語学部 整理課 図書係長 中島敏幸 日本語文書作成
. 

図書館

教育学部 教務係 教務係長 毎熊利率 学務事務

工学部 教務係. 教務孫長 小野和三朗 QUERYを利用した情報検索に

ついて

水産学部 庶務係 庶務係長 浅井義久 庶務的事項について (ATLAS

-1.ワ、ープロ機能)

11 教務係 教務係長 坂口 豊 教務事務の電算処理

H J〆 教務係長 坂口 豊 教務事務の電算処理

保健管理 助教授 石井伸子 健康診断データの統計処理

センター

H 技 官 坂本 功 健康診断におけるデータ処理

H 看護婦長 榊原良子 健康診断データの統計処理
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部局 学科 身分 氏名 課 題

保健管理 保健婦 中村ハツ子 健康診断データの統計処理

センター

H 看護婦 原田京子 健康診断データの統計処理

H 事務官 瓜生実男 QUERYを利用して学生の健康

データ処理

【 教育用課題

経済学部 助教授 小林みどり 経営情報論 (23名)

ノノ 経営学科 助教授 岩田憲明 生産管理論<18名)

薬学部 i膏 師 野崎剛一 情報科学概論 (22名)

工学部 機械工学科 助教授 石松隆和 機械計算法 (69名)

ノノ 電気・電子 講 師 野崎剛一 算法概論<122名)

H 構造工学科 講 師 修行 稔 電子計算機概論 (59名)

必F 土木工学科 助教授 高橋和雄 計算機フ.ログラム (35名)

H 材料・工化 講 師 修行 稔 電子計算機概論 (78名)

水産学部 講 師 野崎剛ム 計算機概説 (31名)

【 センタ一課題 】

情報処理 講 師 野崎剛一 センター運用プログラム開発

センター 画面分割によるプログラミング支

援システムの開発

H 講 自市 野崎剛一 オンライン対話型プログラミング

支援ツール

H 講 師 野崎剛一 ソフトウェアツールの研究開発

H 講 師 野崎剛一 フルスクリーン ディスプレイ端|

末用ツールの開発

H 講 自市 野崎剛一 フルスクリーン ディスフ・レイ端|

末用ツールの開発

〆〆 助 手 阪上直美 センター運用プログラムの作成

11 助 手 阪上直美 FAIRSによる文献検索

〆~ 助 手 阪上直美 センター運用関係・プログラム相

談用

H 助 手 阪上直美 教務事務処理
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部局 学科 身分 氏名 j果 麺

情報処理 助 手 阪上直美 センター業務用

センター

H 助 手 阪上直美 ELFシステム ディバッグ用

11 助 手 阪上直美 センターレポート作成

11 教務員 内本佳彦 センター運用プログラム作成

11 教務員 内本佳彦 市民公開講座「コンピュータ入

門J演習用

H 技 官 山口正道 センター運用関係処理

11 技 官 山口正道 センター課金処理

11 技 官 山口正道 図書館処理

H 技 官 山口正道 学生部事務処理

11 技 官 山口正道 センターレポート作成

H 事務補佐員 浜里鹿子 センタ一課題登録処理

H 事務補佐員 浜里麗子 日本語文書作成

H 事務補佐員 本田・みほ センター事務処理

日本語文書作成

H 事務補佐員 樋口芳子 センター事務処理

日本語文書作成
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9.諸 規 程

長崎大学情報処理センター規則

(昭和54年4月27日規則第9号)

(設置)

第l条 長崎大学に、長崎大学情報処理センター(以下「情報処理センター」という)を

置く。

(目的)

第2条 情報処理センターは、学内の共同利用施設として、学術研究及び学生の一般的情

報処理教育に資することを目的とする。

(職員)

第3条 情報処理センターに、情報処理センター長及びその他必要な職員を置く。

2.情報処理センター長は、教授のうちから学長が任命する。

3.情報処理センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

4.情報処理センター長は、情報処理センターの業務を掌理し、所属職員を監督する。

5.職員は情報処理センター長の命を受け、情報処理センターの業務に従事する。

(運営委員会)

第4条 情報処理センターの運営に関する重要事演を審議するため、長崎大学情報処理セ

ンター運営委員会(以下「運営委員会」という。)を置く。

(運営委員会の組織)

第5条 運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

一.各部局及び商業短期大学部の教授、助教授文は講師のうちから選出された者各

1人

二経理部長

2.前項第1号の番員φ任期は、 2年とする。ただし、再任は妨げない。

3.第1項第l号の委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の任期の残

余の期間とする。

4.委員は学長が任命する。

(委員長)

第6条 運営委員会の委員長は、情報処理センター長をもってあてる。

2.委員長は、運営委員会を招集し、その譜長となる。

3.委員長に事故があるときは、委員長の指名する委員がその職務を代行する。

(運営委員会の運営)

第7条 運営委員会は、委員の過半数の出席により成立し、譜事は、出席萎員の過半数の

同意により決する。ただし、可否同教のときは、議長の決するところによる。
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(小委員会)

第8条 運営委員会には、必要に応じて小委員会を置くことができる。

2.小委員会に関して必要な事項は、運営委員会において定める。

(意見の聴取)

第9条 委員長が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴

取することができる。

(幹事)

第10条 運営委員会に幹事を置き、経理課長をもってあてる。

2.幹事は、運営委員会の事務を処理する。

(業務室及び研究開発室)

第11条 情報処理センターに、業務室及び研究開発室を置く。

2.前項の室に、それぞれ室長を置くことができる。

3.室長は、情報処理センター長の命を受け、室務を処理する。

(利用等)

第12条 情報処理センターの利用その他に関して必要な事項は、別に定める。

附則

しこの規則は、昭和54年5月1日から施行する。

2.この規則施行後最初に第5条第1項第l号の委員に任命される者の任期は、第5条第2項

の規定にかかわらず、昭和56年3月31日までとする。

3.長崎大学電子計算機室規則(昭和44年11月21日規則第3号)は、廃止する。

長崎大学情報処理センタ一利用規程

(昭和54年4月27日規程第7号)

(趣旨)

第1条 !この規程は、長崎大学情報処理センタ一規則(昭和54年規則第9号)第12条

の規定に基づき、長崎大学情報処理センター( 以下「情報処理センター」という。)の利用

について必要な事項を定めるものとする。

(利用の原則)

第2条 情報処理センターは、学術研究・教育及び本学の運営上必要な業務のためにのみ

利用することができるものとする。

(利用資格)

第3条 情報処理センターを利用することができる者は、次のとおりとする。
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1 本学の教職員 3 本学の学部及び教養部の学生(以下「学部等学生Jとい

う)

2 本学の大学院学生 4 その他情報処理センター長が必要と認めた者

(利用の手続等)

第4条 情報処理センターを利用しようとする者は、課題ごとに、情報処理センター長が

別に定める利用申請書を情報処理センター長に提出し、その承認を受けなければならない。

2 情報処理センター長は、前項の利用の承認をしたときは、課題番号を付して申請

者に通知するものとする。

3 前項の課題番号の有効期間は、 1年以内とし、当設会計年度をこえることはでき

なし、。

第5条 情報処理センターの入出力装置の操作は、原則として、情報処理センターの利用

を承認された者(以下「利用者」という。)が行うものとする。

第6条 利用者が、穿孔又は計算を依頼するときは、情報処理センター長が別に定める手

続により行わなければならない。

(利用の制限)

第7条 利用者は、課題番号を当該課題に係る回的以外のために利用し、文は他人に使用

させてはならない。

(終了の報告等)

第8条 利用者は、承認された課題に係る研究・業務等が終了したとき、文は疎題番号の

有効期間が終了したときは、情報処理センター長が別に定める利用報告書を情報処理センター

長に提出しなけれべならない。

2.前項に規定するもののほか、情報処理センター長は、必要に応じて利用者に対し、

情報処理センターの利用に係る事項に関して報告を求めることができる。

3.利用者は、情報処理センターを利用して行った研究の成果を論文等により公表す

るときは、当該論文等に情報処理センターを利用した旨を明記しなければならない。

4.利用者は、前項の公表された論文等の写を情報処理センターに送付するものとす

る。

(情報処理センター外の端局の設置)

第9条 情報処理センター外端局(情報処理センターが設置する端局以外のものをいう。

以下「端局」という。)を設置しようとする者は、情報処理センター長が別に定める設置承認

申請書を情報処理センター長に提出し、その承認を受けなければならない。

2.情報処理センター長は、端局の設置を承認したときは、端局番号を付して、申請

者に通知するものとする。
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3.端局を設置した者は、当該端局を廃止しようとするとき、又は当該設置承認申請

書に記載した事項を変更しようとするときは、あらかじめ、情報処理センター長と

協描しなければならない。

(利用の取消等)

第10条 利用者がこの規定に違反し、文は情報処理センターの運営に重大な支障を生じさ

せたときは、情報処理センター長は、その利用の承認を取消し、文はその利用を停止させるこ

とができる。

(経費の負担)

第11条 利用者は、当該利用に係る経費の一部を別表のとおり負担しなければならない。

2.前項の規定にかかわらず、情報処理センター長が特に必要があると認めたときは、

利用に係る経費を負担させないことができる。

(適用除外)

第12条 第三条第三号に規定する学部等学生には、第四条、第八条、第九条及び第十一条

の規定は適用しない。

(補則)

第13条 この規程に定めるもののほか、情報処理センターの利用に関して必要な事項は、

情報処理センター長が別に定める。

附則

1.この規定は、昭和54年5月1日から施行する。

2.長崎大学電子計算機室利用規程(昭和45年3月13臼規程第1号)及び長崎大学電子計

算機室利用料金内規(昭和45年3月13日内規第l号)は、廃止する。
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長崎大学情報処理センター情報処理教育利用内規

(昭和57年10月13日情報処理センター内規第l号)

(趣旨)

第l条 長崎大学情報処理センター利用規程(以下「規程」という。)第3条第3号に規定

する学部等学生の長崎大学情報処理センター(以下「情報処理センター」という。)の利用に

ついては、規程に定めるもののほか、この内規の定めるところによる。

(利用の条件)

第2条 学部等学生は、次の各号のlに該当する場合に、情報処理センターを利用すること

ができる。

l 情報処理教育に係る授業科目を履修する場合

2 その他情報処理教育上必要と認める場合

(申請者)
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第3条 利用申請の手続は、前条第1号に該当する場合には授業担当教官が、同条第2号に

該当する場合には指導教官が行うものとする。

(承認申請)

第4条 授業担当教官及び指導教官(以下「教宮」という。)は、学部等学生に情報処理セ

ンターを利用させようとするときは、利用申請書を長崎大学情報処理センター長(以下「情報

処理センター長」という。)に提出し、承認を受けなければならない。

2 前項の申請は、次の各号に掲げる期限までに行わなければならない。

l 第2条第l号に該当する場合 当該授業科目が開講される学期の最初の月の2月前

2 第2条第2号に該当する場合利用開始予定日の二週間前

(承認)

第5条 情報処理センター長は、前条の申請があったときは、情報処理センターの利用状況

等を考慮のうえ、承認の可否を決定し、教官に通知するものとする。

(課題番号の交付)

第6条 前条により承認の通知を受けた教官は、利用開始臼の1週間前までに、、課題番号

交付願に利用学生名簿を添え、情報処理センター長に提出しなければならない。

2 情報処理センター長は、前項の願い出があったときは、課題番号及びその有効期聞を定め、

教官に通知するものとする。

(変更承認)

第7条 教官は、承認を受けた利用計画の内容に変更が生じたときは、速やかに情報処理セ

ンター長の承認を受けなければならない。

(利用の制限)

第8条 本学の職員及び大学院学生の利用に支障をきたすおそれがある場合文は情報処理セ

ンターの機能が著しく低下するおそれがある場合は、学部等学生の利用を制限することがある。

(利用経費)

第9条 学部等学生の利用に係る経費については、原則として負担を免除する。

(様式)

第10条利用申請書及び課題番号交付願の様式は、別に定める。

附則

この内規は、昭和57年10月13日から施行し、昭和57年10月1日から適用する。
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10.名 簿

長崎大学情報肌理センター運営季画会名鑑

委員長センター長 教 授 山田英二

委員教育学部 助教授 荒生公雄

経済学部 助教授 細内 勇

医 学 部 教 授 竹本泰一郎

医学部附属病院 教 授 白井敏明

歯 学 部 教 授 佐藤使英

歯学部附属病院 助教授 鈴木弘之

薬 学 部 助教授 芳本 忠

工 学 部 教 授 小西保則

水産学部 教 授 西ノ首英之

教 養 部 助教授 今中園泰

熱帯医学研究所 教 授 小坂光男

商科短期大学部 助教授 前田 隆

医療短大 教 授 中村 剛

経理部長 泉 寛 清

プログラム相談昌公徳

教育学部 助教授 西原 純

工 学 部 助教授 金丸邦康

工 学 部 助教授 木須博行

工 学 部 助 手 泉 勝弘

工 Aてf: 部 院 生 内田勝徳

工 学 部 院 生 田中敬善

工 学 部 院 生 田中英紀

工 学 部 院 生 松本健吾
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墨崎大掌情報ML揮センター職届名簿

センター長(併) 教 授 山田英二

研究開発室長 講 師 野崎剛一

教務職員 内本佳彦

業務室長 助 手 阪上直美

技 官 山口正道

事務補佐員 漬星麗子

事務補佐員 本田みほ

事務主任 事務官 川本栄松

事務官 城 みどり
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編集後記

長崎大学情報処理センターレポート第6号をお届けします。御多忙の保田学長に玉稿を頂き有

難うございました。また、踊想、技術解説等執筆寄稿いただきました諸先生方にも感謝申し上

げます。

本センターでは10月より機械翻訳システム fATLAS-IJが、さらに12月より「同

-llJが運用されています。コンピュータもいよいよ演算から判断の分野に大きく進出しつつ

あり、完全な翻訳は未だ少し先の事と思われますが、不完全な技術も使い方次第で、それなり

に十分に役立つ利用法もあると考えられます。コンピュータもその用途が高度になってきて、

完全無欠ではないと割り切って「大ざっぱなコンビュータ」とうまく付き合っていく姿勢も必

要と思うこの頃です。

最後に本センターレポート作成は全面的にセンター教職員の御助力によるものであり厚く御

礼申し上げます。

(西ノ首記)

編集丞員

医 学. 部 教 授 竹本泰一郎

歯学部付属病院 教 授 鈴木弘之

事水産学部 教 授 西ノ首英之

教 養 部 助教授 寺崎康博

熱帯医学研究所 教 授 小坂光男

商科短期大学部 助教授 前回 隆

医療短大 教 授 中村 剛

センター長 教 授 山田英二

*編集長
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